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(57)【要約】
　多数パラメータを測定できる生命兆候測定デバイスは
、歩行用でかつベッドサイドで測定されるように構成さ
れており、ここでは該デバイスは、患者に装着されるこ
とができ、かつ電池式である。該測定デバイスは、ベッ
ドサイドアプリケーションのためのパワー源としてのバ
ッテリの代わりにデバイスへの電力を充電クラドルを用
いて提供することができ、クラドルはさらにＰＣもしく
は他の周辺デバイスへデータをリンクすることができる
ように中間体として働くことができる。該測定デバイス
は、離れた遠隔ステーションへ患者に関連するデータを
双方向で送信することができるようにワイヤレスラジオ
を含めることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数パラメータ生命兆候測定システムであって、以下のものよりなる：
　生命兆候モニタデバイスであって、該モニタデバイスは、該モニタデバイスをして、ス
タンドアローンモードで動作することを可能とさせる携帯型電源、及び該モニタデバイス
をして少なくとも一つの遠隔ステーションと、もう１つのワイヤレスネットワークモード
で動作することを可能とさせるワイヤレストランシーバを含む；および、
　前記生態兆候モニタデバイスを受け入れるよう構成された充電クラドルであって、該充
電クラドルは、前記モニタデバイスが前記充電クラドルによって受け入れられている時、
前記コンパクト生命兆候モニタデバイスをして電源供給されたモードで動作することを許
し、前記モニタデバイスは、それが前記充電クラドル内にある時は、前記ネットワーク化
モードで動作することが可能である。
【請求項２】
　請求項1に記載のシステムにおいて、
　前記充電クラドルに直列接続を介して接続された計算デバイスを含み、前記携帯型コン
ピュータは、前記モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられたとき、前記モニタ
デバイスからのストアされた患者関連データを自動的に受信するよう構成されている。
【請求項３】
　請求項２に記載のシステムにおいて、
　前記計算デバイスに接続されたプリンタを含み、該プリンタは、前記モニタデバイスが
前記充電クラドルに取り付けられたとき、前記モニタデバイスからのストアされた患者関
連データを自動的に印刷するよう構成されている。
【請求項４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、
　前記充電クラドルが、データポートを含み、該データポートは、少なくとも一つの周辺
装置と契合可能である。
【請求項５】
　請求項３に記載のシステムにおいて、
　前記生体兆候モニタデバイスは、メモリを持ったプロセッサを含み、かつそこにおいて
は、前記データポートは、計算デバイスと接続されており、前記計算デバイス、及び前記
モニタデバイスは、前記モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられているとき、
前記モニタデバイス内にストアされたすべてのデータを、自動的に印刷するよう構成され
ている。
【請求項６】
　請求項５に記載のシステムにおいて、
　前記生命兆候モニタデバイスは、患者関連データのスナップショットを獲得するための
、選択的に活性化されたメカニズムを含み、そこでは、前記モニタデバイスが前記充電ク
ラドルに取り付けられているときは、保存されたスナップショットデータは印刷のために
前記計算デバイスに自動的に送信される。
【請求項７】
　請求項３に記載のシステムにおいて、
　前記生命兆候モニタデバイスは、患者データを、トレンド化されたデータとして保存し
、かつここで、前記保存されたトレンドされたデータは、前記モニタデバイスが前記充電
クラドルに取り付けられているときは、前記プリンタによる印刷のために前記計算デバイ
スに自動的に送信される。
【請求項８】
　請求項２に記載のシステムにおいて、
　前記生命兆候モニタデバイスは、該デバイスの動作のためのデフォルト設定を持つプロ
セッサを含み、該計算デバイスは、該デバイスが前記充電クラドルに取り付けられている
とき、前記生命兆候モニタデバイスへダウンロードされることができる構成ファイルを作
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るためのソフトウェアを含み、前記構成ファイルは、前記デバイスのデフォルト設定の少
なくとも１つを置き換える１セットの選択可能な指令を含む。
【請求項９】
　請求項８に記載のシステムにおいて、
　前記生命兆候モニタデバイスは、前記構成ファイルにより、または初期デフォルト設定
を通して、ロードされた設定のうちの少なくともいくつかの、一時的な構成設定を許す。
【請求項１０】
　請求項９に記載のシステムにおいて、
　前記生命兆候モニタデバイスの電源が落とされた時、前記一時的な設定は、前記デバイ
スのデフォルト設定を残すよう、削除されることができる。
【請求項１１】
　請求項９に記載のシステムにおいて、
　前記生体兆候モニタデバイスは、ユーザをして、前記モニタデバイスに対して一時的な
構成設定を適用することを可能とさせる１セットのユーザが作動可能な制御をもつユーザ
インタフェースを含む。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスの電源が落とされた時、一時的な設定は、維持されることができる
。
【請求項１３】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスの電源が落とされた時、一時的な設定は、選択的に消去されること
ができる。
【請求項１４】
　請求項１に記載のシステムにおいて、
　遠隔ステーションを含み、前記モニタデバイス、及び前記遠隔ステーションは、おのお
の、それらの間での双方向性の無線通信を可能とする無線トランシーバを含む。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のシステムにおいて、
　前記遠隔ステーションは、前記モニタデバイスに対し、ワイヤレス通信により、一時的
な構成設定を送信することができる。
【請求項１６】
　請求項1に記載のシステムにおいて、
　前記生命兆候モニタデバイスは、患者が装着可能である。
【請求項１７】
　請求項８に記載のシステムにおいて、
　前記構成設定ファイルは、少なくとも一つのモニタされたパラメータのアラーム限界を
調整するための指令を含み、前記調整は、ユーザをして前記アラーム限界を所定のパーセ
ント量だけ調整することを可能とする。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスは、ユーザインタフェースを含み、アラームが鳴ったとき、前記ユ
ーザインタフェース上の単一ボタンを用いて、違反されたアラーム限界を調整することが
できる。
【請求項１９】
　請求項１に記載のシステムにおいて、
　前記生命兆候モニタデバイスは、少なくとも一つの生理学的パラメータを連続的にモニ
タし、該デバイスは、パルス酸素センサアセンブリを含み、そこにおいては、前記デバイ
スは、前記少なくとも一つの他のパラメータの連続的な動作を許し、一方、前記パルス酸
素センサアセンブリをして、連続的に動作せられるか、あるいは患者をスポットチェック
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することを、可能とさせる。
【請求項２０】
　請求項４に記載のデバイスにおいて、
　周辺装置は、大ディスプレイであり、
　データは、前記第３のモードで、前記ディスプレイに、リアルタイムに送信されること
ができる。
【請求項２１】
　請求項１１に記載のデバイスであって、
　前記ユーザが作動可能な制御は、該モニタデバイスを動作させるための複数のユーザ作
動可能なボタンを含み、かつ、前記ボタンは、選択的にロックアウトされることができる
。
【請求項２２】
　請求項１に記載のデバイスであって、
　一体のバックライトをもつディスプレイを含み、かつ、前記ディスプレイ、および該一
体のバックライトは、権限のないアクセスを妨げるために選択的にロックアウトされるこ
とができる。
【請求項２３】
　請求項２２に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイ、及び前記バックライトのうちの少なくとも１つが、前記モニタデバ
イスの所定の量の不活性に基づき、パワーダウンされることができる。
【請求項２４】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　ＥＣＧアセンブリを含み、該ＥＣＧアセンブリは、ペーススパイクを決定するためのペ
ーサー検出回路を含む。
【請求項２５】
　請求項２４に記載のデバイスにおいて、
　前記ＥＣＧセンサアセンブリは、ノイズ検出のための適切なＥＣＧベクトルを選択的に
決定するよう構成されている。
【請求項２６】
　請求項１１に記載のデバイスにおいて、
　前記ユーザが作動可能な制御は、ユーザインタフェースを介して選択的にアクセス可能
なドロップダウンメニューを用いてナビゲ－トをするよう、ディスプレイスクリーンとと
もに使用される複数のボタンを含む。
【請求項２７】
　請求項２６に記載のデバイスにおいて、
　前記ユーザが作動可能なコントロールは、ユーザをして、前記モニタデバイスの多数の
データディスプレイモードを通して切り替わることを可能とさせるディスプレイボタンを
含む。
【請求項２８】
　モニタデバイスを用いて患者をモニタする方法であって、該方法は、以下のステップよ
りなる：
　第１のスタンドアローンモードの、バッテリ電源供給された患者モニタデバイスを与え
ること、該デバイスは、患者関連データを表示するためのディスプレイを含む；
　前記患者モニタデバイスを、患者関連データが、無線通信により、遠隔ステーションに
送信される第２のモードで動作するよう構成すること；
　前記バッテリ電源供給されたデバイスを、充電クラドル内において、第３のモードで動
作可能なように配置すること、ここで、該第３のモードにおいては、該デバイスは、前記
充電クラドルへの接続をとおして電源供給され、かつ、前記充電クラドルは、前記モニタ
デバイスが前記充電クラドルに取り付けられているとき、前記デバイスからの患者データ
を、有線接続を通して周辺装置に送信するよう構成されている。
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【請求項２９】
　請求項２８に記載の方法において、
　前記周辺装置は、プリンタを含み、かつ前記患者モニタデバイスは、患者データをスト
アするためのメモリ、およびユーザインタフェースもつプロセッサを含み、前記方法は、
患者データのスナップショットを選択的に獲得し、ストアするよう、前記ユーザインタフ
ェース上のボタンを押す付加的なステップを含み、ここで、前記患者モニタデバイスを、
前記充電クラドル内に置くと、任意のストアされたスナップショットデータが、自動的に
前記接続されたプリンタを介して、プリントされることとなる。
【請求項３０】
　請求項２９に記載の方法において、
　計算デバイス、および前記プリンタを、前記充電クラドル上に設けられたデータポート
を介して、前記充電クラドルに接続するステップを含む。
【請求項３１】
　請求項２９に記載の方法において、
　前記患者モニタデバイスは、患者データをトレンドするよう構成されており、かつ、前
記患者モニタデバイスを、前記充電クラドル上に置くと、すべてのストアされたトレンド
されたデータが、前記充電クラドルに接続されたプリンタを介して、印刷されることとな
る。
【請求項３２】
　請求項２８に記載の方法において、
　前記周辺装置は、データポートを介して前記充電クラドルに取り付けられた大ディスプ
レイを含み、ここで、前記患者モニタデバイスを、前記充電クラドル内に置くと、前記患
者モニタデバイスによりデータが、前記大ディスプレイによって表示されるのと、同時的
に表示されることとなる。
【請求項３３】
　患者モニタシステムにおいて使用される充電クラドルであって、該充電クラドルは以下
のものよりなる：
　患者モニタデバイスを受け入れるよう適合されたレセプタクル；
　受け入れた患者モニタデバイスのバッテリを充電する、および前記デバイスの電力供給
を前記バッテリの代わりに行う手段；及び、
　受け入れた患者モニタデバイスと、周辺装置との間の双方向通信を許すよう、適合的に
構成されたデータポート。
【請求項３４】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　患者モニタデバイスと機械的に契合するように適合された少なくとも一つのロック機構
を含む。
【請求項３５】
　請求項３４に記載の充電クラドルにおいて、
　患者モニタデバイスを、前記ロック機構から開放するためのリリースボタンを含む。
【請求項３６】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記患者モニタデバイスのバッテリが充電されていることを示す少なくとも一つの表示
器を含む。
【請求項３７】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記クラドルが電源供給されているかを示す少なくとも一つの表示器を含む。
【請求項３８】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられている時、前記患者モニタデバ
イスは、すべての保存されたデータを、前記周辺装置へ送信することが可能である。
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【請求項３９】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記周辺機器は、計算デバイスであり、該計算デバイスは、前記モニタデバイスが前記
充電クラドルに取り付けられているとき、構成ファイルを前記患者モニタデバイスに送信
するようプログラムされている。
【請求項４０】
　請求項３９に記載の充電クラドルにおいて、
　前記計算デバイスは、プリンタに接続されており、前記患者モニタデバイスおよび前記
計算デバイスは、前記患者モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられているとき
、前記患者モニタデバイスによりストアされているデータを、自動的に印刷するよう構成
されている。
【請求項４１】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記周辺機器は、大ディスプレイであり、
　前記充電クラドルは、データを前記患者モニタデバイスから前記ディスプレイへ、前記
データポートを介して送信されることを可能とする。
【請求項４２】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記データポートは、ＵＳＢデータポートである。
【請求項４３】
　請求項３９に記載の充電クラドルにおいて、
　前記構成ファイルは、前記患者モニタデバイスのアラーム限界を、アラーム条件が起き
たときに、前記デバイスのユーザインタフェースが、単一のモニタされたパラメータのア
ラーム限界を、所定のパーセントだけ、増大させることができるよう、設定する指令を含
む。
【請求項４４】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記充電クラドルは、ベッドレールに取り付け可能である。
【請求項４５】
　請求項３３に記載の充電クラドルにおいて、
　前記充電クラドルは、ＩＶポールに取り付け可能である。
【請求項４６】
　請求項４１に記載の充電クラドルにおいて、
　前記充電クラドルは、ブラケットを用いて、前記大ディスプレイに直接取り付けられる
ことができる。
【請求項４７】
　患者モニタデバイスを構成するための方法であって、該方法は以下のステップを含む：
　前記モニタデバイスを、充電クラドル内に配置する；
　前記充電クラドルを、携帯型コンピュータに取り付ける；
　前記携帯型コンピュータにおいて構成ファイルを作る；
　前記構成ファイルを、前記患者モニタデバイスへアップロードする、ここで、該構成フ
ァイルは、前記モニタデバイス内でインストールされた工場設定を置き換えるための新し
いデフォルト設定を含む。
【請求項４８】
　請求項４７に記載の方法であって、
　前記患者モニタデバイスは、前記デバイスにより選択的に表示された１セットのコント
ロールメニューをイネーブルするためのユーザインタフェースを含み、該方法は、以下の
付加的なステップを含む；
　前記患者モニタデバイスをパワーアップする；
　前記モニタデバイスの少なくとも一つの動作設定をカスタム構成するよう、少なくとも
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一つのコントロールメニューをアクセスする。
【請求項４９】
　請求項４７に記載の方法において、
　前記構成ファイルを作るステップは、ＰＣ上にリストされた設定を持つワークシートを
準備するステップを含み、ここで、準備されたワークシートに対する応答は、前記構成フ
ァイルのための指令に変換される。
【請求項５０】
　請求項４９に記載の方法において、
　前記構成ワークシートは、前記モニタデバイスによって測定された個々の生理学的パラ
メータのためのアラーム限界を設定するための設定を含み、該アラーム限界の設定は、ア
ラーム条件が該デバイスによって保証された時、単位置のアラーム限界に、所定のパーセ
ント量だけ、影響を与えるよう、ユーザにオプションを与える。
【請求項５１】
　請求項５０に記載の方法において、
　前記患者モニタデバイスは、該デバイスによって選択的に表示される１セットのコント
ロールメニューをイネーブルするためのユーザインタフェースを含み、該方法は、前記患
者モニタデバイスをパワーアップする以下の付加的なステップを含む：
　前記患者モニタデバイスをパワーアップする；
　前記デバイスの少なくとも一つの動作設定をカスタム構成するよう、少なくとも一つの
コントロールメニューをアクセスする、ここで、前記デバイスによるアラーム条件のトリ
ガーリングは、ユーザをして、前記構成ファイルを用いて入力した所定のパーセント量に
基づき、前記ユーザインタフェースを用いて前記アラーム限界を変更することを許す。
【請求項５２】
　患者モニタデバイスであって、以下のものよりなる：
　患者の生理学的パラメータを連続して測定することができる、少なくとも一つの生理学
的パラメータセンサアセンブリ；および、
　第１の連続的な測定モード、および第２の非連続的な測定モードにおいて構成可能なパ
ルス酸素濃度センサアセンブリであって、前記第２のモードは、前記少なくとも一つの生
理学的パラメータセンサアセンブリの連続的な動作を維持しつつ、パルス酸素濃度値のラ
ンダムなチェックを行うことを可能とする。
【請求項５３】
　請求項５２に記載のデバイスにおいて、
　前記パルス酸素濃度センサアセンブリの前記第１および第２のモードの選択的動作を許
すユーザインタフェースを含む。
【請求項５４】
　請求項５３に記載のデバイスにおいて、
　前記少なくとも１つの生理的パラメータアセンブリ、及び前記パルス酸素濃度センサア
センブリからの処理されたデータを表示することができるディスプレイを含む。
【請求項５５】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイは、ダイナミックパルス振幅表示器を含む。
【請求項５６】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記連続的モニタを行うことのできる前記少なくとも一つの生理学的センサアセンブリ
は、ＥＣＧセンサアセンブリである。
【請求項５７】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記デバイスは、患者が装着可能である。
【請求項５８】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
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　前記デバイスは、約２ポンドの重さである。
【請求項５９】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記センサアセンブリからの生理学的データは、前記ユーザインタフェースを用いて前
記ディスプレイ上で種々のフォーマットで選択的に見ることが可能である。
【請求項６０】
　請求項５９に記載のデバイスにおいて、
　該デバイスをして、複数のディスプレイモード間で選択的に切り替わることを可能とさ
せる前記ユーザインタフェース上に設けられたディスプレイボタンを含む。
【請求項６１】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　該デバイスを、ワイヤレスネットワークモードと、ワイヤレス非接続モードのうちの一
つに選択的に置くことのできるワイヤレストランシーバを含む。
【請求項６２】
　請求項５６に記載のデバイスにおいて、
　非侵襲血圧測定センサアセンブリを含む。
【請求項６３】
　患者モニタデバイスであって、以下のものよりなる：
　筐体；
　上記筐体上に配置されたディスプレイ；及び
　パルス酸素濃度センサアセンブリであって、該センサアセンブリは、該パルス酸素濃度
計をして連続的に動作可能とする第１のモードと、該センサアセンブリをして非連続的な
モードで動作可能とする第２のモードに、選択的に契合可能であり、前記ディスプレイは
、前記第１、及び第２のモードのおのおのにおけるパルス酸素濃度データの表示を可能と
するよう前記センサアセンブリに相互接続されている。
【請求項６４】
　請求項６３に記載のデバイスにおいて、
　患者の生理学的パラメータを測定することのできる少なくとも一つの生理学的パラメー
タセンサアセンブリを含み、該少なくとも一つの生理学的センサアセンブリは、前記パル
ス酸素濃度センサアセンブリから分離されている。
【請求項６５】
　請求項６４に記載のデバイスにおいて、
　前記少なくとも一つの生理学的センサアセンブリは、患者の生理学的パラメータを連続
的に測定するものであり、前記デバイスは、前記少なくとも一つの生理学的センサアセン
ブリ、および前記パルス酸素濃度アセンブリの、前記連続及び前記非連続モードのおのお
のにおける動作を許すよう構成されている。
【請求項６６】
　請求項６５に記載のデバイスにおいて、
　前記パルス酸素濃度計アセンブリは、患者の周辺測定サイトに取り付けられたセンサを
ふくみ、前記連続モードは、前記センサが前記患者に取り付けられたときに行われ、前記
非連続モードは、前記センサを、選択的に取外し、及び取付けることによって行われ、こ
こで、前記パルス酸素濃度計センサの取付け、および取外しは、前記デバイスの少なくと
も一つの他の生理学的センサアセンブリの動作に影響を及ぼさない。
【請求項６７】
　請求項６６に記載のデバイスにおいて、
　前記少なくとも一つの生理学的センサアセンブリは、ＥＣＧモニタアセンブリである。
【請求項６８】
　請求項６４に記載のデバイスは、
　前記少なくとも一つの生理学的センサアセンブリは、血圧測定アセンブリである。
【請求項６９】
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　患者モニタデバイスであって、は以下のものよりなる：
　筐体；
　前記筐体内に配置されたディスプレイ；および、
　非侵襲性の血圧測定センサアセンブリであって、該センサアセンブリは、前記ディスプ
レイに接続されており、血圧測定が行われるとき、ダイナミックマノメータ読み取りを表
示するディスプレイオプションを含み、かつ、特定の圧力同定マーカーの表示を含む。
【請求項７０】
　請求項６９に記載のデバイスにおいて、
　前記デバイスの操作を制御するための、前記筐体上に配置されたユーザインタフェース
を含む。
【請求項７１】
　請求項７０に記載のデバイスにおいて、
　前記血圧センサアセンブリは、自動モード、及びマニュアルモードを含み、該両モード
は、前記ユーザインタフェースによってイネーブルされる。
【請求項７２】
　請求項７０に記載のデバイスにおいて、
　前記血圧センサアセンブリは、連続的な自動化モードを含み、これにおいては、連続的
な血圧の読み取りが、所定の時間間隔内において自動的になされる。
【請求項７３】
　請求項７０に記載のデバイスにおいて、
　ＥＣＧモニタアセンブリを含む。
【請求項７４】
　請求項７３に記載のデバイスにおいて、
　前記血圧センサアセンブリは、該血圧センサアセンブリとともに、前記ＥＣＧモニタア
センブリを用いて使用される加工物フィルタを含む。
【請求項７５】
　患者モニタデバイスであって、以下のものよりなる：
　該モニタデバイスをして、第１のスタンドアローンモードで動作することを許す、携帯
可能な電源及びディスプレイを含む筐体；
　ワイヤレストランシーバであって、前記モニタデバイスをして、患者関連データが遠隔
ステーションに送信される第２モードで動作することを可能とするものであり、かつ、該
無線トランシーバにおいて、前記モニタデバイスは、該デバイスが、前記第３のモードに
ある間、前記第２のネットワークモードにおいてまだ同時に動作することのできる第３の
モードで、別に電源供給されるよう、構成されている。
【請求項７６】
　請求項７５に記載のデバイスにおいて、
　前記モニタデバイスは、前記第３モードにおいて、充電クラドル内に配置されるよう適
合されており、該充電クラドルは、前記患者モニタデバイスと、少なくとも一つの周辺デ
バイスとの間の通信を許すデータポートを含む。
【請求項７７】
　請求項７５に記載のデバイスにおいて、
　前記モニタデバイスは、前記第１、及び第２モードにおいて、患者が装着可能である。
【請求項７８】
　請求項７６に記載のデバイスにおいて、
　前記周辺デバイスは、大ディスプレイであり、
　患者関連データが、前記データポートを用いて、前記第３のモードにおいて、リアルタ
イムに、前記ディスプレイに送信されることができる。
【請求項７９】
　請求項７６に記載のデバイスにおいて、
　前記周辺機器は、計算デバイスである。
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【請求項８０】
　請求項７９に記載のデバイスにおいて、
　前記計算デバイスは、前記患者モニタデバイスに、前記モニタデバイスのためのデフォ
ルト設定を与える構成ファイルを送るように構成されている。
【請求項８１】
　請求項７９に記載のデバイスにおいて、
　前記計算デバイスは、前記モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられていると
き、前記モニタデバイスからのストアされたデータを自動的に受けるように構成されてい
る。
【請求項８２】
　請求項７６に記載のデバイスにおいて、
　患者関連データをストアし、トレンドするためのメモリをもつプロセッサを含み、前記
デバイスはさらに、スナップショットデータが選択的に取られることを許すユーザインタ
フェースを含み、そこでは、すべてのトレンドされたデータおよびスナップショットデー
タは、前記患者モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられたとき、自動的に送信
される。
【請求項８３】
　請求項７５に記載のデバイスにおいて、
　前記デバイスを動作させるための複数のユーザ作動可能なボタンをもつ前記筐体上で定
義されたユーザインタフェースを含み、かつ、ここにおいては、前記ボタンは、選択的に
ロックアウトされることができる。
【請求項８４】
　請求項７５に記載のデバイスにおいて、
　バックライトを持つディスプレイを含み、かつ、
　前記ディスプレイ及びバックライトは、権限のないアクセスを防ぐために、選択的に電
源オフされることができる。
【請求項８５】
　請求項８４に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイ及びバックライトの少なくとも１つが、前記デバイスの不活性に基づ
き、パワーダウンされることができる。
【請求項８６】
　請求項７５に記載のデバイスにおいて、
　ＥＣＧアセンブリを含み、該ＥＣＧアセンブリは、ペーサースパイクを検出するための
ペーサー検出回路を含む。
【請求項８７】
　請求項８６に記載のデバイスにおいて、
　前記ＥＣＧアセンブリは、前記ペーサー検出回路からのペーサースパイクを用いて電気
的ノイズ検出のための適切なＥＣＧベクトルを決定するよう構成されている。
【請求項８８】
　請求項７５に記載のデバイスにおいて、
　前記無線トランシーバは、該トランシーバが、アクセスポイントの範囲外にあれば、選
択的にパワーダウンされることができる。
【請求項８９】
　請求項８３に記載のデバイスにおいて、
　前記ユーザインタフェースは、該ユーザインタフェースを通してアクセスされるドロッ
プダウンメニューを用いてナビゲ－トをするよう、ディスプレイスクリーンとともに使用
される複数のボタンを含む。
【請求項９０】
　請求項８９に記載のデバイスにおいて、
　前記ユーザインタフェースは、非接続のワイヤレスモードをアクセスすることができ、
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該デバイスは、前記非接続のワイヤレスモードと、前記ワイヤレスモードとの間で、選択
的にスイッチされることができる。
【請求項９１】
　患者モニタデバイスであって、以下のものよりなる；
　筐体：
　前記デバイスへ電力を与えるための、前記筐体内に配置された少なくとも一つのバッテ
リ；
　患者に接触可能なセンサ、及び処理回路網を含む少なくとも一つの生理学的アセンブリ
であって、該少なくとも一つの生理学的アセンブリの一部は、前記筐体内に配置されてい
る；
　前記デバイスと遠隔リモートステーションとの間の無線通信を可能にするワイヤレスラ
ジオカードであって、これにおいて、患者のモニタされたデータは、前記ステーションに
リアルタイムで送信され、前記デバイスは、前記ワイヤレス通信の状態を検出するため、
及びラジオカードをパワーダウンするための通信状態検出器を含む。
【請求項９２】
　請求項９１に記載のデバイスにおいて、
　前記デバイスは、ワイヤレスネットワークモードである第１のモード、及び、ワイヤレ
ス非接続モードである第２のモードで動作可能である。
【請求項９３】
　請求項９２に記載のデバイスにおいて、
　ディスプレイ、及びユーザインタフェースを含み、
　前記ユーザインタフェースは、複数のコントロールメニューにアクセスするための、複
数のユーザ作動可能なコントロールボタンを含み、ここにおいて、前記メニューのうちの
ひとつは、ユーザをして、前記ワイヤレス非接続モードと、前記ワイヤレスネットワーク
モードとの間での選択を許す。
【請求項９４】
　請求項９３に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイは、ブラックライトを含み、かつ、
　ここにおいて、前記デバイスは、所定量の不活性ののちに、前記ディスプレイおよび前
記バックライトのうちの少なくとも一つ電源をオフするよう、構成されている。
【請求項９５】
　請求項９４に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイおよび前記バックライトは、もしアラームもしくはアラート条件が、
前記モニタデバイスによりセンスされれば、自動的にイネーブルされる。
【請求項９６】
　請求項９４に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイおよび前記バックライトのうちの少なくとも一つは、前記モニタデバ
イスの権限のない使用を妨げるために、選択的にロックアウトされることができる。
【請求項９７】
　請求項９３に記載のデバイスにおいて、
　前記ユーザインタフェースのユーザ作動可能なコントロールボタンは、前記モニタデバ
イスの動作を妨げるために、および権限のない使用を妨げるために、選択的にロックアウ
トされることができる。
【請求項９８】
　請求項９６に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイ及び前記バックライトのロックアウト特徴は、もしアラームまたはア
ラート条件が前記モニタデバイスで検出されれば、自動的にディスエーブルされる。
【請求項９９】
　請求項９７に記載のデバイスにおいて、
　前記ユーザ作動可能なボタンのロックアウト特徴は、もしアラームまたはアラート条件
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が前記モニタデバイスで検出されれば、自動的にディスエーブルされる。
【請求項１００】
　請求項９７に記載のデバイスにおいて、
　前記ロックアウト特徴は、多数のユーザ作動可能なコントロールボタンの所定の同時の
活性化を通してイネーブルされる。
【請求項１０１】
　請求項９６に記載の装置において、
　前記ロックアウト特徴は、多数のユーザ作動可能なコントロールボタンの所定の同時の
活性化を通してイネーブルされる。
【請求項１０２】
　患者モニタデバイスであって、以下のものよりなる：
　一体化されたディスプレイ、及びユーザインタフェースを持つ筐体；
　モニタされる患者の生理学的パラメータを測定するための複数のセンサアセンブリ；
　メモリを持つプロセッサであって、該プロセッサは、前記筐体内に配置され、かつ、前
記センサアセンブリ、前記ディスプレイおよびユーザインタフェースに動作可能に接続さ
れ、ここで、前記センサアセンブリからのデータは、前記ディスプレイにより、処理され
、かつ、種々のディスプレイ形式で表示される；
　ここで、前記ユーザインタフェースは、ユーザをして、種々のディスプレイ形式の間で
切り替わることを可能とせしめるディスプレイボタンを含む複数のコントロールボタンを
含む。
【請求項１０３】
　請求項１０２に記載のデバイスにおいて、
　前記ディスプレイは、バックライトを含み、
　前記ディスプレイ、前記バックライト、及び前記コントロールボタンの少なくとも１つ
は、前記モニタデバイスの権限のない使用を妨げるために、選択的にその動作をロックア
ウトされることができる。
【請求項１０４】
　請求項１０３に記載のデバイスにおいて、
　前記ロックアウト特徴は、もしアラームまたはアラート条件が前記モニタデバイスで検
出されれば、自動的にディスエーブルされる。
【請求項１０５】
　請求項１０４に記載のデバイスにおいて、
　前記ロックアウト特徴は、前記コントロールボタンの所定の結合の手段により、イネー
ブル、およびディスエーブルされる。
【請求項１０６】
　請求項１０２に記載のデバイスにおいて、
　前記デバイスの構成設定は、前記ユーザインタフェースを用いて、前記プロセッサによ
りストアされたデフォルト設定から、一時的に調整されることができる。
【請求項１０７】
　請求項１０６に記載のデバイスにおいて、
　ユーザにより、前記コントロールボタンを用いて選択的にアクセスされることのできる
複数のメニューを、ディスプレイスクリーン上のオーバーレイとして含み、前記メニュー
は、前記モニタデバイスのある特徴を設定するための複数のオプションをもつ。
【請求項１０８】
　請求項１０２に記載の装置において、
　前記コントロールボタンのうちの１つは、ユーザをして、少なくとも１つのスナップシ
ョットの数値および波形データを選択的に獲得することを可能とし、前記少なくとも１つ
のスナップショットのおのおのは、所定の時間期間をカバーしている。
【請求項１０９】
　請求項１０２に記載のデバイスにおいて、
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　トレンドされたデータは、表形式および図形式のうちに少なくとも１つで選択的に表示
されることができ、かつ、トレンドされたデータは、前記ディスプレイボタンを使用して
表示されることができる。
【請求項１１０】
　請求項１０８に記載のデバイスにおいて、
　前記モニタデバイスは、バッテリ電源供給されるものであり、前記デバイスは、充電ク
ラドル内にフィットするように適合されている。
【請求項１１１】
　請求項１１０に記載のデバイスにおいて、
　前記モニタデバイスは、該モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられていると
き、プリンタに接続された周辺装置に、印刷のためのすべてのデータを、自動的に送るよ
うに構成されている。
【請求項１１２】
　請求項１１１に記載のデバイスにおいて、
　前記モニタデバイスが前記充電クラドルに取り付けられているとき、すべてのストアさ
れたスナップショットデータが、自動的に印刷される。
【請求項１１３】
　請求項１０２に記載のデバイスにおいて、
　前記モニタデバイスは、患者が装着可能である。
【請求項１１４】
　患者モニタシステムであって、以下のものよりなる：
　生命兆候データを受信するための複数のセンサアセンブリを含む患者モニタデバイスで
あって、該デバイスはさらに、処理し、蓄積し、処理されたデータを表示するためのプロ
セッサを持つ筐体を含み、前記モニタデバイスは、バッテリ電源供給されるものである；
　前記モニタデバイスを受け入れ、前記モニタデバイスのバッテリを充電し、前記充電器
の代わりに前記デバイスのための電源を与える充電器を含み、前記充電クラドルはさらに
、データポットを含み；および、
　前記クラドルに接続された少なくとも１つの周辺装置であって、そこでは、前記モニタ
デバイスが前記充電クラドルに接続されているとき、ストアされた患者データは、前記デ
ータポート上を前記周辺装置に自動的に送信される、もの。
【請求項１１５】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記周辺デバイスは、プリンタに接続された計算デバイスであり、そこでは、前記患者
モニタデバイスは、所定の時間間隔をカバーして、患者データのスナップショットを選択
的に獲得するためのコントロールボタンを含み、ここでは、前記モニタデバイスを前記充
電クラドル内に置くと、すべてのスナップショットが自動的に印刷されることとなる。
【請求項１１６】
　請求項１１５に記載のシステムにおいて、
　前記患者モニタデバイスは、データをトレンドされたデータとして保存する。
【請求項１１７】
　請求項１１５に記載のシステムにおいて、
　前記計算デバイスは、構成ファイルを送るように構成されており、かつ、前記患者モニ
タデバイスは、前記構成ファイルを前記クラドルのデータポートを介して受信するように
構成されており、前記構成ファイルは、前記モニタデバイスを構成するために工場設定を
上書きするように使用される。
【請求項１１８】
　請求項１１７に記載のシステムにおいて
　前記構成ファイルは、デフォルト設定がそれから作られた設定のリストをもつ、構成ワ
ークシートから変換される。
【請求項１１９】



(14) JP 2008-526443 A 2008.7.24

10

20

30

40

50

　請求項１１７に記載のシステムにおいて、
　前記患者モニタデバイスは、ユーザが開始した構成設定がなされることを可能とするユ
ーザインタフェースを含む。
【請求項１２０】
　請求項１１９に記載のシステムにおいて、
　ユーザが開始した構成設定は、一時的なものであり、モニタデバイスがパワーダウンさ
れたときは、デフォルト設定のために選択的に削除することができる。
【請求項１２１】
　請求項１２０に記載のシステムにおいて、
　ユーザが開始した設定は、前記モニタデバイスの電源が落とされた後に、使用のために
選択的に保存されることができる。
【請求項１２２】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記周辺装置は、大ディスプレイを含み、
　前記モニタデバイスが前記充電クラドル内に配置されているとき、前記モニタデバイス
により表示されたデータが、前記大ディスプレイに、前記データポートを用いて送信され
ることを可能とする。
【請求項１２３】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記患者モニタデバイスは、遠隔ステーションと通信するためのワイヤレストランシー
バを含む。
【請求項１２４】
　請求項１２０に記載のシステムにおいて、
　前記患者モニタデバイスは、遠隔ステーションと通信するためのワイヤレストランシー
バを含み、かつそこにおいて、前記一時的な構成設定は、遠隔ステーションからなされる
ことができる。
【請求項１２５】
　請求項１２４に記載のシステムにおいて、
　前記遠隔ステーションを用いて付加された一時的な構成設定は、もし前記遠隔ステーシ
ョンと前記モニタデバイス間の通信が失われれば、デフォルト設定のために自動的に削除
されることができる。
【請求項１２６】
　請求項１２３に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスは、ワイヤレスモードと、スタンドアローンモードで選択的に動作
することができる。
【請求項１２７】
　請求項１２６に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスは、遠隔ステーションと、モニタデバイス間の接続の状態を示すた
めに表示された通信ステータスインディケータを含む。
【請求項１２８】
　請求項１２６に記載のシステムにおいて、
　前記デバイスが、遠隔ステーションの範囲外にあれば、前記遠隔ステーションとの通信
は、前記ユーザによって選択的にディスエーブルされることができる。
【請求項１２９】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記少なくとも１つのセンサアセンブリは、もし電源パワーが所定のレベルに落ちたと
きは、前記モニタデバイス上で、ディスエーブルされることができる。
【請求項１３０】
　請求項１２９に記載のシステムにおいて、
　前記センサアセンブリは、非侵襲血圧センサアセンブリである。
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【請求項１３１】
　請求項１２９に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスは、該デバイスによって表示されるバッテリステータスインディケ
ータを含む。
【請求項１３２】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記患者モニタデバイスは、患者が装着可能である。
【請求項１３３】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記患者モニタデバイスは、その把持動作のためのストラップを含む。
【請求項１３４】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記クラドルは、ベッドレールにぶら下げるためのブラケットを含む。
【請求項１３５】
　請求項１２２に記載のシステムにおいて、
　前記大ディスプレイは、該大ディスプレイが前記充電クラドルに接続されることを可能
とするインタフェースを含む。
【請求項１３６】
　請求項１３５に記載のシステムにおいて、
　前記インタフェースは、ＶＧＡカード、及び前記データポットからのケーブルを受け入
れるコネクタを含む筐体である。
【請求項１３７】
　請求項１３６に記載のシステムにおいて、
　前記クラドルは、前記大ディスプレイインターフェイスに直接、接続するためのブラケ
ット類を含む。
【請求項１３８】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記クラドルは、前記モニタデバイス内のバッテリが、充電されていることを示す少な
くとも１つの表示器を含む。
【請求項１３９】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記クラドルは、電力が印加されていることを示す少なくとも一つの表示器を含む。
【請求項１４０】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスは、該デバイスの動作状態をユーザに通告するための少なくとも一
つのステータス表示器を含む。
【請求項１４１】
　請求項１１４に記載のシステムにおいて、
　前記モニタデバイスは、少なくとも一つの連続的に動作するセンサアセンブリ、及び連
続モード、及び非連続モードで選択的に動作することのできるパルス酸素濃度アセンブリ
を含む。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の特許出願は、２００５年１月１３日に提出された米国特許出願６０/６４３，６
３６の仮出願に基づいており、その全体の内容は、ここに参照により組み入れられる。
【０００２】
　本発明は、医療用診断分野に関連し、特に、携帯可能な蓄電地駆動の、マルチパラメト
リックな、生命兆候モニタデバイスであって、遊歩的な応用、及び輸送応用の両方ばかり
でなく、ベッドサイドモニタリングに使用することの出来るものに関するものである。該
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デバイスは、電力を供給し、含まれるバッテリを充電する任意の充電クラドルを備えて使
用されることができる。該充電クラドルは、また、スナップショットを許し、モニタデバ
イスからの現今のデータが、自動的にプリントアウトされ、また、デフォルトの構成設定
がモニタ装置にダウンロードされるのを許す相互接続された携帯コンピュータへの孤立し
たデータリンクを与えるように、さらに機能するものであってもよい。該モニタデバイス
は、スタンドアローンユニットとしてばかりでなく、少なくとも１つの遠隔モニタステー
ションを含む双方向無線通信ネットワークの一部として使用することができる。
【背景技術】
【０００３】
　多くの生命兆候モニタデバイスは、患者の複数の生理学的パラメータを測定することが
でき、そこでは、種々のセンサ出力信号を無線により、又は有線接続の手段により、少な
くとも１つの遠隔サイトに送信することができるものとして知られている。米国特許番号
5,319,363は、このようなデバイス及びネットワークの有線のバージョンを記載しており
、一方、米国特許番号6,544,173号及び6,544,174は、おのおの、双方向無線通信ネットワ
ークの手段により、少なくとも1つの中央モニタステーションと接続された、通常、病院
フロアのナースステーション又はインテンシブケアユニット（ＩＣＵ）に配置された、多
パラメータ生命兆候モニタデバイスを記述している。このようなモニタシステムは、患者
を病院の入院の間にモニタをすることのできる態様を飛躍的に改善してきた。しかしなが
ら、該分野には、真に多目的である患者モニタデバイスであって、該デバイスをベッドサ
イド用にばかりでなく、モニタされる患者が遭遇する種々の多くの状況をより有効にカバ
ーするために、しかし、その患者とのデバイス（すなわち、モニタ）接続におけるロス、
あるいは、必要とされる生理学的データを得ることにおけるロスなしに、病的徘徊への応
用に、選択的に使用することが出来るような、患者モニタデバイスを提供する、認められ
た必要がある。
【０００４】
　患者の生命兆候モニタリングの分野において存在する更なる関心がある。例えば、患者
の、特に、鋭敏さの低い、あるいは病気徘徊の患者の、ＳｐＯ2（血酸素飽和）レベルを
、連続的にモニタすることのできるモニタ装置の性質は、誤った、あるいは不愉快なアラ
ームの原因となりえる。このタイプの慣習的な連続的なモニタは、ほとんどは、ＩＣＵ、
ＯＲ、ＥＤ、ＰＡＵＣ、及び他の特殊ベッドにおいて見られる。他方、病院のベッドの多
くは、非連続的な、スポットチェックモニタ装置が主に用いられる。医療用外科、及び／
または、一般ケア領域において見つけられる。看護師の一般的不足のような、現在の病院
ヘルスケアダイナミクスにおいては、患者感覚における法令順守、コスト上昇、及びより
高い鋭敏性に対する圧力を増大してきた。後者は、病院のモニタされないベッドに対する
連続的なモニタ、及びスポットチェックの一点集中となりえるであろう。この傾向に対す
る大変大きな挑戦、または障壁は、医療用外科症状の医科のスタッフメンバーが、一般に
、連続的な医用モニタデバイスの使用において、間違って訓練されているか、十分に技術
を持っていることである。
【０００５】
　患者の生命兆候モニタリングの分野においては、現存する生理学的なモニタデバイスに
関するアラーム管理のレベルを改善する、さらなるもう１つの一般的必要がある。このタ
イプのもっともよく知られたデバイスは、少なくとも１つの視覚可能な、および／または
視聴可能なアラームであって、代表的に、モニタ装置（たとえば、ベッドサイドにて）で
、ばかりでなく、中央モニタステーションで、生成されるものを、含む。現在公知のモニ
タシステムによれば、すべての生理学的パラメータについてのプリセット上限および下限
リミットは、ユーザにより同時に、特定のパーセンテージ（たとえば、２０パーセント）
だけ、同時に自動的に変更することができる。この形式の管理／更新は、ハートレート等
の、あるパラメータについては、しばしば適切であるが、他のパラメータ（たとえば、Ｓ
ｐＯ2） については、実際的ではない。いくつかのモニタデバイスはさらに、アラーム限
界のマニュアル調整を許容しているが、この調整は、いくぶん時間を浪費する、飽き飽き
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するプロセスとなり得る。その結果、現在知られている患者モニタデバイスに対するアラ
ーム管理を改善することが、一般的な要望である。
【０００６】
　さらに、また、ＥＣＧ電極アセンブリに使用されるもののような電極アセンブリが、多
くの患者モニタデバイスが、すでに欠陥に到達したとき、または患者から取り外されたと
きを示す、Karlsson et al. 米国特許No.5,819,741 等、により記述されるものがある。
しかしながら、上記特徴に加えて、少なくとも１つのリードワイヤ／または電極における
欠陥のオンセットを、該少なくとも１つの電極またはリードワイヤが、前記ＥＣＧ電極が
欠陥となる前に、検査の間に、あるいは巡視の間に、改造することができるよう、積極的
に検出することのできる患者モニタデバイスを、与えることは、さらにより望ましいであ
ろう。
【０００７】
　医療者が、インプラントされた心電図ペースメーカーが適切に動作しているかを確認す
ることができるよう、十分な情報を与えることは、任意の心電モニタデバイスの望ましい
機能である。基本的に、ペースメーカーが点火するたびに、高度に視覚可能な指示を、Ｅ
ＣＧ波形の中に含むことは望ましいことである。インプラントされたペースメーカー、お
よびインプラントされたペース電極の技術が革新するにつれ、身体表面にて生ずるパルス
の振幅、および期間は、減少し、これらのパルスを、より検出しにくくしている。さらに
、観察されたペーサパルス振幅は、いくつかのＥＣＧベクトルにおいて、他におけるより
も、より小さい。どのＥＣＧベクトルが、もっとも強いペーサパルス信号を持つかは、身
体表面上ＥＣＧ電極配置、およびインプラントされたペースメーカー電極の位置に依存し
、かつそれゆえ、該検出問題は、患者から患者へと変化する。ＥＣＧモニタデバイスにお
けるペーサパルス検出器を、より小さい振幅、より小さい期間スパイクを、検出可能であ
るようにすることは、不運にも、該検出器をして、患者の近傍においてしばしば起こる、
電気ノイズスパイクでもって、よりしばしばトリガーされる結果となる。欠陥蛍光調光器
、フリオロ光、電子的電力源、および他のアセンブリは、電磁気的干渉（ＥＭＩ）を生じ
、かつ、他の電子的雑音源は、このようなノイズスパイクを生成し、これらのスパイクは
、電源線の２倍の周波数のレートで起こる。もし、ペーサパルス検出器が、このように急
速にトリガーされれば、モニタ装置が、正確なハートレートを計算することは、きわめて
困難である。これらのノイズスパイクが、ペーサパルス検出器に影響を及ぼす程度は、さ
らに、身体表面ＥＣＧ電極の接触インピーダンスによって影響され、そのより高インピー
ダンス接続は、これらのスパイクノイズをして、ペーサパルス検出器をよりトリガーしや
すくする。上記の理由の各々のために、モニタのスペーサ検出器への入力として、その振
幅が、充分に前記検出閾値より以上である実ペーサパルスを含み、かつ、その振幅が、充
分に前記検出閾値より低い環境ノイズスパイクをも含むＥＣＧベクターを、選択すること
ができることが望ましい。この目的のために、電気的ノイズの局所化された領域、または
源を、医療人が患者、および／またはノイズ源を、移動させることを許し、これにより、
未熟のアラート、または他の同様の状況の発生を避けるために、特定することが可能であ
ることが望ましい。
【０００８】
　さらに、以前のタイプのデバイスよりよりユーザフレンドリーである、複数の生理学的
パラメータをモニタするデバイス；すなわち、種々の熟練レベルのスタッフにより、より
容易に、かつ有効に、使用されることのできるデバイスを与えることは、遠隔モニタリン
グの分野において、さらにもう１つの一般的要望である。
【０００９】
　またさらに、よりごつごつしており、かつ、忍耐強い患者モニタデバイスを与えること
は、このようなデバイスは、たとえば、軍事分野応用における、増大した使用をみつける
ものであるとして、かつ、このタイプのデバイスは、旧来の病院環境において見つけられ
るものより、ショックおよび環境負荷に対して、より大きい耐性があることを要求するが
、一般的な要求である。
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【発明の開示】
【００１０】
　本発明の１つの側面によれば、ここに、携帯可能な、軽量かつ充電池動力の生命兆候モ
ニタリングデバイスであって、遊歩できる、または転送モニタとして使用することのでき
る、かつ任意に患者が被着可能であるものが、記述される。輸送、および把持の使用の容
易化のためのコンパクトプロファイルによって定義されるその軽量デザインにかかわらず
、該デバイスは、文字通り、任意の患者に関連する設定または応用において存在すること
のできるショック、衝撃、および／または、他の負荷に耐えることを意図されている、ご
つごつしたデザインにより定義される。
【００１１】
　ここで記述されたモニタ装置は、また、充電クラドルと結合しても使用することができ
、これをベッドサイドモニタとして使用することを許し、ここで、該充電クラドルは、含
まれたバッテリの手段により該モニタデバイスのための電力を供給し、かつ、それのため
の充電を与えるものである。さらに、該モニタデバイス、およびクラドルは、さらに、た
とえば、必要に応じて、ベッドレール、及び／または、流体（ＩＶ）ポールへ、これをマ
ウントすることを許し、あるいは、該クラドル内にマウントされたデバイスに対し周辺機
器として接続された大きなディスプレイに、前記クラドルがデータのパススルーを許すデ
ータポートを持っていてこれをマウントすることをさらに許す。
【００１２】
　該モニタデバイスは、さらに任意に、集積化されたワイヤレスのトランシーバ、および
アンテナを含み、中央モニタステーション等の少なくとも１つの遠隔ステーションとのワ
イヤレスネットワークを介しての双方向性の通信を許す。該モニタデバイスは、該デバイ
スが、充電クラドルに接続されているか、あるいはスタンドアローンデバイスユニットと
して使用されているかの患者データを、送信するよう動作することができる。
【００１３】
　本発明の１つの側面による充電クラドルは、さらに、モニタデバイスと、携帯コンピュ
ータ（ＰＣ）との間のデータリンク接続を許すことができる。本発明の１つのバージョン
によれば、該ＰＣは、形状ユーティリティソフトウェアを備えることができ、かつ、該モ
ニタ装置を、病院、または施設；たとえば、新生児病棟における特定の用途にカスタム構
成するために、使用することができる。もう１つのバージョンによれば、該モニタ装置は
、“スナップショット”データ、およびトレンド化されたデータを蓄積しており、これが
、ＰＣを、接続された充電クラドルが、中間的なあるいはパススルーデバイスとして働く
ように用いて、マニュアルによりまたは自動的に送信されて印刷されるようにしている。
あるいは、該充電クラドルは、該モニタデバイスをして、患者データを実時間態様で、大
ディスプレイに直列接続を介して送信することを許す。
【００１４】
　本発明の他の側面によるモニタ装置は、複数の生理学的センサアセンブリに接続可能で
あり、ここでは、複数の患者パラメータを、たとえば、血圧、ＳｐＯ2, ＥＣＧ,パルス／
ハートレートおよび呼吸を含んで、測定することができる。該モニタデバイスは、測定さ
れた生理学的パラメータの状態を示す集積化されたディスプレイを含み、かつ、ユーザを
して、種々の出力または表示モードを、少なくとも１つのモニタされた生理学的パラメー
タの、表にした、および図的な、両方のデータトレンドを含み、選択的に表示することを
許可せしめ、さらに、ワイヤレスネットワーク、該モニタ装置を動作させるための利用可
能なパワー、及び他の特徴との関連を含み、該モニタデバイスの状態を見ることを許す、
キーパッドを含む、ユーザインタフェースを含んでいる。
【００１５】
　本発明のさらに他の側面によれば、モニタデバイスのユーザインタフェースは、キーパ
ッド（ユーザインタフェース）を用いて一連の埋め込まれたメニューを使用するナビゲー
ションを許し、これにより、医療人が関連するデータを得るために必要とされる時間を最
小化し、さらに、高度に熟練した人ばかりでなく、熟練の低い医療スタッフにも、等しく
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、かつ有効に、該モニタデバイスを利用することを許す。該デバイスは、さらに安全性の
特徴を含み、そこでは、ユーザインタフェースおよび／またはディスプレイのボタンは、
任意の権限のない使用を妨げるためにロックアウトされる、あるいはディスエーブルされ
ることができるものであり、かつ、電力節減特徴を含み、そこでは、表示は活動の欠如に
基づき自動的にパワーダウンされ、あるいはあるアセンブリは、低バッテリ条件が存在す
るときは、動作不能（すなわち、ＮＩＢＰ）とされる。さらに、およびここで記述された
モニタデバイスが範囲外にあるワイヤレスバージョンにおいては、該ワイヤレスデータ伝
送特徴は、該デバイスが再びネットワークの範囲内にあるようになるまで、選択的に不活
性化されることができる。
【００１６】
　本発明のさらに他のバージョンによれば、ユーザインタフェースは、さらに、アラーム
管理において、ユーザをアシストするように構成されている。本発明のこのバージョンに
よれば、特定された測定されたパラメータのための上限および／または下限アラーム設定
は、現存するアラームの生起の間に、必要に応じて、プリセットされたパーセンテージの
量だけ、選択的に増大されることができる。さらに、すべてのパラメータは、必要に応じ
て、同様に同時に調整されることができる。
【００１７】
　本発明のさらにもうひとつの側面によれば、該モニタデバイスは、パルス酸素濃度計を
含む、ある生理学的なパラメータの連続的な測定を許す。該デバイスは、しかしながら、
患者のＳｐＯ2 読み取りが、選択的にランダムである、あるいは、該モニタ装置のユーザ
によりスポットチェックされる一方、ＥＣＧ等の残っている生理学的パラメータが、通常
の態様でユーザにより選択的にモニタされ続けることができるように構成されている。
【００１８】
　本発明の１つの特徴は、文字どおり任意の患者設定において使用することのできる多パ
ラメータモニターデバイスが設けられており、該デバイスをして、病院医科外科、遠隔測
定および中間フロア、病院緊急部、輸送、緊急医科サービス、および／または他のヘルス
ケア応用において、患者をモニタするのに用いることができるようにしていることである
。このように、ここで記述されたモニタデバイスは、ベッドサイド、遊歩場、輸送、また
は他の同様の応用のために、および／またはそれらの間で、使用することができる。
【００１９】
　さらに、種々のベッドサイドおよび輸送応用の間の、ごつごつした構成、コンパクトデ
ザイン、および適用可能性は、ここで記述されたモニタ装置を、軍事用、および他の同様
の目的のためにきわめて役に立つものとしている。
【００２０】
　本発明のもう１つの利点は、ここで記述されたモニタ装置が、該デバイスを、特定の施
設で使用されることを可能とするようカスタム構成されることができることである。該デ
バイスは、また、現在の患者のために、一時的に構成することができ、ここで、設定は、
患者のために選択的に保持することができる、または、該デバイスのパワーダウンに際し
ストアされているデータとともに削除することができ、これにより、患者間の使用を、有
効とすることができる。
【００２１】
　これらの、及び他の側面、特徴、利点は、以下の詳細な説明、および添付の図面から容
易に明らかであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下の説明は、多数パラメータの、生命兆候モニタデバイスであって、遊歩場, ベッド
サイド、輸送、手続き、および把持動作を含む、多くの異なる患者関連応用のために、普
遍的に使用することのできるもの、のための特定の実施形態に関係する。しかしながら、
以下の説明から、当業者にとって、数々の変形および修正が、本発明の意図された範囲内
で可能であることは、容易に明らかであろう。さらに、およびテキストを通じて、“トッ
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プ”、“ボトム”、“フロント”、“リアー”、“バック”等の、数多くの用語が、添付
の図面に関連して、参照のフレームを与えるために使用される。これらの用語は、特に示
されるそれらの例を除いて、本発明を限定するもの以上であることが意図されているもの
ではない。
【００２３】
　図１を参照して、以下に記述される患者モニタデバイス２０は、そのおのおのが、生理
学的センサアセンブリ２８、３２、３６、この場合、ＥＣＧ，ＳｐＯ2（パルス酸素濃度
計），および血圧（ＮＩＢＰ）アセンブリの部分を形成する複数のセンサからの入力を受
信するハウジング２４により定義される。該ハウジング２４は、生命兆候数字、波形、お
よび他の患者データのためのディスプレイ８８、ばかりでなく、モニタデバイス２０の動
作を許す、図２のユーザインタフェース９２、をも含む。
【００２４】
　図１－３を参照して、該ディスプレイ８８は、ハウジング２４の正面を向く側に設けら
れており、かつ、複数の隣接する作動ボタンが、ユーザインタフェース９２を定義してい
る。本実施の形態によれば、ディスプレイ８８は、クオータ（ＱＶＧＡ）カラーディスプ
レイであり、本実施の形態によるこのディスプレイは、ほぼ３．５インチ（斜めに測って
）である。より詳細には、かつこの実施の形態によれば、ディスプレイ８８は、２４０×
３２０のピクセルカウントを持つＬＣＤである。ここで定義されたディスプレイ８８は、
好ましくは、低アンビエント光条件でのディスプレイのリーダビリティーを改善するため
に、バックライト（図示せず）を含む。
【００２５】
　ここで記述したデバイス２０のプロファイルに関しては、この特定の実施形態によるハ
ウジング２４は、ほぼ高さ５．３インチ、幅７．５インチ、および、深さ２．０インチで
ある。しかしながら、軽量デザインにかかわらず、ここで記述されたモニタデバイス２０
は、きわめて耐久性があり、かつ、ごつごつしており、これにより、該デバイスは、患者
に関連した設定において遭遇するかも知れない種々の負荷を取り扱うように備えられてい
る。たとえば、該ハウジング２４は、モニタデバイス２０を衝撃、又はショック負荷から
衝撃緩和する助けとなるために、かつ、該デバイスの内部を、ダスト、又は他の汚染から
保持するために、デバイスハウジング２４の回りで、それらの間で周状に配置された、前
ハウジングハーフと、後ハウジングハーフとの間に配置された中央、または中間のゴム引
きの浮嚢２６を含んでいる。該モニタデバイス２０を衝撃緩和するのを、さらに助けるた
めに、ハウジング２４のコーナーの各々は、有効な周囲を与えるために、カーブされてい
る。バッテリコンパートメント（図示せず）はまた、ハウジング２４の中に見られ、該バ
ッテリコンパートメントのカバーは、該コンパートメントがモニタデバイス２０の全体プ
ロファイルから突出しないように該ハウジングの後方対面サイドと本質的にフラッシュに
なっている。ハウジング２４の該後方対面サイド６１は、さらに１セットのゴム引きのパ
ッド又はフィート５８を含み、該モニタデバイス２０をして、必要に応じて、平坦表面上
に置かれることを可能にしている。さらに、以下でより詳細に議論される、ユーザインタ
フェース９２よりなるボタンの各々は、該モニタデバイス２０の全体の耐性、およびごつ
ごつ性を助けるよう、エラストマー化されており、該ボタンは、ハウジング２４の対面す
る表面８４から過度に突出しないように、位置されており、かつ、該デバイスをして、相
対的にコンパクトなプロファイルを維持することを許容している。
【００２６】
　該デバイスハウジング２４のコンパクトなプロファイルは、該モニタデバイス２０をし
て、患者が着衣可能であるものとしている。図２に示す、該デバイスハウジング２４の対
向する水平サイド上に設けられている一対のタブ１３２は、該モニタデバイス２０をして
、図９に示されるように、患者着衣可能なハーネス１３５に固定されることを可能として
おり、あるいは、ストラップ１３７が、図８に示されるように、再度タブ１３２に取り付
け可能とされており、該モニタデバイス２０の把持の、および携帯可能な動作を許容して
いる。該ストラップは、ガーニー１３８、または他の輸送装置に関して、図１０に示され
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るように、輸送ベルト１３９をもっての輸送動作のためにさらに使用することもできる。
その他にも、および上記したように、ここで述べたモニタデバイス２０は、テーブル、又
は他の平坦な表面上に、該デバイスハウジング２４の後方対面サイド６１上に設けられた
ゴム引きのパッド５８を用いて、適切に位置せしめることができる。
【００２７】
　コンパクトであり、耐性があるのに加えて、ここで述べたモニタデバイス２０は、きわ
めて軽量である。図１に示される全体のアセンブリは、約２ポンドの重みである。
【００２８】
　上記で述べたように、および本実施の形態によれば、複数の生理学的センサアセンブリ
が、ハウジング２４につながれており、ＥＣＧセンサアセンブリ２８、ＳｐＯ2センサア
センブリ３２、および非侵襲血圧（以下、ＮＩＢＰと称す）センサアセンブリ３６をそれ
ぞれ含み、該各センサアセンブリは、明確性のためにのみ、図１に示されている。
【００２９】
　各つながれた生理学的センサアセンブリ２８、３２、３６の簡単な扱いは、完全さのた
めに、今与えられる。より特定的に、かつ、簡単に、ＳｐＯ2センサアセンブリ３２は、
患者の周辺測定サイト、たとえば、リスト、指、つま先、前頭部、耳たぶ、または他の領
域、等の細動脈ヘモグロビンの酸素飽和を、非侵襲的に測定するのに用いられる。再使用
可能な、あるいは破棄可能なセンサプローブを用いることができる。この点に関して、指
クランプ６０が図１に示され、該クランプは、パルス／ハートレート、ばかりでなく、血
液酸素飽和を、パルス酸素濃度計を通して検出するのに使用することのできる、光エミッ
タおよび光検出器を持っている。該指クランプ６０は、デバイスハウジング２４の外周上
に設けられた、図３に示す、対応する雌コネクタポート４４と契合するピンコネクタにま
で伸びるケーブル６４手段によりつながれている。一般のパルス酸素濃度計に関係する概
念は、該分野においてよく知られており、本発明の発明的部分を形成するものではない。
【００３０】
　簡単に、ＥＣＧセンサ又はモニタアセンブリ２８は、リードワイヤアセンブリを含み、
ここで、３リードの、又は５リードのＥＣＧは、本実施の形態によって利用することがで
きる。より詳細に、かつ、例示の方法により、図１のここで描かれたＥＣＧアセンブリ２
８は、１セットのリードワイヤ６８よりなり、その各々は、それらの端に、患者の身体へ
の、従来の態様での、取り付けを可能とする電極７０を有しており、該リードワイヤアセ
ンブリは、デバイスハウジング２４の接続ポート４０へ、契合により取り付け可能である
コネクタを有する接続ケーブル７２に取り付けられたハーネス７１よりなる。前記ＥＣＧ
センサアセンブリ２８は、ＥＣＧ電極７０の選択された端子間のＡＣインピーダンスの決
定を通して呼吸エフォートのレート、または不存在(無呼吸)を、決定し、これにより、患
者の呼吸レートを、所望の参照リードワイヤを用いて、胸壁の動きに基づきインピーダン
スニューモグラフィーを用いて決定するために、ここで述べたモニタデバイス２０の呼吸
チャネルに関して、さらにここで利用される。本実施の形態によるハートレートは、ＥＣ
Ｇセンサアセンブリを用いて、ここで述べたデバイス２０のために決定される。
【００３１】
　該ＥＣＧセンサアセンブリ３２は、各リードのために波形（ＥＣＧベクトル）を作り、
さらに、さらに選択された患者モードに依存して調整されることのできるＱＲＳディテク
タを含む。該ＥＣＧセンサアセンブリ２８は、さらに、本実施の形態により、もし選択さ
れるのであれば、ハート／パルスレートを、また、こればかりでなく、ペーサー検出回路
の方法により、結果として生じるＥＣＧ波形におけるマークペーサスパイクを、決定する
よう構成される。本実施の形態によるＥＣＧセンサアセンブリ２８は、さらに、それぞれ
、５０Ｈｚ，６０Ｈｚ，および１２０Ｈｚの選択可能なノッチフィルタを含む。
【００３２】
　簡単に、この実施形態によるＮＩＢＰセンサアセンブリ３６は、空気注入式カフ、又は
スリーブ７６、これは、患者(図示せず)のリム(腕、または脚）に取り付けられている、
を用いて、動脈の圧力を間接的に測定する。接続されたホース８０の残っている端は、ハ
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ウジング２４の頂面の対面するサイド上に設けられ取り付けられた空気接続フィッティン
グ４８内にねじ込みすることのできる取り付け端を含む。該空気コネクタフィッティング
４８は、オシロメトリック方法を用いて、患者のタイプに依存して、カフ７６を、特定の
圧力に、選択的に、膨らむ、かつ、萎むために、モニタデバイス２４内に配置されたポン
プ（図示せず）に接続されている。圧力の変化は、収縮的, 拡張的, および平均動脈圧力
（ＭＡＰ）を決定するために、回路網の手段により検出される。この実施形態による該Ｎ
ＩＢＰセンサアセンブリ３６は、マニュアルの、自動的な、ターボモード動作を、以下に
詳細に述べるように、行うことができる。該アセンブリ３６は、本実施の形態においては
、ＥＣＧがまたモニタされたとき、もしＥＣＧがまたモニタされていれば、動き加工品フ
ィルタをも備えることができる。本実施の形態によるフィルタは、ＮＩＢＰ測定のプロセ
スを、ＥＣＧ波形のＲ波の生起に自動的に同期させるように用いることのできるソフトウ
ェアアルゴリズムを用いており、これにより、極端な加工品および減少されたパルスの場
合に、正確性を増大する。適切な加工品フィルタの例は、米国特許Ｎｏ．６４０５０７６
Ｂ１に記述されており、その全体は、参照によりここに組み込まれる。ここで記述してい
るモニタデバイス２内に組み込むのに役に立つ、ＮＩＢＰおよびＥＣＧセンサアセンブリ
の例は、他の中でも、Skaneateles Falls, New York のWelch Allyn Inc., により製造さ
れる。各々に関して、センサアセンブリの形式は、モニタデバイス２０上に設けられる接
続ポート４０，４８への選択的取付けにより、患者のタイプ、（すなわち、たとえば、大
人、小児, 新生児）に依存して、変えることができる。本実施の形態による上記のセンサ
アセンブリの各々は、さらに、電気外科干渉抑圧を含む。知られるように、パルスレート
は、モニタデバイス２０のＳｐＯ2、又はＮＩＢＰチャネルのいずれかから、検出するこ
とができる。
【００３３】
　しかしながら、本発明の目的のためには、モニタデバイス２０に対して、上記したセン
サアセンブリ２８，３２を、接続ポート４０，４４を介して以外に、接続するための、た
とえば、ＩＲ，光学、ＲＦ、および他のつながれていない接続、を含む手段を、本発明の
目的のために用いることができることが、考慮される。さらに、以下に述べるデバイス２
０とともに使用されるセンサアセンブリのタイプの数は、これを変更することができ、か
つ、示されるものは、単に本発明の例示的なものとして意図される。本発明は、モニタデ
バイス２０を用いて患者の複数、および単数の生理学的パラメータモニタリングを熟考し
、それゆえ、このような変動は、目的的に意図される。
【００３４】
　図１および図６を参照して、本実施の形態による上記生理学的センサアセンブリ２８、
３２、３６の各々は、内部で、モニタデバイス２０のハウジング２４内に含まれるＣＰＵ
１７４に電気的に接続されている。本実施の形態によれば、生理学的センサアセンブリ２
８，３２，３６の各々のための信号プロセシングは、内部で住居プロセス回路網を介して
与えられる；たとえば、本実施の形態のＳｐＯ2センサアセンブリ３２は、Nellicor Puri
tan MP506 アーキテクチャーを利用しており、前記ＮＩＢＰ センサアセンブリ３６は、
現在、Micropaq およびPropaq 生命兆候モニタとして使用されているもののように、たと
えば、ウェルチアレンインコーポレーティッドにより製造され、販売されているＮＩＢＰ
モデュール、パート007-0090-01、を含む、デザインに基づいている。 図６には、図示さ
れていないが、前記センサアセンブリ２８、３２、３６の各々についての住人の回路網は
、すべて、単一の論理ボードに集積されており、そこでは、ＥＣＧおよび呼吸パラメータ
は、ＣＰＵ１７４のMotorola MPC823プロセッサのような、共通プロセッサを利用してい
る。単一論理ボード内に集積されているにかかわらず、残っている生理学的パラメータ（
ＳｐＯ2 およびＮＩＢＰ）は、図６に示されているように、よりモデュラーな態様で含蓄
され、かつそれ自身のプロセッサを利用している。しかしながら、生理学的センサアセン
ブリ２８、３２、３６の種々のプロセシング要素の電子的なパッケージは、本発明の目的
のために、種々の形状を容易にとることができ、他のバージョンは、容易に熟考されるこ
とができることが容易に明らかである。
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【００３５】
　さらに、図６の模式図を参照して、含まれているバッテリパック１７０は、ＣＰＵ１７
０に相互接続されており、該後者は、マイクロプロセッサ、メモリ、および住人回路網を
含んでおり、ここで、そのおのおのは、そこから供給される信号の、プロセス的蓄積、お
よび選択的表示を可能とするため、ばかりでなく、任意の充電クラドル１４０の充電回路
と、以下により詳細に述べるような、含まれたバッテリパック１７０の過充電を防ぐため
の回路網を含む、含まれたバッテリパックとの間の電力変換を行うために、つながれたセ
ンサアセンブリ２８，３２，３６に接続されている。本実施の形態による該ＣＰＵ１７４
は、フラッシュメモリおよびＳＲＡＭの形態の、入手可能な揮発性、および不揮発性の、
患者データのストレージを含む。ただし、他の形態もまた可能であり、該ＣＰＵ１７４は
、さらにディスプレイ８８に接続されている。上記したように、本実施の形態によるＣＰ
Ｕ１７４は、生理学的センサアセンブリ２８、３２、３６のためのプロセッサとともに、
単一の論理ボード上に提示されている。該ＣＰＵ１７４は、アラーム限界、ディスプレイ
生成、およびある特徴の可能化、および不可能化のようなデバイスに特有の側面を扱うよ
う意図されており、ここで、該生理学的センサアセンブリ２８、３２、３６は、主に、該
ＣＰＵ１７４により使用されるデータにのみ、関係している。たとえば、ＥＣＧプロセス
アルゴリズム等の、プロセス機能の部分は、ＣＰＵ１７４内に存在することもできる、た
だし、これは、たとえば、必要とされる処理電力、または、パッケージング関心の程度に
依存して、適切に変化することができることにも注意すべきである。該ＣＰＵ１７４は、
工場デフォルト設定としてであっても、あるいは、図６に示す、ユーザインタフェース９
２、リモートモニターステーション１８４を通して、および／又は、図６に示す接続され
たＰＣを通して、以下に記述されたように構築された、患者モード、圧力、電圧等を含む
、該デバイス２０の動作を、主に、制御する。
【００３６】
　上記に加えて、図６に模式的に示されたモニタデバイス２０は、さらに、任意にワイヤ
レスレディオカード／トランシーバ１８０を含み、たとえば、ウェルチアレンインコーポ
レーティッドにより、製造され、販売されるAcuity Monitoring Station 等により、内部
PCMCIA 拡張スロット（図示せず）において挿入されたラジオカードを用いて、少なくと
も１つの遠隔モニタステーション１８４との、双方向のワイヤレス通信を可能とする。本
実施の形態によるラジオカード１８０は、アクセスポイント１８６を用いて２．４ＧＨｚ
周波数ホッピングスプレッドスペクトラム（ＦＨＳＳ）ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）上の送信のために、モニタデバイス２０のハウジング２４内にこれを
配置されたアンテナ１８２の接続するIEEE802.11 標準ラジオカードである。それとのネ
ットワーキングを含む、例示的なワイヤレス相互接続に関係するさらなる詳細は、米国特
許Ｎｏ．６、５４４、１７４に与えられており、その全内容はここに参照により組み入れ
られる。ここで記述されたモニタデバイス２０のワイヤレス接続に関係するデバイスに特
有の付加的な詳細は、この記述の後の部分において与えられる。
【００３７】
　図２にもっとも明確に示されるように、デバイスハウジング２４の下方の、または底面
の、対面する表面１２０は、図２のラッチング表面１２４ばかりでなく、図２の電気ポー
ト１２８を含み、その各々は、以下により詳細に、記述されるように、図４の任意の充電
クラドル１４０と結合して使用される。以前にも記したように、図６において図式的にの
み示されるバッテリパック１７０は、後方コンパートメント（図示せず）内のデバイスハ
ウジング２４の後部内において含まれている。該バッテリパック１７０は、該モニタデバ
イス２０のために携帯可能な電力を与え、ここで、該バッテリ寿命は、以下で記述される
ように、該デバイスのある動作モードに依存する。該バッテリパック１７０は、図４、５
に示される任意の充電クラドル１４０内に収容された充電回路網の手段により再充電可能
である。本実施の形態によれば、該バッテリパック１７０は、サンヨーコーポレーション
により製造されたもののような、少なくとも１つの再充電可能なリチウムイオンバッテリ
を含む。この場合、該バッテリパック１７０は、２つの再充電可能なバッテリを含む。本
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実施の形態によれば、モニタデバイス２０は、収容されたバッテリ１７０を電力源として
用いて、スタンドアローンモードで動作することが可能であり、本実施の形態によるバッ
テリは、デバイスの使用に依存して、約２４時間までの平均ランタイムを持つ。
【００３８】
　図４－６を参照して、充電クラドル１４０およびその最適なモニタデバイス２０との接
続に関する詳細は、ここに記述される。該充電クラドル１４０は、図６に図式的にのみ示
される、壁アダプタ１７１からのＤＣ電力、または他の電源が、クラドル内に含まれる充
電回路網、およびモニタデバイスに含まれる充電回路網を介して、収容される再充電可能
なバッテリパック１７０に供給されることを許している。任意の充電クラドル１４０の使
用は、含まれたバッテリ（すなわち、充電されていても、されていなくて）の状態にかか
わらず、モニタデバイス２０が動作されることを許し、それゆえ、モニタデバイス２０の
スタンドアローンまたはネットワーク構成されたベッドサイドモニタとしての使用を許し
ている。すなわち、上記の動作は、患者データの内部表示と、蓄積された患者データの中
央モニタステーション１８４へのワイヤレス送信の両方を許すことができる。
【００３９】
　構造的に、本実施形態によれば、充電クラドル１４０は、モニタデバイス２０の下方半
分を受け入れる大きさとされた、モールドされた、あるいは他の方法で定義された内部キ
ャビティを持つ上端が開放されたレセプタクル１４４により定義される。該レセプタクル
１４４は、該デバイスがそれにとりつけられたとき、図５の添付図に示されるように、ユ
ーザインタフェース９２を介して、モニタデバイス２０の動作を許すように設計されてい
る。モニタ開放ボタン１４８は、前記レセプタクル１４４の正面対面サイド１５２上に設
けられている。該モニタデバイス２０は、デバイスハウジング２４の、図２に示す、ボタ
ン対面表面１２０を、レセプタクル１４４の内部キャビティに揃え、かつ、その上に設け
られたラッチングメンバー１２４を、前記レセプタクル１４４の内部キャビティの底部内
に配置された軸周りに移動可能なロックまたはラッチ要素１５６により特定的に揃えるこ
とにより契合される。前記ラッチ要素１５６に隣接するピン形状の電気コネクタ１６０は
、図２のデバイスハウジング２４の、図２の、底部対面サイド１２０上に設けられた図２
の、対応する電気コネクタ１２８と契合し、これにより、図６に模式的に示されるように
、モニタデバイス２０と、充電クラドル１４０との間の電気的接続を与える。ラッチ要素
１２４のラッチ要素１５６との契合は、モニタデバイス２０を、その場所にロックし、こ
こで、モニタ開放ボタン１４８の圧縮は、ラッチ要素１５６をして、ラッチ要素１２４と
の接触から軸回動はずれする原因となり、該モニタデバイス２０の充電クラドル１４０か
らの開放を許す。
【００４０】
　該充電クラドル１４０の後方契合部１６４は、曲げられたぶらさがりブラケット１６６
を含み、該充電クラドル、および取り付けられたモニタデバイス２０が、たとえば、図１
１に示されるように、ベッドレールに取り付けられることを許している。あるいは、該ぶ
らさがりブラケット１６６は、さらに、別の装置への取り付けを許す、流体ＩＶポール（
図示せず）のような、少なくとも１つの他のマウント（図示せず）を含むことができる。
１つのバージョンにおいては、該ぶら下がりブラケット１６６は、両取り付けモード（ベ
ッドレール、ＩＶポール）を、含むことができる。該ぶら下がりブラケット１６６は、ス
レッドされたファスナー（図示せず）または他の手段により、後方契合部１６４より、図
１１～１３を参照して以下に議論されるように、分離可能に除去可能であり、他の取り付
け配列を許すようになっている。この実施形態による、該充電クラドル１４０の底部表面
は、さらに、図５の、複数の支持フィート１４９を含む。この実施形態によれば、該支持
フィート１４９は、図１２の、テーブル２０３のような、平坦な表面上に置くことを許す
ために、底部表面の各コーナーに設けられている。
【００４１】
　一対のインディケータ１６７、１６８は、前記充電クラドル１４０の正面対面サイド１
５２上に設けられており、ここで、この実施形態によれば、インディケータ１６７は、ス



(25) JP 2008-526443 A 2008.7.24

10

20

30

40

50

テータスインディケータであり、インディケータ１６８は、電力インディケータである。
該電力インディケータ１６８は、この場合、緑ＬＥＤであり、電源が充電クラドル１４０
に接続されていることを示している。前記ステータスインディケータ、この場合、多カラ
ーＬＥＤは、モニタデバイス２０の充電状態を示すために用いられる。たとえば、そして
、モニタデバイス２０が充電クラドル１４０内にあって、電源が、図６に示す、壁アダプ
タ１７１から充電クラドルに適切に接続されていれば、該ステータスインディケータ１６
７は、照明され（たとえば、緑色、または黄色に）、あるいはオフとされる。ステータス
インディケータ１６７が、緑色であれば、充電は普通に進んでいる。ステータスインディ
ケータ１６７は、バッテリパック１７０がフルチャージに到達したとき、オフされる。ス
テータスインディケータ１６７が黄色であるとき、該インディケータは、フォールトが起
き、バッテリパック１７０が適切に充電を行っていないことを示す。該ステータスインデ
ィケータ１６７は、バッテリパック１７０がフル充電に達するとき、オフされる。該ステ
ータスインディケータ１６７が黄色であるとき、該インディケータは、フォールトが起き
、バッテリパック１７０が適切に充電をしていないことを示す。このようなフォールトは
、たとえば、バッテリ１７０の厳しい放電、クラドル論理フォールト、モニタデバイス２
０の充電クラドル１４０内での正しくない配置、コネクタまたは他の同様の例外の不適切
な契合、により起こるもののように起き得る。
【００４２】
　上記したような、多くの充電失敗にかかわらず、電力はモニタデバイス２０に対して妨
げられない。すなわち、電力インディケータ１６８は、（たとえば、緑に）照明され、示
しているパワー１６８は、充電フォールト（黄色）が起きた事実にかかわらず、モニタデ
バイス２０に供給されることができる。該モニタデバイス２０が、本実施の形態により充
電クラドル１４０内に配置されるたびに、該クラドルは、収容されたバッテリパック１７
０を充電することを試みる。もし、バッテリパック１７０が、モニタデバイス２０が充電
クラドル１４０内に挿入されたときに、十分に充電されれば、ステータスインディケータ
１６７は、瞬時に緑に変わり、フル充電を感受したとき、該インディケータは、ターンオ
フされる。しかしながら、バッテリが、デバイス２０で過充電された瞬間には、バッテリ
パック１７０を充電するための何らの電力も、デバイスには、供給されない。
【００４３】
　代表的に、ここで述べられたモニタデバイス２０は、該デバイスの各設定および動作の
ためのプリセットされた工場構成を有するユーザ／施設に輸出される。多くの施設にとっ
て、任意の受け取った患者モニタデバイス２０を再構成し、該デバイスを、ローカルプロ
トコルにあわせ、かつ該デバイスを、該デバイスが使用されるであろう臨床環境に適合さ
せるようにすることは、望ましい。たとえば、該モニタデバイス２０は、工場校正／校正
は、大人用にプリセットされているけれども、新生児科において使用されるかもしれない
。ユーザは、該モニタデバイス２０を、各使用に際し、以下により詳細に述べるように、
新生児患者に使用されることを許すよう、カスタム構成できたかも知れないが、モニタデ
バイスにとっては、新生児モードは、デフォルトの患者モードとしてインストールしてい
るのが、好ましいであろう。
【００４４】
　本発明によれば、図６の、ＰＣ１９２は、サービスのための施設における使用に先立ち
、該モニタデバイス２０に、新しい形状ファイルをダウンロードするよう、充電クラドル
１４０と結合して使用されることができる。本実施形態によれば、該充電クラドルは、充
電クラドル１４０の外部に設けられた、とりつけられたモニタデバイス２０と、図６のパ
ソコン（ＰＣ）１９２との間の分離された直列データリンク接続を、ＵＳＢケーブルを介
して与える、図４の、ＵＳＢデータポート１６５を含む。
【００４５】
　ＰＣ１９２とのデータリンクを通して供給される構成ユーティリティを用いて、充電ク
ラドル１４０は、該モニタデバイスを、たとえば、病院のバイオエンジ二アにより、ＣＰ
Ｕ１７４内に、蓄積された、あるいはプログラムされた、デバイス２０に最初に備えられ
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たあらかじめ存在する工場設定を、置き換えるよう、あるいは、これに適合するよう、完
成されたことのできる複数の設定選択を含む構成を創ることにより、施設における使用に
先立ち、形状づけるような、モニタデバイス２０への中間、またはパススルーとして働く
。本実施形態によれば、該ＰＣ１９２は、デフォルト設定や、限界を、その中にエンター
することのできるユーティリティ形状ワークシートの創生を可能にする、ユーティリティ
ソフトウェアを含む。該ワークシートは、そののち、中間充電クラドル１４０を通してモ
ニタデバイス２０のＣＰＵ１７４内にダウンロードされる新しい形状ファイルに変換され
る。デバイスによるが、約６０から７０と多くの異なる設定を、ダウンロードされた形状
ファイルを用いてプリセットすることができ、ここで、それらの特徴のいくつかは、もし
イネーブルされなければ、臨床医療人／ユーザにより制御されることができない。これら
の設定は、例えば、モニタデバイス２のデフォルト言語、デバイス動作のデフォルト患者
モード、ユーザおよび／または彼らの指令に対し、利用可能なディスプレイの形式、例え
ば、ユーザインタフェース９２およびディスプレイ８８のロックアウト、アラームおよび
アラートへのタイムリミット、データトレンディング、およびアラームおよびアラートト
ーンの可能化、等のデバイスに特有の特徴の可能化を、含むことができる。工場設定のす
べて、あるいはある部分は、ＰＣ１９２で創られ、ＣＰＵ１７４とＰＣ１９２間のデータ
リンクを通して通信された形状ワークシート上に設けられた適切なエントリーにより調整
することができる。それゆえ、このＰＣ形状は、１セットのデフォルト設定、およびデバ
イス行動をモニタすることを生じる。
【００４６】
　例示的な形状ワークシートの一部は、アラーム管理に関してイネーブルされることので
きる１つの特定的な特徴に関して図６４および６５に示されている。この特徴に関する特
定物は、後のセクションでより詳細に記述される。示されているワークシート１９８は、
該コンフィグレーションユーティリティを使用する前に、ユーザにより完成されるペーパ
ーバージョンであり、後者は、同様のエントリーを与えるＰＣワークシートバージョンを
与える。該ユーザは、図６４の、ペーパコンフィグレーションワークシート１９８を、構
成設定のために該特徴を組織するよう、完成し、あるいは、図６の、ＰＣ１９２において
与えられたユーティリティワークシート内に、セクションを直接入力することができる。
すべてのエントリーがなされたときは、該コンフィグレーションファイルは、該ファイル
が充電クラドル１４０により与えられた直列データリンクを通してモニタデバイス２０に
ダウンロードされたとき、工場設定をオーバーライドする指令でもって創られる。
【００４７】
　以下により詳細に記述されるように、図６の、ＰＣ１９２は、また、該モニタデバイス
２０が、活性化され、かつ、また図４の、ＵＳＢデータポート１６５を用いて、充電クラ
ドル１４０に取り付けられたとき、蓄積されたデータが、自動的にプリントアウトされる
ことを、許す。このとき、および図６を参照して、該ＰＣ１９２は、この場合、図６にも
図式的に示されている、レーザプリンター１９５である、適切な周辺プリンタに接続され
ており、ここで、該モニタデバイス２０およびＰＣは、自動的にデータ転送が起こること
を許すようにプログラムされている。本実施形態によれば、蓄積されたデータは、トレン
ドされたデータおよび“スナップショッツ”の形式になるものであり、後者の用語は、ユ
ーザによりスナップショットボタンを用いて選択的に取られた所定の期間をカバーする数
的なおよび波形のデータに関係する。図２のデバイスハウジング２４上に設けられた、図
７のスナップショットボタン１１６を押すと、該ボタンを押す前の所定時間の間に起きた
データ、および該ボタンを押した後の所定時間の間に起きたデータが、ＣＰＵ１７４によ
り、蓄積されることを生ずる。蓄積されたトレンドの、およびスナップショットのデータ
に関係する詳細は、本記述の後の部分で与えられる。
【００４８】
　図６および１１－１４を参照して、充電クラドル１４０は、代わりに、以下に述べられ
たモニタデバイス２０と、大きなディスプレイ２００との間の中間的な相互接続を与える
ように働くこともできる。この相互接続の形は、モニタデバイス２０におけるすべての処
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理されたデータが、データの観察を、実質的に、ユーザが、より小さいかつ制限されたデ
バイスディスプレイ８８に対向して中央モニタステーション１８４にいるかであるように
、データを観察することを許すために、実時間に転送されることを許している。すなわち
、一連の波形は、例えば、図１４に示されるように、見るために、表示されることができ
る。本実施形態による大きなディスプレイ２００は、ＶＧＡカード、およびインタフェー
スボックスまたはハウジング２０２の形の適切な取り付けブラケットリを含む。モニタデ
バイス／充電クラドルアセンブリの、インタフェースボックス２０２を介しての相互接続
のいくつかの実施形態は、図１１－１３に図示されている。各実施形態において、該モニ
タデバイス２０は、すでに、上記した態様で、充電クラドル１４０に取り付けられている
。図１１によれば、該充電クラドル１４０は、ぶら下がりブラケット１６６を用いてベッ
ドレールに取り付けられている。ＶＧＡケーブル２０５は、そののち、図４のＵＳＢデー
タポート１６５から、インタフェースボックス２０２上に設けられたコネクタに接続され
ている。このように、該充電クラドル１４０は、患者モニタデバイス２０からのデータ転
送のための中間物として働く。図１２に示されるように、図４の、カーブされたブラケッ
ト１６６は、充電クラドル１４０の、図４の、後方契合部１６６から、除去されることが
でき、該モニタデバイス２０／充電クラドル１４０は、前記大テーブル２００に隣接した
テーブル２０３上に配置されることができ、後者は、どの場合にも、壁に取り付けられて
いる。後者の例において、該インタフェースボックス２０２は、直接、充電クラドル１４
０の後方に取り付けられている。最後に、および図１３に示されるように、該モニタデバ
イス２０、および充電クラドル１４０は、ディスプレイブラケットを通して直接大ディス
プレイ２００上のインタフェースボックス２０２に、および充電クラドル１４０上に設け
られたブラケットリに、それぞれ取り付けられることができる。大ディスプレイ２００の
サンプルデータ出力は、図１４に示され、該出力は、実質的に、図６の、遠隔モニタステ
ーション１８４により見られるものを、繰り返しており、かつ、それよりかなり多くの量
のデータが、集積されたディスプレイ８８上で、観察可能となっている。
【００４９】
　さらに、充電クラドル１４０が、ここで述べたモニタデバイス２０を組み込むシステム
への適用可能性のレベルを与える付加的な特徴を含むことが、本発明の精神、および範囲
内で、さらに考慮されるべきである。例えば、付加的な生理学的パラメータアセンブリは
、モニタデバイス２０のために、またはこれに加えて、充電クラドル１４０に取り付けら
れることができ、ここで、生理学データは、まだ、モニタデバイス２０に、該デバイスが
図６の、中央モニタステーション１８４への無線送信のために充電クラドルに取り付けら
れたとき、アップロードすることができる。同様の構成も、容易に明らかである。例えば
、該充電クラドル１４０は、少なくとも１つの生理学的センサアセンブリ（図示せず）を
備えることができ、ここで、該少なくとも１つのセンサアセンブリにより集められたデー
タは、該モニタデバイス２０のＣＰＵ１７４に、表示および送信のために入力されること
ができる。
【００５０】
　デバイスが充電クラドル１４０にマウントされていないときの、モニタデバイス２０で
利用できるランニングタイムについて、バッテリパック１７０の寿命はデバイスの使用モ
ードに高く依存する。上述したように、また、本実施形態によれば、約２４時間の駆動が
可能である。バッテリ充電のレベルは本実施形態によれば、下記のように、モニタデバイ
ス２０により表示される。
【００５１】
　図７を参照して、本特定の実施の形態による、図２の、インタフェース９２は、キーパ
ッドを形成する５つの密接に配置されたボタンを含む。簡単に、全体を通して、SELECTボ
タン９６として言及された中央ボタンは、一般に、以下により詳細に議論されるように、
該デバイスにより表示されるハイライトされたアイテムを選択するよう、あるいは、選択
を確認するために、使用される。SELECTボタン９６を直接囲んでいる４つのボタン１００
は、一般に、直接的に、例えば、１つのアイテムをハイライトするために、ディスプレイ
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カーソルをガイドするために、あるいは、選択されたパラメータ値を、減少させるために
、（上、下、左、および右に）使用される。本実施の形態によれば、いくつかの付加的な
動作可能なボタンもまた、ハウジング２４の前方対面サイド８４上に設けられており、こ
れらのボタンは、ディスプレイボタン１０４を含んで、特定された、あるいは専用の目的
のために、使用されて、ユーザをして、図１５－１９に示されるもののように、複数の変
更されたディスプレイフォーマットの間で巡回することを許し、アラームサイレンス／再
開ボタン１０８は、ユーザをして、時間的に、かつ、マニュアル的に、現存する患者アラ
ート／アラームトーンを、沈黙させる、または回復することを許しており、かつ、ＮＩＢ
Ｐスタート／ストップボタン１１２を、マニュアル的に、ＮＩＢＰ測定を開始し、あるい
は停止するために、沈黙させる、または回復することを許しており、最後に、自動的に所
定期間の生命兆候データを表の形、および波形の形式で蓄積する、その例示的なスナップ
ショットディスプレイスクリーンが図５０に示される、上記スナップショットボタン１１
６と言われるものを、沈黙させる、または回復することを許している。上記で記述された
ボタンの各々は、さらに、臨床医療者による使用の容易さのために、それらの機能を観察
可能に表示することを含んでいる；例えば、方向制御ボタン１００は、特定の方向矢指示
を含み、ディスプレイボタン１０４は、ディスプレイアイコンを含み、ＮＩＢＰスタート
／ストップボタン１１２は、血圧カフの描写を含み、スナップショットボタン１１６は、
カメラアイコンを含み、SELECTボタン９６は、その上に円を描く。上記リストされたボタ
ンの各々により定義される機能、および、ここで記述されたモニタデバイス２０のユーザ
インタフェース９２の含蓄及び動作に関するさらなる詳細は、本明細書の続くセクション
においてより詳細に記述されるであろう。
【００５２】
　図２、５、および７を参照して、かつ、上記ユーザインタフェース９２に加えて、一連
のビジュアルなステータスインディケータが、また、モニタデバイス２０の正面対面サイ
ド８４上に設けられている。３つのステータスインディケータ１６９が、上記デバイスハ
ウジング２４の正面対面サイド８４の中心にて、上記ディスプレイ８８上に線形の態様で
配置されており、図６の、ＣＰＵ１７４に、電気的に接続されている。本実施形態による
ビジュアルなステータスインディケータ１６９の目的の中には、ユーザに、モニタデバイ
ス２０の動作ステータスを、通告させることがある；すなわち、該モニタデバイスが正常
に動作しているか、該モニタデバイス２０と、ネットワークに、あるいは、図６の遠隔モ
ニタステーション１８４に接続されている適切な患者との接続の確認、および／あるいは
、ここでのモニタデバイス２０が、アラームおよび／またはアラート条件に晒されている
か。これらの指示の数および配置が、適切に変更されることができることは、容易に明ら
かである。
【００５３】
　より詳細に、かつ、本実施の形態によれば、ステータスインディケータ１６９の各々は
、特定の色つきの光（すなわち、赤、黄または琥珀, および緑）で照明されており、それ
ぞれ、モニタデバイス２０の、アラーム条件、アラート条件、および通常動作を示してい
る。ここでの定義の目的のために、“アラーム”は、受容可能な限界の外である生命兆候
読み取り等の、患者の条件を示すものである。アラーム条件が起きるときは、例えば、赤
の指示器１６９が照明される。“アラート”条件は、比較するに、“アラーム”条件ほど
に危険ではないものであり、代表的に、低または放電されたバッテリ、または引き抜かれ
たリード等のデバイスの動作的な問題を示すものである。黄色のステータスインディケー
タ１６９は、このタイプの条件が支持されるとき、照明される。通常動作は、緑のインデ
ィケータ１６９の照明により意味を持たせしめられる。ステータスインディケータ１６９
は、さらに問題の厳しさを、示すために、安定的に、あるいはフラッシュのいずれかによ
り照明する。たとえば、および本実施の形態によれば、該厳しさは、設備アラームとアラ
ーム条件との間で定義される。該モニタデバイス２０はさらに、必要に応じて、可聴可能
な音を示すために、図６で図式的にのみ示されたスピーカ１６１、例えば、アラームまた
はアラート条件の間に音を出すことのできるもの、を含む。ここで述べたモニタデバイス
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２０を使用したアラームおよびアラート管理に関係する付加的な詳細は、後の部分で述べ
られる。
【００５４】
　つながれたセンサアセンブリ２８、３２、３６は、モニタデバイス２０のＣＰＵ１７４
に対し、アナログ信号等の形態の生理学的パラメータデータを与える。ここで述べられた
モニタデバイス２０は、それに接続されたセンサアセンブリの数、およびタイプに依存す
る生理学的パラメータ（ＮＩＢＰ、パルスレート、３および５個のリードＥＣＧ，呼吸、
ＳｐＯ2）の各々を連続的にモニタすることができる。
【００５５】
　図６の、動作ブロック図に描かれているように、かつ、以前ここで注記したように、本
実施の形態によるＳｐＯ2 センサアセンブリ３２、および血圧（ＮＩＢＰ）センサアセン
ブリ３６の各々は、該モニタデバイス２０内に収容され、データの獲得、および処理（す
なわち、上記センサアセンブリのおのおのは、該獲得した信号を処理するための適切なア
ルゴリズム、および住人回路網を含む。）に関して該センサアセンブリを動作させる、そ
れら自身の個々のプロセッサを含む。本実施形態によるＥＣＧ／呼吸センサアセンブリ２
８は、ＣＰＵ１７４内に、付随する回路網を含む。以前に注記したように、センサアセン
ブリの任意のもの、あるいはすべては、モデュラープロセッサを含むことができ、あるい
は、処理は、単一の集積された論理／ＣＰＩボード内で実行することができる。そのとき
処理されている信号は、表示のために、かつ、以前に組み入れた米国特許No.6,544,174 
において記述されたように、通信ネットワークを用いた、中央モニタステーション１８４
への収容されたトランシーバ１８０およびアンテナ１８２を用いたワイヤレス通信のため
に、ＣＰＵ１７４のメモリ内にストアされる。患者デモ図形等の付加的なデータは、蓄積
およびユーザによる表示のために、以下に述べるように、付加されることができ、あるい
は、遠隔ステーション１８４から、利用可能な患者のリストからモニタデバイス２０にア
ップロードされることもできる。該モニタデバイス２０は、患者情報を、一度ネットワー
クとともに構成されたときは、遠隔モニタステーション１８４でのすべてのストアされた
パラメトリックデータの表示のために、送信することができる。
　該モニタデバイス２０はまた、充電クラドル１４０の、図４のＵＳＢポート１６５を通
して接続可能であり、ベッドサイドモニタとしての動作を可能とし、そこでは、ＵＳＢポ
ート１６５を通してのＰＣ１９２への直列取り付けは、上記したように、プリンタ１９５
等の周辺デバイスへの、あるいは大ディスプレイ２００への相互接続を可能とする。この
間に、モニタデバイス２０はまた、接続されたラジオ１８０およびアンテナ１８２を用い
て遠隔モ二タステーション１８４に、無線で送信をすることができる。
【００５６】
　ここで記述したモニタデバイス２０の多用途性は、それゆえ、多くの個々別々の利点を
与える。第一に、ここで述べられたモニタデバイス２０は、デバイスがバッテリ電源供給
されるトランスポートモニタとして、使用されることができる。第２に、モニタデバイス
２０の、ゴム張りされたバックフィートまたはパッド５８の使用、バッテリパック１７０
の後方内部ローディングおよび一般のパッケージング、およびプロファイルのコンパクト
ネスは、軽量の、かつ非常に多用途なユニットであって、有線の、および無線の両方の接
続性を与え、該デバイスをして、単独でも、あるいはネットワーク化された容量において
も動作可能とするものを提示する。図４の、充電クラドル１４０は、必要に応じて、かつ
、これを充電するために、収容されたバッテリパック１７０のための電源の源を与えるこ
とにより、ベッドサイドでの応用に、使用されることを許している。さらに、およびデー
タポートの使用を通して、充電クラドル１４０は、大ディスプレイ２００への、あるいは
局所的に接続されたコンピュータ１９２への印刷へのデータ転送を可能とする中間的なデ
バイスとして働くことができる。該局所的に接続されたコンピュータ１９２は、また、モ
ニタデバイス２０にダウンロードすることのできる新しいデフォルト設定を通してモニタ
デバイス２０の工場でプログラムされた形状設定を、選択的に修正するために、使用され
ることもできる。
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【００５７】
　以下の議論は、モニタデバイス２０の動作的側面に関係する。参照は、全体を通して、
ここで記述されたモニタデバイス２０のＣＰＵ１７４により生成される多くの例示的なデ
ィスプレイスクリーンに対してなされる。各ディスプレイスクリーンは、多くの、個々別
々のパネルよりなる蓄積されたプリフォーマットされたテンプレートにより定義され、該
各パネルは、原文の、数の、波形の、グラフィカルな、および／または他の形のデータで
あって、ＣＰＵ１７４から獲得され、ディスプレイ８８上に生成されるようなものの種々
の結合により定義される多くの要素を含んでいる。
【００５８】
　ここで記述されたモニタデバイス２０をパワーオン／オフボタン５６を用いてパワーア
ップする際、図６の、収容されたスピーカ６１からの可聴トーンの音がする。本実施の形
態によるモニタデバイス２０の各々の活性化により、自己診断の、あるいは動作的なテス
トが開始される。もし、セルフテストが、成功しなければ、モニタデバイス２０のステー
タスインディケータの少なくとも１つが、該エラーに依存して、照明される。一般的なオ
ーバーヴューのために、かつもし該セルフテストが成功し、この診断に従うものであれば
、図２４の、スタートアップディスプレイスクリーン４００（ａ），４００（ｂ）が、図
１の、ディスプレイ８８上に現れ、かつ、該ディスプレイスクリーンは、患者のモニタを
続ける（患者データがセーブされた場合）、新しい患者のモニタをスタートする、システ
ム情報を得る、あるいは、デモンストレーションモードに入る、のユーザが選択可能なオ
プションを持つ。
【００５９】
　図２４を参照して、生成されたスタートアップスクリーン４００（ａ）、４００（ｂ）
の各々の蓄積されたテンプレートフォーマットは、患者データが事前にモニタデバイス２
０によりストアされていてもいなくても、同様である。すなわち、各スタートアップディ
スプレイスクリーン４００（ａ）、４００（ｂ）は、共通に、カスタマーＩＤパネル４０
４、ノーティスパネル４０８、ボタンメッセージパネル４１２、およびコンテキストメニ
ューパネル４１６を、それぞれ、ディスプレイスクリーンのトップから読めるように、含
んでいる。患者データが、事前にモニタデバイス２０によりセーブされていなかった場合
、スタートアップディスプレイスクリーン４００（ａ）のノーティスパネル４０８は、何
らのデータもセーブされなかったというテキスト的なメッセージにより指示を行う。他方
、ディスプレイスクリーン４００（ｂ）の他のバージョンのノーティスパネル４０８は、
特定の患者データが、モニタデバイス２０によりストアされていたことを指示する。患者
のデータが、モニタデバイス２０が最後のターンオフされた時点より前にストアされた場
合、モニタリングは、モニタデバイスが再びパワーアップされたときに、再開されること
ができる。患者データがモニタデバイス２０によりセーブされたとき、該モニタデバイス
２０の設定はまた、ＣＰＵ１７４の不揮発性メモリ内にセーブされる。この場合、決定が
、データがセーブされるべきであって、モニタリングは、同じ患者について続けられるか
、あるいは、ストアされた患者データが削除されて、新しい患者のモニタモードが開始さ
れるかにつき、ユーザにより、なされなければならない。
【００６０】
　カスタマーＩＤパネル４０４は、図２６に、４２０（ａ）, ４２０（ｂ）として示され
るような情報スクリーン内に、以前にエンターされ、ストアされた機能およびデバイスに
ついての情報を与える。該情報スクリーン４２０（ａ）, ４２０（ｂ） は、コンテキス
トメニューパネル４１６の情報オプションからアクセスすることができる。該情報スクリ
ーン４２０（ａ）,４２０（ｂ） の各々はまた、その底部で、それぞれ、スタートアップ
スクリーン４００（ａ）, ４００（ｂ）と同じオプションを含み、コンテクストメニーパ
ネル４１６を含むことができる。代表的に、この情報は、以前に記述したように、図６の
、ＰＣ１９２を用いて形状ファイルの創造およびダウンロードの間等に、デバイス２０の
メモリに付加されることができる。
【００６１】



(31) JP 2008-526443 A 2008.7.24

10

20

30

40

50

　一般に、コンテキストメニューパネル４１６は、ここで述べられたモニタデバイス２０
の種々のコントロールスクリーンの間でのナビゲーションのための手段を与える。核コン
テキストメニューは、パネル４１６の長さに沿って配置された多くのメニューオプション
を含む。ユーザインタフェース９２、および特に、方向ボタン１００およびSELECTボタン
９６は、ディスプレイカーソルの移動によりハイライトするため、およびハイライトされ
た部分を選択するために使用される。その目的のために、コンテキストメニューオプショ
ンの１つの選択は、モニタデバイス２０の新しいモードを実行する、あるいは、以下によ
り詳細に述べるように、新しいディスプレイスクリーンを創造する。コンテキストメニュ
ーにおいて利用可能なコンテキストおよびオプションは、それらを利用するディスプレイ
スクリーンに依存して変化する。モニタデバイス２０の動作において使用される種々のコ
ンテキストメニュー４１６の例は、図２５、２８、および４７において与えられ、その各
々は本明細書の後の部分で詳細に述べられる。
【００６２】
　以前の患者データがモニタデバイス２０によりストアされていない場合に、図２４を参
照して、かつ、スタートアップディスプレイスクリーンのコンテキストメニューパネル４
１６の特定を参照して、コンテキストメニューパネル４１６は、以下の利用可能なユーザ
の選択可能なオプション；すなわち、新規患者の測定オプション、情報オプション、およ
びデモオプションを示す。新規患者の測定オプションは、ユーザをして、患者モニタモー
ドに入ることを許す。情報オプションは、ユーザをして、図２６に示される４２０（ａ）
, ４２０（ｂ） のいずれか等の情報スクリーンに戻し、一方、デモオプションの選択は
、モニタデバイス２０のデモモードへのアクセスを与える。
【００６３】
　患者データがモニタデバイス２０によりセーブされた場合、上記３つのユーザが選択可
能なオプションが、ディスプレイスクリーン４００（ｂ）の、コンテキストメニューパネ
ル４１６において、現患者の続行オプションばかりでなく、設けられる。同じ患者につい
てのモニタリングを再開するために、およびモニタデバイス２０をパワーアップする際、
図２４の、“患者データがストアされた”ディスプレイスクリーン４００（ｂ）が表示さ
れる。該ユーザは、そののち、表意された名前および患者ＩＤが、現在の患者のそれと整
合するかを認証し、かつ、該認証ができたとき、ディスプレイスクリーン４００（ｂ） 
の底で、コンテキストメニューパネル４１６における現患者の続行オプションをハイライ
トする。もし後者のオプションが方向矢ボタン１００の使用、およびSELECTボタン９６を
押すことを通して選択されれば、そのとき、任意のストアされたデータはロードされ、モ
ニタデバイス２０は、モニタをする準備がなされ、患者に特定的であるにいの以前のカス
タム形状設定を連続的に含蓄しつづける。
【００６４】
　しかしながら、新規患者の測定オプション（それ上にディスプレイカーソルがディスプ
レイスクリーン４００（ｂ）においてハイライトされる）が選択され、SELECTボタン９６
が押されると、そのとき、すべての以前のデータ（および通常構成データデータ）は除去
され、新しい患者モニタモードが開始される。
【００６５】
　Start New Patient オプションが選択されると、第１の構成とされたデータディスプレ
イスクリーン４３０は、図２７に示されるように現れる。このデータディスプレイスクリ
ーン４０３において、ユニーク自動ＩＤがステータスパネル３２０において、より特定的
には、SELECTボタン９６を用いてハイライトされているデバイスＩＤフィールド４３４に
おいて設けられ、図２８に示されるように、Patient Information Entryスクリーン４４
０をアクセスし、該後者は、ハイライトされることができ、順次、エントリを創るために
適切なフィールド４４８にエンターされることのできる英数文字のテーブル４４４よりな
る。新しい患者名は、そののち、こればかりでなく、患者ＩＤおよび患者部屋番号ととも
に、エンターされる。あるいは、このデータは、図６の、遠隔モニタステーション１８４
を用いて、情報の上記した局所エントリーに対抗して、可能化された無線通信を通して、
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エンターされることができる。上記情報のすべてがエンターされたとき、ディスプレイス
クリーン４４０のコンテキストメニューパネル４１６に設けられたConfirm オプションが
、 ハイライトされ、SELECT ボタン９６が、押される。エンターされたすべての情報は、
そののち、ＣＰＵ１７４のメモリ内にストアされ、モニタデバイス２０の全動作を通じて
、種々のディスプレイスクリーンにおいて該デバイスにより使用される。該患者のモード
は、そののち確認され、センサアセンブリ２８、３２、３６は、該患者およびモニタデバ
イス２０に（もしすでにデバイスに取り付けられていなければ）取り付けられる。該モニ
タデバイス２０は、今、一般化されたスクリーンテンプレート上にプリフォーマットされ
たテキスト識別子に隣接したディスプレイスクリーン上の所定のフィールド内において、
読み取ったものが、図２７に示されるように、フォーマット化されたデフォルトデータス
クリーン上に表示されるモニタリングを開始する用意がある。図２７に示されるスクリー
ンフォーマットは、以下により詳細に議論されるように、大きな数字のディスプレイスク
リーンのそれである。
【００６６】
　以下の議論の目的のために、センサアセンブリ２８、３２，３６の各々は、適切に患者
（図示せず）およびモニタデバイス２０にとりつけられており、該患者は、該デバイスに
よりより長くされた期間にわたりモニタされたものと仮定する。多くの特定の構成とされ
た、ディスプレスクリーンテンプレートフォーマットは、ＣＰＵ１７４のメモリ内にスト
アされて、ユーザのオプションにより見るために利用可能であり、これらのテンプレート
は、電流あるいはトレンドされたデータの形での関連する生命兆候データを含んでいる。
図１５の、例示的なデフォルトディスプレイスクリーン２１０は、この議論の目的のため
に、モニタデバイス２０の構成設定により可能化され、このスクリーンは、モニタリング
の間にユーザに表示される電流ディスプレイスクリーンである。この特定的なディスプレ
イスクリーン２１０のフォーマットは、ステータスパネル３２０、大波形パネル３２４、
およびパラメータパネル３２８を、それぞれディスプレイスクリーンのトップから読まれ
るように含んでいる。
【００６７】
　ステータスパネル３２０の種々のフィールドに含まれるような図１５に示される表示さ
れたデータは、以下の要素：もし利用可能であれば、２０４で示されるような患者名、患
者ＩＤ２０８、および患者部屋番号２０９、を含む。先行する要素の各々は、モニタデバ
イス２０の内部メモリにマニュアルにより付加され、かつ、臨床者により、あるいは、ネ
ットワーク化可能とされたモニタデバイス２０の場合には、無線通信リンクを介しての患
者のモニタリングより先に、図６の、モニタステーション１８４により、図２７，２８に
関して以前に記述したようにスタートアップで付加されていた。前者の場合には、ＣＰＵ
１７４により、図２８の、Patient Entry Information ディスプレイスクリーン４４０内
にエンターされたこの情報は、ここで述べられたモニタデバイス２０の各ディスプレイス
クリーンのステータスパネル３２０を、電源がデバイスに対して維持されている限りは、
現在モニタされている患者のためだけのものにするためにしようされる、ただし、以下で
より詳細に述べるように、ユーザが、デバイスをターンオフするのに先立ち、これらの設
定を特定的に維持することを選択するのでないことを条件とする。
【００６８】
　図１５を参照して、かつ患者情報に加えて、該ステータスパネル３２０はさらに、通信
ステータスアイコン１２１８もし、該デバイスが、図６の、無線トランシーバ１８０、お
よび図６の、アンテナ１８２を含めば）、および時間ディスプレイ２１６、ばかりでなく
、バッテリステータスインディケータまたはアイコン２２０を含み、後者は、利用可能な
バッテリパワーの指示を与える。該バッテリ状態アイコン２２０は、含まれているバッテ
リパック１７０がフルであるか、バッテリが、充分充電されてはいないが、充分放電され
ているのでもないことを示す部分的にフルであるか、部分的にフルで充電中である、バッ
テリが約３０分のランタイムを残している低バッテリであるか、低バッテリで充電中であ
るか、バッテリが約５分のランタイムを残している極低バッテリであるか、かつ、極低バ
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ッテリで充電中であるか、の指示を与えることができる。低バッテリがアイコン２２０に
より（半分満たされた描写により示されるように）指示されている場合において、かつ、
上記アイコンに加えて、アラート（図示せず）が、モニタデバイス２０に与えられること
ができる。該バッテリ状態アイコン２２０は、アラートの確認の後に残る。アラートおよ
びそれらの管理は、この明細書の後の部分で議論される。
【００６９】
　この実施の形態によれば、ＣＰＵ１７４は、ステータスメッセージが、もし、マニュア
ルＮＩＢＰスタート／ストップボタンが押下されたときに、ユーザに表示された状態で、
低バッテリ指示が決定されたとき、該ＮＩＢＰセンサアセンブリ３６を、自動的にディス
エーブルするようにプログラムされている。もしモニタデバイス２０が、充電クラドル１
４０において充電しており、かつ、低バッテリかつ充電中の指示が、アイコン２２０に見
られれば、そのとき、ＮＩＢＰセンサアセンブリ３６は、イネーブルされる。
【００７０】
　上記に加えて、患者２２４のモード（成人、幼児、新生児）は、装置２２８のモードと
ともに、それぞれ、ディスプレイスクリーン２１０のステータスパネル３２０内に設けら
れた分離したフィールド内に表示される。上記の各々は、代表的に、ユーザにより修飾さ
れない限りは、ここで記述されたモニタ装置２０のデフォルト設定にもとづいており、以
下に詳細に記述する。
【００７１】
　波形パネル３２４に関して、描かれた波形２４０は、電流であり、かつ、多くの源から
由来し得る。該パネル３２４はさらに、特定の波形源２３２、及び波形サイズ（ディスプ
レイスケール）２３６に関係するテキスト識別子を与える。
【００７２】
　波形パネル３２４の下で、かつフォーマットされたパラメータの数的パネル３２８にお
いて、現在の、かつライブパラメータ数値は、ハートレート／パルスレート２４４、呼吸
レート２５２、およびパルス酸素濃度計２５６、ばかりでなく、ブリップバー２６０の形
でのパルスオキシメトリセンサーのパルス振幅のための分離したダイナミック指示器が表
示される。テキスト識別子はまた、各上記したパラメータの下に与えられる。さらに、最
も最近のＮＩＢＴ測定２４８もまた、対応するテキスト識別子、およびタイムスタンプを
もって、該圧力測定は、収縮期に対する圧縮期数値によって、平均圧力が括弧付き数値で
表現されて、表示される。これらの生理学的パラメータの各々は、ＮＩＢＰを除いて、連
続的に表示されるので、それらの数値は変化し、ストアされたデータは図６の、ＣＰＵ１
７４によりトレンドされて、更新される。
　最後に、一連のアラーム状態インディケータ１２８もまた、ディスプレイスクリーン２
１０の底部のパラメータ数値パネル２６８において各リストされたパラメータについて表
示される。ここではベルアイコンにより表示されている、これらのアラームインディケー
タ３２８は、各生理学的パラメータについての上限および下限がオンであるか、アラーム
上限がオンでアラーム下限がオフであるか、上限がオフで下限がオンであるか、すべての
アラームがオフであるかを、アラーム信号の適切な表現、ブランクであるか、ソリッドで
あるか、およびその結合を通して示す。アラームは、この明細書の後の部分において、よ
り詳細に記述される。
【００７３】
　図１６ないし図１９の各々は、図１５に描かれた信号波形表示スクリーン２１０に加え
て、ユーザによって選択的に表示されることができる付加的な例示的なディスプレイスク
リーンを描いている。これらの付加的ディスプレイスクリーンの各々は、ディスプレイ８
８上にＣＰＵ１７４によって生成されるようメモリ内に保存されている特定的に定義され
たテンプレートフォーマットを含んでいる。この特定の実施形態によれば、これらの付加
的なユーザ選択可能なディスプレイスクリーンは、図１６に示される、２重波形ディスプ
レイスクリーン３３２、図１７に示される、図２７に示したものに類似した、大数字ディ
スプレイスクリーン３３６、および、図１８に示される、表に並べられたデータを持つ単
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一波形データスクリーン３４０を含む。ここでの議論の目的のために、同じ参照数値の各
々は、ここでの類似のデータおよび分類物を、容易さと明確さのために、示している。上
記したディスプレイスクリーンは、生命兆候数値、波形、及び／または、トレンド情報を
、今、記述される種々のユーザ選択可能なフォーマットで、ライブモニタリングをするこ
とを、許している。
【００７４】
　図１６の２重波形ディスプレイ３２２スクリーンは、図１５のシングル波形表示スクリ
ーン２１０の変形である。このディスプレイスクリーン３３２は、患者およびモニタデバ
イス情報、ばかりでなく、２つの波形および利用可能なパラメータ数値を与える。この目
的のために、このディスプレイスクリーン３３２の定義されたフォーマットは、上記で記
述された、患者名２０４、患者ＩＤ２０８、患者部屋番号２０９、通信状態表示２１２、
タイムディスプレイ２１６、バッテリ状態表示２２０、患者モード表示２２４、及び表示
モードインディケータ２２８を含む、単一波形ディスプレイスクリーンの要素の各々を含
むステータスパネル３２０を含む。２つの小さな波形パネル３４４は、図１５のディスプ
レイスクリーン２１０の単一パネルの代わりに設けられており、該ディスプレイスクリー
ンはさらに、図１５の、単一波形ディスプレイスクリーン２１０に類似した、ライブの、
または現在のパラメータの数値のパネル３２８を含む。波形パネル３４４の各々は、単一
波形ディスプレイスクリーン２１０おのおのより小さいが、波形ソース２３２及びサイズ
指示物２３６を含む類似した情報を含む。パネル３４４において表現される波形は、２つ
の異なるソースからのものであってもよいし、あるいは、２つの隣接する波形パネル上に
表現される１つのソースからのカスケードされた波形として交互に与えられるものであっ
てもよい。図１６に示される例において、別々のＥＣＧ、及びＳｐＯ2波形２４０、２４
２が描かれている。前記ライブパラメータの数値のパネル３２８は、先行するもののよう
に、心拍数／パルスレート数値かつテキスト識別子２４４、最も最近にとられたＮＩＢＰ
数値２４８であって、収縮期／拡張期の及び平均（括弧付き）の数値かつテキスト識別子
、ばかりでなく、対応するタイムスタンプ、呼吸数値かつテキスト識別子２５２、および
パルス振幅を示すダイナミックブリップバー２６０を含むＳｐＯ2数値かつテキスト識別
子２５６、を含む。ベルアイコンの形状をしたアラームアイコン２６８は、このパネル３
２８内の先行するパラメータの各々についても設けられている。
【００７５】
　図１７に示される、該大数値ディスプレイスクリーン３３６は、図２７に描かれたもの
と同様であり、４３０とラベルされている（ただし、入力されたデータまたは患者情報は
なし）。このディスプレイスクリーン３３６は、図１５、１６に記述されたディスプレイ
スクリーンについてのものとまた同様である、ステータスパネル３２０を含むフォーマッ
トにより定義されており、かつ波形パネルに変わる大数値パネル３５２が設けられている
。該大数値パネル３５２は、アイコン及び関連するテキスト識別子がかなり大きいもので
あり、かつディスプレイスクリーン３３６上の異なって割り当てられたフィールドに配置
されている点を除いて、図１６に関して議論した、パネル３４８内に設けられた同じ情報
を含む。より具体的には、このディスプレイスクリーンのための、ライブの、または現在
のパラメータのパネルは、大ＨＲ／ＰＲ数値エレメント２４４、ばかりでなく、テキスト
要素およびアラームアイコン２６８、関連するテキスト要素を伴った大ＳｐＯ2数値要素
２５６、アラームアイコン２６８及びブリップバー２６０、もっとも最近の測定を表す大
ＮＩＢＰ数値要素２４８、ばかりでなく、測定のテキストエレメントおよびタイムスタン
プ、およびアラームアイコン２６８、および、関連するテキスト要素およびアラームアイ
コン２６８を伴う大呼吸数値要素２５２、を含む。アラームアイコン２６８に関連して、
これらは、現在イネーブルされているアラーム、および現在ディスエーブルされているア
ラームの指示を与える。この議論の目的のために、各アラームアイコン２６８の左半分は
、下方アラーム限界に関するものであり、かつ該アイコンの右半分は、上方アラーム限界
に関するものである。ここで白く描かれたソリッドベルは、該アラームがイネーブル状態
であることを示し、一方、該ベルの黒くされた部分は、該アラームがディスエーブルされ
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ていることを示している。アラームは、心拍数／パルスレート、呼吸数、ＮＩＢＰ（収縮
期、拡張期、及び平均）、及びＳｐＯ2、のおのおの（上限および下限）について設けら
れている。描かれた例で見られるように、平均ＮＩＢＰの下限は、ディスエーブル状態と
されており、一方、残りのアラーム限界は、現在イネーブル状態とされている。該アラー
ムアイコン２６８はさらに、以下により詳細に記載するように、ユーザがメニューへアク
セスすることを許しており、これにより、アラームはイネーブル状態とされる、あるいは
ディスエーブル状態とされることができ、上限および下限は、設定されることができ、可
聴トーンのための音量制御は、調整されることができる。
【００７６】
　ここに記述されているモニタデバイス２０は、現在の、および最近の、数値および波形
を、表示できるばかりでなく、傾向の分析のためにデータを保存することもできる。その
目的のために、いくつかのディスプレイフォーマットがトレンドされたデータに関係して
おり、ここで、このデータは、図的に、または表的に再生されることができる。スナップ
ショットデータはまた、連続的なモニタリングに基づき、任意の周期的な、またはランダ
ムにとられた測定データおよび該デバイス２０によりストアされたデータに加えてストア
される。この目的のために、図１８は、結合波形／表トレンドディスプレイスクリーン３
４０を示す。この例においては、波形ばかりでなくライブのパラメータ数値およびトレン
ドデータの表リストは、モニタされた患者に関係するディスプレイ８８上の一般化された
テンプレートフォーマット内に描かれている。このディスプレイスクリーン３４０のあら
かじめ定義されたフォーマットは、図１５に関して記述されたものに類似したステータス
パネル３２０、図１６で記述されたものに類似した、それぞれ、波形ソース２３２および
サイズ２３６に関係する波形およびテキスト識別子を含む単一波形パネル３４４、および
、トレンドライブ数値パネル３５６およびトレンドのデータパネル３６０、をそれぞれ含
む。
【００７７】
　該トレンドライブ数値パネル３５６は、線形のセットの現在の心拍数、呼吸、およびＳ
ｐＯ2パラメータ数値、および最新のＮＩＢＰ測定、ばかりでなく、各対応するパラメー
タ数値の下のテキスト識別子、およびＳｐＯ2のための電流ブリップバー２６０を含む。
“時間”テーブルヘッディングはまた、データディスプレイヘッダ３６４の下に設けられ
ている。
【００７８】
　このディスプレイスクリーン３４０のトレンドデータパネル３６０は、保存された測定
値の表内での表的（この場合）配置を含み、ユーザをして、所定時間（たとえば、２４時
間）の間、各対応するテキスト識別子の下に設けられた、時間、心拍／パルスレート、Ｎ
ＩＢＰ、呼吸およびパルスオキシメトリーについてストアされたトレンドを通してナビゲ
ートすることを許せしめる。この実施形態によれば、トレンドデータは、任意のＮＩＢＰ
読み取りが、ＮＩＢＰスタート／ストップボタン１１２を用いて、あるいは自動モードを
通して、成功裏になされたとき、あるいはＳｐＯ2スポットチェック読み取りがなされた
とき、時間、心拍／パルスレート、ＮＩＢＰ、呼吸およびＳｐＯ2、それぞれ、の各々に
ついて１分間隔で、リストされている。後者の特徴の各々は、ここでは後の部分で記述さ
れている。この明細書の後の部分でまた詳細に記述されるように、トレンドエントリーの
間の時間間隔は、ユーザにより、たとえば、患者に依存して選択的に調整されることので
きる、モニタ装置の構成設定である。
【００７９】
　例示的なディスプレイスクリーン３４０は、本例によれば、ディスプレイパネル３６０
内に、７つのエントリーを、このパラメータは変更することができるが、リストするよう
構成されている。たとえば、図１９、および図５４－５６に示されるように、１２個のエ
ントリーテーブルが、表的なトレンドデータスクリーンに４７０上に設けられている。何
らの波形データ、それは、ステータスパネル３２０、図１８に示されるものと同様の、ト
レンドのライブ数値のパネル３５６、およびトレンドのデータパネル４７４よりなるもの
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、も、このスクリーン４７０上には、与えられていない。気づかれるように、２４時間前
の、あるいは、他の所定時間のトレンドデータを、メモリ内に蓄えることができる。スク
ロールするナビゲーションアイコン３７４がまた、ユーザをして、必要に応じてストアさ
れたデータの任意のものにアクセスすることを許すために、時間リスティングの次に、設
けられている。
【００８０】
　表的なデータに加えて、ここで記述されたデバイスは、図形的な形でトレンドされたデ
ータを表示することができる。例示的な図形トレンドデータディスプレイスクリーン３８
０は、図５７に示されている。このディスプレイスクリーン３８０は、上記のように、ス
テータスパネル３２０、ライブトレンドの数値パネル３５６、および図形ディスプレイパ
ネル３８４、ここで、図形トレンドデータ２９４は、その底に時間スクロール３８８を持
つ、を含むフォーマットにより、定義される。示されるパラメータは、単一パラメータ（
この例では、心拍数）に関係し、ここでは、ディスプレイされている最中のパラメータデ
ータは、以下により詳細に示されるように、変更されることができる。
【００８１】
　図１８、１９、及び５６を参照して、ユーザが捕らえたスナップショットは、カメラア
イコン４７７により、トレンドデータの表的なリスト内において分離して特定されている
。サンプルスナップショットを見るスクリーン２９８は、図５０に示されている。スナッ
プショットデータをリヴューすることは、この明細書の後の部分において議論される。
【００８２】
　ここで記述された実施形態によるディスプレイボタン１０４は、設定されたディスプレ
イフォーマットを順回することにより用いられる。図１９に示されるように、該ディスプ
レイモードは、大数値ディスプレイスクリーン、波形／数値ディスプレイスクリーン、及
びトレンドデータディスプレイスクリーン間で切り替わる。本例によれば、ディスプレイ
ボタン１０４を押すと、モニタデバイス２０のユーザをして、大数値ディスプレイスクリ
ーン３３６、単一波形ディスプレイスクリーン２１０、及び表トレンドディスプレイスク
リーン４７０、のそれぞれの間で、切替わることを許す。ここで記述されたモニタデバイ
ス２０の構成設定に依存して、該ディスプレイボタン１０４は、各タイプのディスプレイ
スクリーンのデフォルト設定はこれを決定することのできる、図１５、１７、および１８
のそれぞれで示された、ディスプレイスクリーンのおのおの間でナビゲートするよう用い
られることができる。
【００８３】
　上記の主なディスプレイスクリーンのいずれかに関する全体のナビゲーションの用語に
おいて、および本実施形態によれば、上記で言及されたようなディスプレイカーソルは、
いつもはハイライトされている。図２１を参照して、かつ、例示的なディスプレイスクリ
ーンを見て、この場合、２重波形ディスプレイスクリーン３３２、本実施形態による各々
のおよびいずれものディスプレイスクリーンは、単一の要素－現在のコンテキストでは－
ここで４０７とラベルされた、要素をハイライトするために、それは第１の色付き（たと
えば、青）のフィールドで示されている、を含む。
【００８４】
　ここで記述されたモニタデバイス２０のユーザインタフェースを用いて、SELECTボタン
９６を押すことは、モニタデバイス２０をして、現在のディスプレイスクリーンを、現在
のコンテキストに関係しているもう１つのディスプレイスクリーンと置き換えることを意
味する。例示により、もし、ＳｐＯ2テキスト識別子が、図２１のディスプレイスクリー
ン３３２において、ハイライトされ、かつ、SELECTボタン９６が押されれば、該モニタデ
バイス２０は、そのとき、特定のフォーマットで図２２に示されるものを、主なディスプ
レイスクリーン上に持って、ＳｐＯ2制御メニュー４０２を、主なディスプレイスクリー
ン上に表示する。方法性ボタン１００は、ユーザにより選択されるべき項目をハイライト
するために、ディスプレイカーソルをスクロールするよう用いられることができる。
【００８５】
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　さらに、少なくともいくつかのディスプレイスクリーンがあり、それらはまた、要素－
パラメータ値、それらは、第２の色（例えば、緑）の付いたフィールドによりハイライト
されている、を含む。第２の色でハイライトされた領域の場合には、多数パラメータの現
在の値は、与えられたコンテキストの中で特定される。例えば、かつ、図２２の制御メニ
ューディスプレイスクリーンにおいて、ＳｐＯ2モニタリングメニューオプション４０３
の現在のコンテキストは、主な、または第１の色（たとえば、緑）でハイライトされてお
り、一方、本実施形態によるＳｐＯ2パラメータの現在の設定４０４は、第２の色（すな
わち、緑）でハイライトされている。制御メニュー、および他のメニューは、本明細書の
後の部分で議論される。
【００８６】
　ちなみに、他の形式の表示は、種々の色を用いるユーザに、ディスプレイ上で設けられ
ることができ、あるいは、この実施形態に従って、別々の表示器をもって与えられること
ができる。たとえば、図２０のディスプレイスクリーンに示されるような、赤でリストさ
れた項目は、例えば、現在のコンテキスト３９２に加えて、与えられたアラーム限界（上
限または下限のいずれか）を超えた読み取り３９６を示している。他の例も設けられてい
る。たとえば、図５６に提示されているトレンドの表型のディスプレイスクリーンは、公
知の限界と比較され、適切に特定された多くの読み取り４７５を描いている。
【００８７】
　ディスプレイボタン１０４に加えて、ここで記述された測定デバイスは、少なくとも２
つの目的に用いられる、１つのセットの埋め込まれたメニューを含む。第１に、あるメニ
ュー（例えば、コンテキストメニュー）は、ユーザをして、モニタデバイス２０の種々の
モード間でナビゲートすることを許す。第２に、他のメニューは、調整が、モニタ装置２
０に対してなされることを許す。これらの調整は、一時的で、かつ、代表的に、モニタさ
れている特定の患者に関係していることが意図されている。先述したように、デバイス設
定は、代表的に、工場デフォルト設定を通して構成されている。充電クラドル１４０を、
図６の、携帯型コンピュータ１９２に対し中間的となるものとして用いる構成ファイルを
用いる技術が、工場設定の少なくともいくつかが、オーバーライドされることを許すオプ
ションとして議論されてきた。該モニタデバイス２０はさらに、ユーザインタフェース９
２を介してアクセスされることができる種々のディスプレイメニューを用いた、ユーザレ
ベルでのカスタム構成を可能とする。ここでの説明の目的のために、２つの主要なメニュ
ー、すなわち、ポップアップ（明細書全体を通して、ドロップダウン、とも言われる）メ
ニュー、及びコントロールメニューが、アクセスされることができる。これらのメニュー
の各々は、本実施形態に関係して記述される。他のメニューは、ここに記述されたディス
プレイボタン１１２に加えて、様々なディスプレイスクリーンを通しての、またはそれら
の間でのナビゲーションをアシストする。これらのメニューは、上記したように、図２４
のスタートアップディスプレイスクリーン、及び図２の情報スクリーンに関して、ほのめ
かされてきており、かつ、コンテキストメニューとして言及されている。
【００８８】
　最初に、ポップアップまたはドロップダウンメニューは、ユーザに、ここに記述された
モニタデバイス２０のための構成設定を、一時的に行う、ばかりでなく、たとえば、ディ
スプレイのためのあるフォーマットを変更することを、許すよう設けられている。該メニ
ューはまた、今から記述されるように、他の特徴のなかの、該デバイスの種々のモードに
も影響を与える。簡単に、ディスプレイカーソルは、任意の主なディスプレイスクリーン
２１０、３３２における項目を、図１５，１６に示されるように、ユーザインタフェース
９２の方向性ボタン１００を用いて、ハイライトするために用いられ、SELECTボタン９６
は、対応するドロップダウンメニューをアクセスするために押される。例えば、図５３に
示されるように、結果として生じるポップアップ、またはドロップダウンメニューは、主
なディスプレイスクリーン５９０上のオーバーレイとして現れ、ここで、各対応するメニ
ューのフォーマットは、ヘッダーテキスト、および複数のリストされたメニュー項目、ま
たはオプションを含む。本実施形態によれば、個々で記述されたモニタデバイス２０のた
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めに利用できる少なくとも１０個のドロップダウンメニューがあり、その各々は、該デバ
イスのある設定を一時的に特定の患者のために変えることを可能とする。
【００８９】
　図２９の、患者モードドロップダウンメニュー５４０は、図１５の、任意の主要な生命
兆候ディスプレイスクリーン２１０上に、その状態パネル３２０において設けられた、表
示された患者モードフィールド２２４を、セレクトボタンを押すことによりハイライトす
ることにより、アクセス可能なものである。現在の、またはデフォルトの患者モード５４
４、この場合、大人モードは、ハイライトされ、かつ、図２の、ユーザインタフェース９
２の方向性矢ボタン１００は、モードが、５５６に示されるように、小児モードに変更さ
れることを、可能としている。患者モードが本実施形態によって変更されると、該患者の
、任意のスナップショットおよびトレンドデータを含む、すべてのストアされた生命兆候
データは、ＣＰＵ１７４から自動的に検出され、かつ、すべてのモニタデバイスの設定は
、選択された新しい患者モードのためのデフォルト設定に戻る。それゆえ、かつ、患者モ
ードを変更するとき、図３０の確認スクリーンは、ここで５５４と示されるように、ディ
スプレイスクリーン上のオーバーレイとして現れ、パラメータ値が今選択されたモードの
ためのデフォルト設定に変更されることを示し、さらに、すべてのストアされた情報が、
患者モードが変更されれば、失われることを示す。確認は、そのとき、任意の新しいモー
ド選択がユーザによって実行されることができる前に、要求され、そこで、確認は、患者
モードを変更し、ディスプレイスクリーン５５４から確認メッセージパネル５５０を除去
する。結果として生じるディスプレイスクリーン（図示せず）は、そのとき、その患者モ
ードフィールド２２４において小児を示す。
【００９０】
　以前述べたように、および図６を参照して、該モニタデバイス２０は、ワイヤレスＲＦ
ラジオカード１８０、及び内部アンテナ１８２を含むものであり、これらは、動作可能と
されたとき、自動的にモニタ装置２０と、中央モニタステーション１８４との間のワイヤ
レス通信リンクを打ち立てる。一方、ワイヤレスＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）
の境界内では、この接続は、適切なアクセスポイント１８６の範囲内で適切である。図１
５に示されたもののように、任意の主なディスプレイスクリーン２１０のステータスパネ
ル３２０上に位置した通信状態表示器またはアイコン２１２は、遠隔モニタステーション
１８４との無線接続のステータスの指示を与えるよう構成されており、これは、たとえば
、ネットワーク上のモニタデバイス２０と、アクセスポイント１８６との間の距離を与え
られて、制限されている。たとえば、もしステータスインディケータ２１２が、本実施の
形態により、ブランクであれば、そのとき、該モニタデバイス２０は、遠隔モニタステー
ション１８４とのために、イネーブルされることはない。このステータスインディケータ
２１２は、本実施形態により、以下の接続に関するある情報を与えることができる：もし
、通信状態インディケータ２１２がフラッシュすれば、これは、モニタデバイス２０が、
アクセスポイント１８６と関連していることを示すものであるが、しかし、該デバイスは
、遠隔モニタステーション１８４と通信するものではない。もし、通信状態インディケー
タ２１２が、それを通して現れるラインを持ち、該インディケータが、アンテナ記号とし
て図１５－１８に示されるように、表現されていれば、そのとき、該モニタデバイス２０
は、図６の、アクセスポイント１８６と、通信してはおらず、かつ、遠隔モニタステーシ
ョン１８４と通信していない。以前に気づかれているように、本実施の形態による通信状
態インディケータ２１２は、任意の主なディスプレイスクリーンにおいて、ステータスパ
ネル３２０の上右手コーナーに位置している。同様の指示は、該モニタデバイス２０がＰ
Ｃ１９２と通信しており、ネットワークと通信していないときは、かつ、該モニタデバイ
スが、ネットワークと関連しており、かつ、遠隔モニタステーション１８４と通信してい
るか否かにかかわらず、ステータスインディケータ２１２を用いてなされることができる
。
【００９１】
　モニタデバイス２０がアクセスポイント１８６の範囲の外へ移動したときは、バッテリ



(39) JP 2008-526443 A 2008.7.24

10

20

30

40

50

制限により、ユーザは、モニタデバイス２０を、ワイヤレスネットワークから選択的に非
接続とし、該デバイスを、非接続のワイヤレスモードに置くことが望ましい。この選択的
非接続は、図６の、遠隔モニタステーション１８４との通信を回復しようと試みるときに
起こるバッテリリソースへのかなりのドレインがあると、該デバイスは、該デバイスが範
囲の外にあっても、通信を回復し続けようとするので、大変望ましい。本発明による一つ
のバージョンによれば、この選択的非接続は、ソフトウェアを通して達成され、そこでは
、ユーザは、図１５の、主なディスプレイスクリーンの通信ステータス表示器２１２をハ
イライトし、あるいは、SELECTボタン９６を押す方向性矢ボタン１００の１つを用いてス
テータスパネル３２０をもつ任意のディスプレイスクリーンをハイライトする。
【００９２】
　この実施形態によれば、および図４８、４９を参照して、非接続とされたワイヤレスア
イコンポップアップまたはドロップダウンメニュー５６０（もし該デバイスがワイヤレス
トランシーバ１８０及びアンテナ１８２についてイネーブルされれば）が、アクセスされ
、これにより、ユーザは、非接続とされたワイヤレスモード内に、およびその外に、選択
的に行き来することを許される。
【００９３】
　ポップアップメニュー５６０は、ユーザが、適切な方向矢印ボタン１００を用いてスク
ロールを行い、非接続メニューオプションをハイライトすることによって、該モニタデバ
イス２０を無線ネットワークから非接続とするよう選択することが可能な非接続オプショ
ン５６４を含む、１セットのメニューオプションを含む。この選択はさらに、モニタデバ
イス２０の正面対面サイド８４上に設けられた、図２の、ステータスインディケータ１６
９のうちの一つによってユーザに示される。モニタデバイス２０がネットワークから非接
続とされている間、該デバイスは、ローカルな、呼吸、ＮＩＢＰ、ＨＲ／ＰＲ及びＳｐＯ

2アラームまたは設備アラームのみを与える。この期間の間、非接続メッセージ５６８が
また、ディスプレイスクリーン２１０上の通信ステータス表示器２１２の隣にてユーザに
表示されており、後者は、図４９に示されるように、非接続のシンボル指示を有する。非
接続の特徴の使用は、バッテリ／デバイスパワーが、モニタデバイス２０が範囲外にある
間は、維持されるという利点を与える。上記無線非接続特徴が利用されている時間の間は
、トレンドされた生命兆候データは、通常動作時のように、ＣＰＵ１７４のメモリ０内に
ストアされ続ける。
【００９４】
　モニタデバイス２０が、再びネットワークの範囲内にあるとき、図１５の、通信状態イ
ンディケータ２１２は、モニタデバイス２０が、範囲内にあり、ネットワーク接続が、再
び通信ステータスインディケータ２１２を、無線モードメニュー５６０をアクセスするよ
う、ハイライトし、再接続メニューオプション（図示せず）をハイライトし、かつ、SELE
CTボタン９６を押すことにより、回復されることができるという信号を与える。この選択
は、患者およびネットワークに関する情報のためにユーザに表示されるプロンプトを、自
動的に生じる。同様のメッセージが、遠隔モニタステーション１８４において表示される
。個々で記述されたモニタ装置２０の無線ネットワークとの再構成およびハンドシェイキ
ングは、以前に組み入れられた米国特許番号No.6,544,174において記述されているとおり
である。ネットワーク接続が回復される時点では、モニタデバイス２０が非接続であった
時間の間にストアされたすべてのデータは、図６の、遠隔モニタステーション１８４に、
無線ネットワーク上で送信される。
【００９５】
　ここで記述されたモニタデバイス２０のワイヤレスバージョンは、ネットワーク上で接
続されているが、モニタデバイスにより集められた患者データは、遠隔モニタステーショ
ン１８４で連続的に保存される。遠隔測定ステーション１８４においては、患者情報は、
アクセスされることができ、管理機能は、患者を承認し、移送し、承認、遠隔中央モニタ
ステーションユニットからの患者を承認し、移送し、放擲すること、患者に記述（名前、
主なケア治療者）を編集すること、および患者データを、トレンド及び波形を含んで、リ
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ヴューし、印刷することを含んで、遂行されることができる。
【００９６】
　他のポップアップまたはドロップダウンメニューは、この実施形態によれば、図３２、
３３に示されるように、どの波形が表示されているか（すなわち、おのおの、ベクトルの
選択を含むＥＣＧ）を、決定するための、および、例えば、図６の、単一波形ディスプレ
イスクリーン２１０と２重波形ディスプレイスクリーン３３２の間でスイッチングをする
ためのユーザ選択を与える、波形ソースポップアップメニュー５８０を含んで、モニタデ
バイス２０のタの設定を一時的に構成するように、設けられている。この後者のメニュー
５８０は、ユーザによって、ディスプレイスクリーン２１０上の波形ソースフィールド２
３２をハイライトし、SELECTボタン９６を押すことによって、アクセスされる。本実施形
態によれば、および、呼吸を除くすべての波形について、モニタデバイス２０はさらに、
２つのパネルを通して単一波形をモニタするために、ディスプレイをカスケードする手段
を含み、これにより、２ｘ時間期間（例えば、６秒から１２秒）をカバーする波形を示し
、提示する。図３２は、デフォルトメニューオプション５８４を持つ一例のＥＣＧ波形を
図示し、図３３は、メニュー５８０を用いた呼吸波形のためのユーザオプション５８８を
描いている。
【００９７】
　同様に、図３４の、波形サイズドロップダウンメニュー６００は、任意のディスプレイ
スクリーン３２２に関係する、表示されたＥＣＧ、ＳｐＯ2、または呼吸波形のサイズに
関係するユーザ選択を、波形パネル３４４内に配置された波形サイズテキスト識別子をハ
イライトすること、およびメニューオプション６０４を選択することにより、許している
。図３７の、サンプル呼吸波形６０８は、このサイズメニューにより区分されていること
が示されている。
【００９８】
　図５３の、トレンドディスプレイポップアップメニュー６４０は、トレンドディスプレ
イスクリーン、この場合スナップショットディスプレイスクリーン５９０の、図５２の、
トレンドライブ数値パネル３５６における、図５２の、データディスプレイヘッダ３６４
をハイライトすることにより、種々の形式のトレンドデータ（表の、波形の、およびスナ
ップショットの）の間での選択を可能とする。以前にも気づかれたように、表スクリーン
は、図５４－５６に示されており、かつ、図形トレンドデータは、図５７に描かれている
。
【００９９】
　同様に、図５５の、トレンドヴュー間隔ポップアップメニュー６６０は、データディス
プレイパネル４７４における“タイム”見出しをハイライトすることによりアクセスされ
、該メニューは、リストされたトレンドデータ間の時間間隔が、ユーザにより選択的に変
化されることを、許している。
【０１００】
　本実施形態による付加的なポップアップメニューは、スナップショット波形源ポップア
ップメニュー、図形源ポップアップメニュー、及びスナップショット選択ポップアップメ
ニューを含む。これらの埋め込まれたメニューのおのおのは、同様に、適切なテキスト識
別子をハイライトし、かつSELECTボタン９６を押すことにより、同様にアクセスされ、デ
バイス２０のための一時的な構成設定変更に影響を与えることができる。さらに、図４１
の、ＳｐＯ2スポットチェック、または、ランダムポップアップメニュー６２０もまた設
けられており、詳細は、この後者の特徴について、後に続くセクション内で、詳細が与え
られている。
【０１０１】
　本実施形態の目的のための、“コントロール”メニューは、現状のコンテキストでのト
ピックメニュー（例えば、図２２の、ＳｐＯ2）を含み、各メニューは、一列のパラメー
タを持ち、該パラメータのうちの１つがハイライトされ（例えば、ＳｐＯ2モニタリング
）、一列のオプションをもち、そのうちの１項目がハイライトされた（例えば、スタンバ
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イ、Ｏｎ，１００、Ｏｎ，９０、Ｌｏｗ）第１のディスプレイパネルからなるストアされ
た、フォーマットされたテンプレートより定義される。主な、（たとえば、青の）ハイラ
イトされた項目は、現在、修正のためにイネーブルされたパラメータを含み、一方、２番
目の、（例えば、緑の）はハイライトされたアイテムは、コントロールメニュー内のすべ
てのパラメータについての、現在の設定のおのおのを示している。各コントロールメニュ
ーはさらに、図２４の、スタートアップディスプレイスクリーン４００（ａ）、４００（
ｂ）の場合のように、ナビゲーションを可能にする、ばかりでなく、ユーザにより選択さ
れる選択／オプションの確認またはキャンセルを許すために、コントロールパネルの底に
、コンテキストメニューを含む。現在のところ、ここに記述されたモニタデバイス２０は
、ユーザによってアクセス可能である、少なくとも９つのコントロールメニューを含む。
【０１０２】
　気づかれるように、各コントロールメニューは、現在の患者のために、および選択を確
認するために、モニタデバイス２０の構成のカスタム化を与える。既に先行するものにお
けるように、各コントロールメニューは、制御されるべき項目の位置を突き止め、かつ、
ハイライトするよう、方向性矢ボタン１００を用いて、かつ、以前にも記述したように、
SELECTボタン９６を押すことにより、アクセスすることができる。これらのメニューの数
、及び配置は、説明的であり、他の変形、および修正が、本発明の意図された範囲内で可
能であることは、容易にあきらかであろう。さらに、以下の制御のおのおのが、モニタデ
バイス２０との無線通信上で、遠隔モニタステーション１８４から同様に修正されること
ができることに、気づくべきである。
【０１０３】
　第１に、図３１の、タイムセットアップコントロールメニューは、該モニタ装置２０に
よって使用される時間、日付、及びタイムフォーマットが、ユーザによってローカリーに
修正されることを許す。より詳細には、および本実施形態によれば、タイムフォーマット
（１２時間／２４時間）、時間、分、月、日、年及び年フォーマットは、ユーザにより選
択的に調整されることができる。時間及び日付はまた、該モニタデバイス２０が、１２時
（ＡＭ／ＰＭ）、もしくは２４時間形式のいずれかで時間を表示することができ、また日
付を、月／日／年、日／月／年もしくは他の適切なフォーマットで表示するので、その正
確さにつき、確認されることができる。本実施形態によれば、日付は、主ディスプレイス
クリーンには現れないが、しかし、以下でその詳細が記述されるスナップショットリスト
、および関連するスナップショットデータの両方において現れる。タイムディスプレイ２
１６（主な生命兆候ディスプレイスクリーン２１０の右上コーナー、またはステータスパ
ネル３２０を持つ任意のディスプレイスクリーン内に位置する）をハイライトし、SELECT
ボタン９６を押すことは、タイム／日付コントロールメニュー７００をアクセスすること
となり、該スクリーンは、モニタデバイス２０により変更がなされ、メモリ内にストアさ
れることを許す。
【０１０４】
　さらに、幾つかのパラメータコントロールメニューは、ＮＩＢＰコントロールメニュー
、ＳｐＯ2コントロールメニュー、ＨＲ／ＰＲコントロールメニュー、及び呼吸数コント
ロールメニューを含んで、多くのパラメータコントロールメニューが、アクセス可能であ
る。これらのパラメータコントロールメニューの各々は、図１５の、２１０のような任意
の主なディスプレイスクリーン内において、パラメータテキスト識別子を選択することに
より、またはアラームベルアイコン２６８を選択することによって、アクセスされること
ができる。
【０１０５】
　さらに具体的には、ＮＩＢＰコントロールメニューは、デジタル圧力計の選択と同様に
、収縮期、拡張期、平均圧力のおのおのについての上限および下限アラームの設定、ばか
りでなく、デジタルマノメーターの選択、および自動モードがイネーブルとされたときに
使用される、特定のＮＩＢＰモード、および時間間隔の選択を許す。例示的なＮＩＢＰコ
ントロールメニュー７２０が図２３に示されている。該ＮＩＢＰコントロールメニュー７
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２０は、本実施形態によれば、３つのパネルにより定義される。上方パネル７２２は、ユ
ーザにより選択可能なメニューオプションの一覧を含む。第２フィールド７２４は、第１
のパネル７２２からの各メニューオプションに関連するサブメニューオプションの一覧を
含む。第３のパネルは、一連のナビゲーションオプションを含むコンテキストメニューパ
ネル４１６である。
【０１０６】
　ここで記述されたモニタデバイス２０に関しより特定的には、ＮＩＢＰ測定は、ユーザ
が選択した自動モードにおいては、血圧読み取りが所定の時間間隔でなされるユーザが選
択した自動モードを通してなされることができる。図１の、適切のサイズのカフ７６の患
者への正しい位置付け、および、図３の、デバイスハウジング２４の頂面対向サイド５２
上に設けられた、図３の、ＮＩＢＰ空気コネクタフィッティング４８へのホースエンドの
ネジ締めに続いて、自動ＮＩＢＰモードは、図１５の、主な生命兆候ディスプレイスクリ
ーン２１０内のＮＩＢＰテキスト識別子をハイライトすることにより、かつ、SELECTボタ
ン９６を押すことにより、イネーブルされることができる。上記選択は、図２３に示され
る、ＮＩＢＰコントロールメニュー７２０をアクセスし、ＮＩＢＰモードオプションはそ
こまでスクロールされ、第２パネル７２４におけるAutoメニューサブオプションは、方向
性コントロールボタン１００を用いて所望のモードをハイライトすること、およびSELECT
ボタン９６を押すことにより、選択される。そのとき、適切な時間間隔は、所定の時間間
隔（たとえば、３分、分、１５）分、３０分、６０分、等）で自動血圧測定を与える、パ
ネル７２４内のAuto Time Interval (分）サブオプションをハイライトすることにより選
択されることができる。カフ７６を患者上に置く正しくない配置またはその失敗は、まだ
、自動化モードをイネーブルとするが、設備アラートは、該モニタデバイス２０によって
音を発せられる。
【０１０７】
　該自動化ＮＩＢＰは、方向性コントロールボタン１００を用いて、主な生命兆候ディス
プレイスクリーン２１０上のＮＩＢＰテキスト識別子をハイライトし、ＮＩＢＰコントロ
ールメニューをアクセスするようSELECTボタン９６を押し、かつそののち、ＮＩＢＰコン
トロールメニュー７２０からＮＩＢＰモードをハイライトし、適切な方向性コントロール
ボタン１００を用いてマニュアルメニューを選択することにより、ディスエーブルするこ
とができる。
【０１０８】
　そうでなければ、任意の血圧読み取りは、患者に対して、図１の、正しいカフ７６、及
び図１の、ホース８０を配置し、ハウジング２４の、図３の、頂面対向サイド５２上に設
けられた、図３の、ＮＩＢＰ空気接続フィッティング４８内にホースエンドをネジ締めし
、ＮＩＢＰスタート／ストップボタン１１２を押したあとに、マニュアルで行うことがで
きる。以前に既に気づかれているように、すべてのマニュアルおよび他のＮＩＢＰモード
測定は、モニタデバイス２０により、傾向のあるものとしてストアされる。
【０１０９】
　さらに、改善された血圧測定モード（ここでは、“ターボ”モードと称す）は、モニタ
デバイスが、自動的に従来の方法で血圧測定読み取りを開始し、その時、所定の時間（例
えば、５分）内にできるだけ多くの読み取りを、このオプションがダウンロード構成ファ
イルを通してのようなデフォルト構成設定の方法でイネーブルされたとして、行うものと
して、設けられている。ここで定義されたような、ターボモードは、以前に記述したよう
に、任意の主な生命兆候ディスプレイスクリーン２１０においてのＮＩＢＰテキスト識別
子をハイライトし、かつ、図２３の、ＮＩＢＰコントロールメニュー７２０をアクセスす
るようSELECTボタン９６を押すことにより、ユーザインタフェース９２を介して設定され
ることができる。ＮＩＢＰモードメニューオプションはそののち、ターボサブオプション
について、ハイライトされ、そののち、適切な矢ボタン１００を用いて選択される。ＮＩ
ＢＰスタート／ストップボタン１１２を選択すること、または、ＮＩＢＰコントロールメ
ニュー７２０からＮＩＢＰモードマニュアルメニューオプションをハイライトすることは
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、該モニタデバイス２０をして、マニュアルＮＩＢＰ測定モードに戻す。
【０１１０】
　上記で一般に気づかれるように、本実施形態による患者モニタデバイス２０はさらに、
血圧測定手続きの間に、ユーザに選択的に表示されることのできるデジタル血圧計を含む
。この特徴は、任意の主な生命兆候ディスプレイスクリーンから、以前に記述したような
方法でアクセスされるＮＩＢＰコントロールメニュー７２０を通してイネーブルされる。
図２３の、ＮＩＢＰコントロールメニュー７２０においては、トップパネル７２２におい
てそこでリストされたマノメーターオプションは、方向性矢ボタン１００を用いてハイラ
イトされる。SELECTボタン９６を押すと、マノメーターメニュー７３０が、図４４に示さ
れるように、ディスプレイスクリーン２１０上にオーバーレイとして現れる。ＮＩＢＰス
タート／ストップボタン１１２を押すと、以前に記述したように、ＮＩＢＰ測定サイクル
を開始させる。図１の、取り付けられたカフ７６が膨張した時、ディスプレイスクリーン
２１０の底に位置するマノメーター圧力指示バー７３４は、図４５に示されるように、圧
力読み取りを、ダイナミックに表示する。血圧測定サイクルが完了した時、測定数値７４
２は、ディスプレイスクリーン２１０の波形グリッドの下にあらわれ、該測定の、収縮期
、拡張期及びＭＡＰ値は、もし、有効な読み取りが、図４６に示されるように定義された
マノメータースケールに沿って、おのおのにつき得られれば、マーカー７３８として表示
される。
【０１１１】
　コントロールメニュー７２０上のアラーム限界、および残りのオプションの調整および
イネーブル化は、上記したのと同じ方法で選択される。パラメータコントロールメニュー
用のコンテキストメニューパネル４１６オプションに関して、かつ、例えば、図４４を参
照して、Exitメニューオプションは、もし、SELECTボタン９６により選択されれば、ユー
ザをして、以前の主な生命兆候ディスプレイスクリーンに戻し、トレンドオプションは、
ディスプレイスクリーンを、表、または波形履歴が表示されることとなるトレンドを見る
ためのスクリーンに変え、スナップショットメニューオプションは、一連の現在の患者の
生命兆候の２１秒波形スナップショットが選択的に見られるものとし、かつ、セットアッ
プメニューオプションは、セットアップコントロールメニューをアクセスする。
【０１１２】
　図２２の、ＳｐＯ2コントロールメニューは、連続的な、またはランダムな（ここでは
、スポットチェックとも共通に呼ばれる）、ＳｐＯ2測定、および、アラーム限界、およ
びパルストーンの設定を行う。本実施形態によれば、例えばＥＣＧのような、ＳｐＯ2以
外の少なくとも一つの生理的パラメータの連続的な測定は、ＣＰＵ１７４、およびつなが
れた生理的パラメータセンサアセンブリを介してイネーブルされ、一方、ユーザインタフ
ェース９２の手段を用いて、ユーザをして、ＳｐＯ2を、“スポットチェック”すること
を許す。すなわち、ＳｐＯ2は、患者（図示せず）について、周期的に、またはランダム
に、少なくとも１つの他の生理学的パラメータの連続的なモニタリングを維持しながら、
チェックされることができる。
【０１１３】
　連続的なＳｐＯ2測定がイネーブルとされたときは、モニタデバイス２０がＳｐＯ2を読
み取り始めた後に、センサが患者から非接続とされたとき等、ＳｐＯ2読み取りが中断さ
れた時はいつも、アラームが生成される。ランダムモニタリング、または“スポットチェ
ック”特徴を用いて、何らのアラームを発生させることなく、センサを取り付けたり、お
よび外したりして、任意の数のランダムに取られた読み取りを、行うことができる。
【０１１４】
　図３９を参照して、フローチャートは、一般に、ここで言及されたランダムな、又はス
ポットチェックの、モニタ特徴を記述している。最初に、モニタデバイス２０のＳｐＯ2

モニタ機能がターンオフされる。ユーザは、図２１の、主な生命兆候ディスプレイスクリ
ーンをスクロールし、ＳｐＯ2テキスト識別子をハイライトし、かつSELECTボタン９６を
押すことによって、ユーザインタフェース９２により、連続的なＳｐＯ2モニタ機能を、
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手動でターンオフすることができる。先行するものは、図２２の、ＳｐＯ2コントロール
メニューをアクセスする。このコントロールメニュー４０２は、２つのパネルによって定
義される；メニューオプションおよびサブオプションのリストを含む第１のパネル７４６
、および、スポットチェックモードの外のナビゲーションを許すコンテキストメニューパ
ネル４１６である。ＳｐＯ2モニタリングメニューオプション４０３をハイライトするこ
と、左矢ボタン１００を用いてオフサブオプションをハイライトすること、およびSELECT
ボタン９６を押すことは、そのとき、連続的モニタリング機能をターンオフし、スポット
チェック特徴をターンオンする。
【０１１５】
　ＳｐＯ2モニタリング機能が非活性化されたとき、それは、ユーザによって、連続モニ
タリングのためか、またはワンタイムスポットチェック読み取りのために、再活性化され
ることができる。スポットチェックが本実施形態によって望まれたとき、図１の、パルス
酸素濃度計センサ６０は、モニタデバイス２０に、および患者に、取り付けられる。ユー
ザはそののち、図４０の、主な生命兆候ディスプレイスクリーン上のＳｐＯ2をハイライ
トし、かつ、SELECTボタン９６を押す。これを押しているとき、ユーザはそのとき、Ｓｐ
Ｏ2＠ＸＸ：ＸＸをハイライトし、かつ、SELECTボタン９６を押し、図４１の、ＳｐＯ2ド
ロップダウンメニュー６２０をアクセスする。ディスプレイスクリーン（この図では、図
示されていない）ディスプレイスクリーン上に、オーバーレイとして現れるメニュー６２
０は、オン、オフ、およびスポットチェックオプションを含む。オンオプション６２２は
、ユーザをして、連続的なＳｐＯ2モニタリング特徴を、再イネーブルすることを許す。
オフオプション６２４は、連続的なモニタ特徴をディスエーブルし、スポットチェックを
イネーブルする。スポットチェックオプション６２６は、この場合、ＳｐＯ2連続モニタ
機能が既にディスエーブルされているので、ハイライトされている。ここで記述されてい
るモニタデバイス２０のスポットチェック特徴は、該モニタデバイス２０内に収容され、
ＳｐＯ2ハードウェアをして、最初に図１のセンサアセンブリ３２を開始し、かつ、該装
置により測定されたように患者から安定なＳｐＯ2測定を獲得することを許す論理を通し
て制御される。本実施形態によれば、かつ、図４２によれば、主な生命兆候ディスプレイ
は、テキスト識別子“ＳＥＡＲＣＨ”６２８がスポットチェックテキスト識別子６２９の
上に表示されて、ＳｐＯ2スポットチェックを示し、モニタデバイス２０が、患者からの
パルス酸素濃度計データを待っていることを示す。２，３秒の後に、ＳｐＯ2インディケ
ータは（もしＳｐＯ2が、パルスレートを決定するのに用いられれば）、パルスを表示し
始め、３０秒の後に、ＳＥＡＲＣＨテキスト識別子６２８は、消失し、図４３の、パルス
差酸素濃度計読み取り２５６が現れる。一度、安定な測定が得られると、ＳｐＯ2サブシ
ステムは、自動的にパワーダウンされる。得られた安定なＳｐＯ2読み取りは、そののち
、所定時間の間、あるいは、新しいＳｐＯ2スポットチェック読み取りが、獲得されるま
で、表示される。付加的なスポットチェックのために、以前のステップは、そののち繰り
返され、そこでは、ＳｐＯ2センサアセンブリは開始され；安定な読み取りが獲得され、
かつ、その誤、所定時間の間、表示される。その間、連続的にモニタされる、ＥＣＧ等の
任意の他のパラメータは、スポットチェック機能性特徴により影響を受けない。
【０１１６】
　ＨＲ／ＰＲ及び呼吸コントロールメニュー、ばかりでなく、ＮＩＢＰ及びパルス酸素濃
度コントロールメニューの各々は、上方、および下方アラーム限界の設定を許す。ＨＲ／
ＰＲコントロールメニュー（示さず）はさらに、ボリュームの調整、または心音の可能化
、及び心拍数に対する好ましいソース（ＳｐＯ2、またはＥＣＧのいずれか）、ここで、
現在のソースは、またハイライトされている、を許す。呼吸制御メニューは（図示せず）
また、ＥＣＧモニタアセンブリから使用される参照リードワイヤの選択を許す。
【０１１７】
　上記パラメータコントロールメニュー、及び時間セットアップコントロールメニュー、
セットアップコントロールメニューは、ここで記述されたモニタデバイス２０の行動を定
義するために、ユーザに与えられる。代表的なセットアップメニューは、この実施形態に
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よれば、次のステップ：バッテリ表示アイコン２２０、ＨＲ/ＰＲテキスト識別子、Ｓｐ
Ｏ2テキスト識別子、ＮＩＢＰテキスト識別子、呼吸テキスト識別子またはアラームアイ
コンをハイライト表示すること；および、SELECTボタン９６を押すことにより、パラメー
タコントロールメニューをアクセスすること；ディスプレイスクリーン２１０の底にある
コンテキストメニューパネル４１６内に配置されたセットアップオプションをハイライト
表示すること；および、再び、SELECTボタン９６を押すこと、を行うことによって、図１
５－１９に描かれたもののような、任意の主なディスプレイスクリーンからアクセスされ
ることができる。
【０１１８】
　本実施形態による各々のセットアップ制御メニューにおいて構成されることのできる項
目の中にあるのは、可聴アラームの一時停止および可能化、およびアラームトーンの調整
であり、患者コンテキストの中で、これを管理することを許す。以前にも気付かれている
ように、許容範囲外の生命兆候読み取りのような、患者状態の“アラーム”警告である。
“アラーム条件”が、本実施形態によって起こるとき、モニタデバイス２０の正面対向サ
イド８４上の、図２の、赤色光ステータスインディケータ１６９は、フラッシュし、ディ
スプレイ８８上に示される、違反するアラーム限界の数値は、図２０に描かれるように赤
く変わる。さらに、ディスプレイカーソル自動的に該アラームを生じた表示された項目に
移動し、課長アラームトーンはまた、聴かれる。サンプルアラーム条件８５０は、単一波
形ディスプレイスクリーン２１０において、図５８に示される。この場合、モニタされた
患者のための心拍数は、８５４で示されるように、所定限界を超えた。上記に加えて、か
つ、モニタデバイス２０が、図６の、モニタステーション１８４に接続されているときは
、アラーム条件の通知は、遠隔モニタステーションにも送信される。アラームサイレンス
／復帰ボタン１１２を押すと、所定の時間（たとえば、９０秒）の間、現在のアラームト
ーンを沈黙させる。
【０１１９】
　“アラート”は、低バッテリ、あるいはリード線の脱離の設備、又はデバイス条件に関
係する。“アラート条件”が起こったとき、モニタデバイス２０上の黄色光表示１６９が
フラッシュし、該条件を記述するメッセージが、メッセージパネル内において、ディスプ
レイ８８上に現れる。設備アラートのレイ、この場合、ＥＣＧリードの非接続が、図５９
のディスプレイスクリーンにより示される。設備アラートは、このデバイスの実施形態に
よれば、フラッシュする黄色のインディケータ１６９により示され、ばかりでなく、ハイ
ライトされた（すなわち、黄色の）アラートメッセージ３０６は、モニタデバイス２０の
ディスプレイスクリーン上に目立って与えられ、かつ、アラートが確認されずに、アラー
トの原因が解決されていないときには、アラートトーンの繰り返す発音も与えられる。知
ることは、アラートウィンドウスクリーンに位置するコンテキストメニューを通してなさ
れる。好ましくは、アラートトーンは、ユーザに対するアラームトーンから区別されるで
あろう。それゆえ、および加えて、ダイヤグラム３０２は、少なくとも１つの非接続とさ
れたリードを示す指示（この場合、円を描かれたＸ）を持って示されている。アラームお
よびアラート条件はまた、図６の、遠隔モニタステーション１８４により、検出される。
【０１２０】
　ここで記述されたモニタデバイス２０により検出されるアラート条件の例は、これらに
制限されるものではないが、以下のものを含む：リードの損失（単一、および複数）、過
剰オフセット、またはプラグされていないＥＣＧケーブルの検出；空気リーク、キンクさ
れたホース、過圧力カフ条件、膨張期／圧縮期圧力を決定する弱いパルス、パルスの非検
出、加工物の検出を含むＮＩＢＰ欠陥は、有効読み取り、又は低バッテリを含む；ネット
ワーク通信問題の検出、充電クラドルに対する取り付けにおける検出、低バッテリ、また
はＳｐＯ2の非検出；および、雑音信号、またはリード損失、等の呼吸チャネル損失。さ
らに、図５９を参照して、ユーザによるアラートの確認は、ディスプレイスクリーンの底
にあるアクノリッジオプション８６４をハイライトし、かつ、図２の、SELECTボタン９６
を押すことにより、なされる。該アクノリッジは、メッセージパネルを除去し、該ディス
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プレイ８８を以前のディスプレイフォーマットに戻す。
【０１２１】
　ここで記述されたモニタデバイス２０が充電クラドルにマウントされているのではなく
、バッテリ電源上で動作している場合におけるそれらの状況における設備不具合が、以前
に議論されてきた。約３０分以下のバッテリのランニングタイムが残っている低バッテリ
状態において、ＮＩＢＰ機能は、ディスエーブルされ、該モニタデバイス２０は、ユーザ
に対し、ＮＩＢＰがディスエーブルされているという適切なメッセージを表示する。ロウ
バッテリ状態の間に、ＮＩＢＰスタート／ストップボタン１１２を押す、あるいは、そう
ではなく、血圧測定を開始する試みは、設備アラートを適切なメッセージをもって表示す
ることとなろう。しかしながら、モニタデバイス２０を、ロウバッテリ状態の間に充電ク
ラドル１４０内に置くことは、ただちに、すべての血圧測定特徴をイネーブルすることに
なる。
【０１２２】
　アラームトーンを、一時的に沈黙させるために、本実施形態によれば、２つの技術があ
る。第１の技術は、アラーム／サイレンスボタン１０８を押すことによるものであり、こ
れは、任意の現在のアラームを、所定の時間の間（例えば、９０秒）、沈黙させるであろ
う。可聴トーンを沈黙させることは、残りのアラーム又はアラート指示に、影響を与える
ものではないことに、気づくべきである。アラームトーンはまた、本特定のデバイス実施
形態によれば、すべてのパラメータにつき、一時停止され、これにより、もしアラーム条
件が、患者をモニタしている間に起こっても、アラームトーンが発音するのを防ぐことが
できる。一時停止は、図６０、６１に示されるように、ユーザにより、セットアップコン
トロールメニュー８００において設けられたアラーム一時停止メニュー８８０を、アクセ
スすることによりなされる。もしアラーム条件が、アラームトーンが一時停止されている
間に起きれば、モニタデバイス２０は、ビジュアルなアラームインディケータは提示する
が、可聴トーンは、発音しない。
【０１２３】
　アラームトーンを沈黙させるための時間間隔に対向して、アラームトーンの一時停止期
間は、モニタデバイス２０の、該トーンを、所定時間（すなわち、９０秒から６０分）の
間にディスエーブルするための構成の間にセットされることができる。さらに、該モニタ
デバイス２０は、アラームトーンが、以前記述したように、図６の、ＰＣ１９２を用いて
モニタデバイスの工場設定を置き換えるためにアップロードされた構成ファイルの使用を
通して、ユーザにより一時停止されないよう、あらかじめ構成することができる。
【０１２４】
　図６０、６１を参照して、かつもし一時停止された特徴が、現在のモニタデバイス２０
についてディスエーブルされなければ、ユーザは、アラームによりハイライトされたパラ
メータのテキスト識別子をハイライトすることによりセットアップコントロールメニュー
８００をアクセスすることができる。セットアップコントロールメニュー８００では一度
、ユーザはアラームズオプションをハイライトすることができ、これにより、アラームズ
セットアップメニュー８８０をアクセスする。図６０に示されるように、かつ、アラーム
セットアップメニュー８８０をアクセスする際、ディスプレイカーソルは、Ｏｆｆメニュ
ーオプションをハイライトし、ここで、メッセージパネルが、Ｏｎサブオプションをハイ
ライトするために右方向矢ボタン１００を用いて、ディスプレイスクリーン２１０上に現
れる。図６１で、一度、一時停止が始まると、カウントダウンタイマー８８４が、セット
アップメニュー８８０におけるラインの下に現れるとともに、ディスプレイスクリーン２
１０の上部において、ハイライトされたインディケータ８８８が現れる。一時停止期間が
終了した時、アラームトーンは、再びイネーブルされる。アラームセットアップメニュー
８８０はさらに、アラームトーンのボリュームをユーザによって選択的に調整することを
許す。
【０１２５】
　代表的には、各医用設備は、大人の、幼児の、及び新生児の患者用のアラーム限界を定
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義し、そののち、該モニタデバイス２０を、該モニタデバイスをサービスに置く前に、そ
れらのアラーム限界をもつよう構成する。ここで、以前にも述べたように、ユーザは、こ
こで記述されたモニタデバイス２０の構成設定を、局所的に、あるいはカスタム調整する
ことができる。
【０１２６】
　ここに記述されたモニタデバイス２０のもう１つの特性によれば、および図６２を参照
して、上方、および下方アラーム限界は、該モニタデバイス２０が使用されている間に、
個々の患者のために一時的にカスタマイズすることができる。この一時的なカスタム化機
能は、そのパラメータ；この場合、ＮＩＢＰ７２０についてのコントロールメニューをア
クセスするよう、主な生命兆候ディスプレイスクリーンから任意の問題の生命兆候をハイ
ライトし、かつSELECTボタン９６を押すことによって、ユーザにより、実行することがで
きる。そのとき、上方および下方のアラーム限界は、現在の値をハイライトし、左、およ
び右方向矢ボタン１００を用いて新しいアラーム限界７２６、７２８を設定することによ
り選択することができる。このとき、これらの新しい限界値は、モニタデバイス２０の、
図６の、ＣＰＵ１７４の揮発性メモリ内にストアされ、ユーザが、現在の患者の一部とし
てそれらを維持するのでなければ、該モニタデバイスの電源がオフされたときに消去され
る。あるいは、しかしながら、該デバイスは、ユーザに、設定が患者にかかわらずユーザ
により保持できることを許すように該デバイスを構成することもできる。該モニタデバイ
スはさらに、アラーム限界が、図６の、遠隔モニタステーション１８４から、新しいリミ
ット限界を受信するのにラジオカード１８０およびアンテナ１８２を用いて双方向性無線
ネットワーク上で、特定の患者のために、カスタム化されることを許すよう、構成される
。
【０１２７】
　上記の特徴に加えて、ここに記述されたモニタデバイスはさらに、ユーザに対し、現存
しているアラームの時間にSELECTボタン９６が押されるたびに、単一のパラメータについ
てアラーム限界に対し所定のパーセントの変更を与えるという、ユーザインタフェース９
２上に設けられた特徴を活性化することを許すことにより、ユーザがモニタデバイス２０
上でアラーム管理を行うことができるように、構成することができる。アラームパラメー
タ設定のおのおののための初期化、および初期パーセント設定は、この特定の実施形態に
より、モニタデバイス２０の構成設定の一部として、該モニタデバイス２０のＰＣ１９２
を通しての使用に先立ち、工場構成設定を書き換えるための構成設定ファイルを用いて行
われ、新しい設定は、ＣＰＵ１７４により、ストアされている。サンプルワークシート１
９８の一部は、図６４、６５に示され、ここで、ボールドで示された、工場設定１９９は
、図６４にリストされているように、特定のパラメータについて、調整することができる
。ワークシート１９８を、ユーティリティを通して完成することは、構成設定ファイルを
完成させ、かつ、現在のアラームの間に任意の単一のパラメータについてのアラーム限界
を調整するためのリセットパーセント量を、与える手段を、与える。該ワークシートは、
ParamSet とも言われるここでのアラーム限界パーセントオプションをイネーブル化する
ためのメニュー選択１９７を含む。本質的に、この選択的アラーム管理特徴のユーザは、
上方及び下方のアラーム限界の両方が、しかるべくプリセットされ、そののち臨床者／看
護師によって、選択的に使用されることを許す。
【０１２８】
　要約すれば、４つの技術が、現在のモニタデバイス２０において、現在するアラームを
取り扱い、管理するために、今、設けられている：第１に、ユーザは、ユーザインタフェ
ース９２縦横に設けられたアラーム沈黙／再開ボタン１０８の使用を通して、一時的に、
アラームを沈黙させることができる。アラームを一時的にターンオフすることは、しかし
ながら、それにおいてもそれ自身も、限界を変更するものではない。それゆえ、もし患者
の生理学的パラメータが変化していなければ、アラームはふたたび、しばらくすれば、モ
ニタデバイス２０のデフォルト設定（例えば、９０秒）に依存して、オフとなる。第２に
、ユーザは、患者のためのアラームトーンを、コントロールメニュー８００を用いて上記
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した方法で、一時停止することができる。この特徴もまた、何らアラーム限界を変更する
ものではない。第３に、ユーザは、アラーム限界の任意のものを、７２０あるいは他のメ
ニューのような、上記したようなセットアップコントロールメニューを用いて、一時的に
変更、あるいはユーザインタフェース９２上に設けられた特徴を通して個々にカスタマイ
ズすることができる。気づかれるように、この第３の技術は、特定のパラメータについて
、コントロールメニューをアクセスして、特定のパラメータのインディケータ（たとえば
、ＨＲ／ｍｉｎ、またはＮＩＢＰ等）をハイライトし、SELECTボタン９６を押すことによ
り遂行することができる。図６２の、対応するパラメータコントロールメニューが、この
とき表示され、ユーザをして、方向性の右および左のカーソルコントロールボタン１００
を用いて、患者に適切なアラームリミットを設定することを許し、ユーザは、その後、Ｅ
ｘｉｔをハイライトしてメニューウィンドウを離れる。同じポップアップメニュー、又は
同様のメニューを用いて、第４の技術は、現在記述されている生命兆候モニタデバイス２
０の手段によって与えられ、そこで、ユーザはまた、パラメータアラーム限界を所定量だ
け、自動的にかつ選択的に、変更することができる。アラーム限界を増大するよう変更す
るよりむしろ、ユーザは、このオプションについてのSELECTボタン９６が、構成設定ファ
イルを介して、図６４の、ワークシート１９８を用いてエンターされたとして、活性化さ
れるごとに、所定のパーセント量だけ、アラーム限界を変更することができる。後者の特
徴は、現在のアラームの間にだけ、アクセスすることができる。たとえば、ＨＲ／ＰＲに
ついての上方および下方のアラーム限界は、９０の上方レート、および６０の下方レート
でアラームするよう、最初に設定することができる。後者の特徴を用いて、SELECTボタン
９６が、コントロールメニューにおける上記特徴について活性化されるたびに、アラーム
限界は、所定のパーセント（たとえば、５パーセント、１０パーセント）だけ、増大され
ることができる。たとえば、もし５パーセントの変更が、ここで記述されたモニタデバイ
ス２０について、構成設定されていれば、アラーム限界は、SELECTボタン９６が最初に押
されたとき、９４（上方）／５７（下方）に変更され、SELECTボタン９６が２回目に押さ
れたとき、９９（上方）／５４（下方）に変更され、以下同様となる。同様に、ＮＩＢＰ
（膨張期圧力、収縮期圧力、および平均圧力）ＳｐＯ2，および呼吸レート限界は、同様
に調整され、ここで、工場（デフォルト）プリセット値アラーム限界値からの量が、患者
モードに依存して、個々のパラメータについて、ＰＣ１９２を用いたプリ構成設定ルーテ
ィンの一部として、調整されることができる。表のようなリスト９５０が、一例による、
アラーム限界に対する適切なパーセントの変更として、図６５に示されている。
【０１２９】
　本実施形態の、図１の、ＥＣＧモニタアセンブリ２８は、ＡＳＩＣの形式で設けられ呼
吸サーキットを含み、そこでは、インピーダンス呼吸器法を用いたブレス信号が、呼吸レ
ートばかりでなく、中枢性無呼吸の測定をサポートしている。ここで記述されたモニタデ
バイス２０は、３リード線、または５リード線のＥＣＧケーブルを用いて、ハートサイン
（ＥＣＧ）、および呼吸レートを測定することができる。３リード線ＥＣＧケーブルを用
いると、リードＩ,II,またはIIIについて、一つの信号波形が表示される。５リード線Ｅ
ＣＧケーブルを用いると、リードI,II,III,Vについて、かつ、もし、構成設定においてイ
ネーブルされれば、aVR, aVL、またはaVFについて、１つ、または２つのいずれかの信号
波形が表示されることができる。ＳｐＯ2、またはＲｅｓｐの波形もまた、ＥＣＧ波形の
代わりに、表示されることができる。
【０１３０】
　ＥＣＧをモニタするためには、適切なＥＣＧケーブルがデバイス筐体２４内に差し込ま
れ、適切な電極の配置が、患者の体上において選択される。この選択のプロセスは、一般
に知られており、本発明の重要な部分を形成するものではない。少なくとも３つの電極接
続が、ＥＣＧ／Ｒｅｓｐ測定には必要である。モニタデバイス２０は、３または５リード
線ＥＣＧ取り付け器具の、図５９の、図形ディスプレイ３０２を備え、その固定された配
置が示されている。図５９のダイヤグラム３０２内に示されたサークルの場所は、患者上
の電極の正確な配置を示すものではない。
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【０１３１】
　モニタデバイス２０は、いくつかのリード線が接続されていないかを示し、かつ、図５
９に示されるような、“ＥＣＧ不具合”設備アラーム、および胸図形を、示し、非接続と
されたリードの一般的な配置を示すよう、適合されている。もし、非接続とされたリード
が、波形ソース（リード）がＨＲ決定に使用されていれば、そのとき、モニタデバイス２
０は、もし可能であれば、ハートレート（ＨＲ）用に使用されるリードを、自動的に、最
付与する。もし再アサインが成功すれば、モニタデバイス２０は、そのとき、もう１つの
設備アラームを、メッセージ“ＥＣＧリード変更”をつけて表示する。
【０１３２】
　すべてのリード線が適切に接続された時、主な生命兆候ディスプレイスクリーンに戻る
と、ＥＣＧ波形が、心拍数、及び他の患者データとともに、表示されていることがわかる
。波形ソースは、例えば、カーソルコントロールボタン１００を用いて、波形ソース選択
アイコンをハイライトし、SELECTボタン９６を押すことによって、リードＩからリードII
へ変更することができる。後者は、図３２の、波形ソースメニュー５８０をアクセスし、
ここで、適切なオプション５８４がハイライトされることができる。通り過ぎるにおいて
、および波形ソース選択メニューの底をスクロールすることによって、第２の波形を加え
る（または消去する）ことができる。波形サイズはまた、ユーザにより、現在の波形スケ
ールをハイライトし、SELECTボタン９６を押すことにより、適切に変更されることができ
る。図３４の、波形サイズポップアップメニュー６００は、後者の選択を通してアクセス
され、望ましい倍率が、ハイライトされることができる。
【０１３３】
　上記に記載したように、呼吸レートは、インピーダンス測定方法に基づいて、ＥＣＧも
ニタ回路を用いてモニタすることができ、ここで、呼吸は、ＥＣＧ電極から感受されるこ
とができる。呼吸の数値は、ディスプレイスクリーンの右下コーナーに表示される。呼吸
の波形を見るためには、図１５の、波形ソース識別子２３２はハイライトされ、SELECTボ
タン９６が、図３３の波形ソースポップアップメニュー５８０をアクセスするために、押
される。メニューオプション５８８としての呼吸は、そのときハイライトされ、選択され
る。波形サイズは、ＥＣＧ波形について以前に記述されたのと同じ方法で調整される。
【０１３４】
　ＥＣＧ波形の存在をモニタするのに加えて、該モニタデバイス２０はまた、埋め込まれ
たペースメーカーデバイスから発生する周期信号を、検出する。その目的のために、本実
施の形態によれば、及び図３５を参照して、もしモニタされている患者が埋め込まれたペ
ースメーカーデバイスを持っていれば、該モニタデバイス２０は、図３６の、ＥＣＧセッ
トアップコントロールメニュー９００からのペーサー指示器オプション９０４の活性によ
り、ペースメーカー、またはペーサー信号の発生を、もし既に構成されていなくても、表
示することができる。活性化された時、ペーサーインディケータは、垂直のダッシュ線を
、ペースメーカー信号を指示するために、表示し、印刷する。もしペーサーインディケー
タオプション９０４がイネーブルされていなければ、本実施形態によるモニタデバイス２
０は、ペースメーカー信号を検出し続けるが、しかし、ペースメーカーを表示し、印刷す
ることはない。もしペーサー信号が十分に強ければ、モニタデバイス２０は、ペーサーイ
ンディケータオプション９０４がイネーブルされていてもいなくても、この信号を波形ス
パイクとして表示する。現在のＥＣＧ回路はまた、ペーサー信号／ＥＭＩパルスが非常に
頻繁に生じているとき（実際のペーサー信号の周期外で）を、検出する。
【０１３５】
　以前に気づかれたように、これらのペーサー信号の検出は、たとえば、埋め込まれた患
者デバイスから（たとえば、ペースメーカー）からペーサー信号を十分に検出する能力を
邪魔することのできるオーバーヘッド光からの、トリガーされた（ＥＭＩ－電気磁気干渉
等の）電子的ノイズ、により共通に影響を受ける。電源ソースからの電気ノイズはまた、
不明確なまたは、ノイジーな波形の原因となる。１つの側面によれば、該発明は、種々の
ＥＣＧベクトル、その各々は、両極性のペーサパルス検出につき処理されてきている、の
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中から選択する能力を与え、ペーサパルス検出器、およびピーク／ノイズフロア検出器の
両方に、提供する。例が、図６３に示される。後者の検出器は、一般に、実際のペーサパ
ルスのピーク振幅を表す値９０８を、獲得し、かつ、図６３に示されるような、急速に繰
り返すノイズスパイクのピーク振幅を表す第２の値を獲得する。手段は、利用可能なＥＣ
Ｇベクトルの選択を、その後、９１５，９１６にそれぞれ示されるように、各々から、ピ
ークおよびノイズ床レベル信号を得ること、および、そののちに、最適なＥＣＧベクトル
をピックアップし、ペーサパルス検出器に提供し続けることを、許す。もし、ノイズフロ
ア信号が、ユーザに利用可能であれば、ユーザは、ノイズフロア信号の大きさが、モニタ
デバイス２０を、あり得るノイズソースの近傍で、動き回らせる間に、どのように変化す
るかを、観察することができ、後者は、９１８と拡大されて示されている。報告された信
号レベルは、一般に、モニタデバイス２０がノイズソースに、より近く動き、これにより
、電気ノイズの源を見つけるにおいて、指針的な助けとなる。ノイズスパイク９１２が、
どのようなレベルで、ペーサパルス検出器をトリガーし始めるであろうかは、すでに知ら
れているので、ノイズソースが、パルス検出の失敗の原因となるほどに十分に大きいかが
、このように決定される。ここで記述された原則は、ハードウェアにより、ソフトウェア
により、あるいは、ハードウェアとソフトウェアの結合により、実行することができる。
【０１３６】
　上記の回路はさらに、ＥＣＧモニタアセンブリのための、リード線と電極の集積性を評
価するために、測定を有効化するために用いることができる。この測定能力は、電極性能
をモニタする手段を与える、ばかりでなく、必要に応じて、積極的に電極を変える手段を
与える。背景の事項として、かつ、ＥＣＧ測定アセンブリのリード線が患者に取り付けら
れたとき、該ハードウェアは、各接続されたリード線を通して、小電流を駆動する。この
電流は、患者をとおして、これもまた患者から伸びる参照Ｒ－度ワイヤに向けられる。そ
の結果、各リードワイヤは、オームの法則に基づく（参照リードに関する）オフセット電
圧を生成する。
【０１３７】
　本発明の変形例によると、各リードワイヤのオフセット電圧デルタ（すなわち、そのリ
ードワイヤ各々間の差電圧）が決定されることができ、これにより、リードワイヤ、およ
び電極アセンブリの各々を定量的に、“ランキング”する手段を与える。モニタリングデ
バイス内に含まれたソフトウェアは、その時、計算されたデルタに基づき、リード線及び
電極の評価を与えるために、少なくとも電極の“質的な状態”（例えば、一つのリードワ
イヤが、残っているリードワイヤよりも，ずっと高いオフセットを持っていれば、最もあ
りそうな原因は、乾いた電極、または患者との接触のロスといった電極接触の問題である
）を決定することができる。これらの電圧の差の比を比較することにより、それゆえ、Ｅ
ＣＧモニタアセンブリの部分の寿命に関して、先行する、または先を見越して対策をとる
ことが可能である。
【０１３８】
　上記に加えて、モニタデバイスはまた、図３６の、ＥＣＧセットアップコントロールメ
ニュー９００からイネーブルされることのできる電源フィルタをも含む。電源フィルタの
ための設定は、設備内の電源に依存して適応されるべきである。この目的のために、本実
施形態による電源フィルタオプション９０６は、６０Ｈｚ、及び５０Ｈｚの設定を含む。
【０１３９】
　心臓の不整脈、血圧の突然の変化、ひきつけ、もしくは震えのような患者の動き、突然
のカフの動き、振動、車両の動き、もしくは弱いパルス、その他、を含む多くの要素は、
血圧（ＮＩＢＰ）測定に悪影響を及ぼす。本実施形態によれば、かつ、ＮＩＢＰ及びＥＣ
Ｇがおのおの、患者に関してモニタされたとき、ここで記述されているモニタデバイス２
０は、適度の動き加工物または減少されたパルスの存在において、測定の正確性を向上す
るために、Welch Allyn Inc.,によって製造されたSmartcuf加工物フィルタのような動き
加工物フィルタの選択的な使用を備えることができる。このデバイスにより利用される特
定の動き加工物フィルタに関係する特定の詳細は、ＵＳ特許番号No.6,405,076B1に、記述
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されており、その全内容は、参照によりここに組み入れられる。
【０１４０】
　加工物フィルタ特徴の可能化は、以前に記述したように、ＥＣＧとＮＩＢＰアセンブリ
のおのおのをモニタデバイス２０に取り付け、そののちに、上記生理学的センサアセンブ
リのおのおのを用いて患者をモニタするステップを含むであろう。セットアップコントロ
ールメニュー８００は、主な生命兆候ディスプレイスクリーンから、上記記述された方法
でアクセスされるであろう。セットアップコントロールメニュー８００をアクセスすると
き、該ＮＩＢＰメニューオプションは、ＮＩＢＰセットアップコントロールメニュー８０
０をアクセスするようハイライトされ、そののち、スマートカフサブオプション（図示せ
ず）がハイライトされ、選択されるであろう。前記加工物フィルタ特徴がイネーブルされ
、動き加工物があまりに厳格で、測定精度がまだ影響を受けているある条件の下で、血圧
測定は、ディスプレイスクリーン上、及びプリントアウト上の、識別可能な記号でマーク
されることが可能であろう。ある有意なＥＣＧ信号が得られることのできない、あるタイ
プの不整脈及び他の状況の間に、動き加工物フィルタは、上記したのと同様の方法でコン
トロールメニューにアクセスし、ＮＩＢＰオプションをハイライトし、スマートカフサブ
オプションをディスエーブルすることにより、選択的にディスエーブルされることができ
るであろう。
【０１４１】
　ユーザインタフェース９６のボタン、及びここで記述されたモニタデバイス２０のディ
スプレイ、及び／又はバックライトは、権限のないアクセスまたは使用を妨げるようロッ
クされることができる。このロックアウト機能は、いくつかの異なった方法で実施される
ことができる。一つの技術によれば、およびもし該機能が、最初にＰＣ構成設定ユーティ
ティを使用してイネーブルされれば、ユーザは、左矢、右矢、およびアップボタンを、連
続する一定時間（たとえば、５秒）の間、同時に押し下げることができる。電源オン／オ
フボタン５６を含む、すべてのボタンはロックされる。アラート又はアラームボタンが起
きたときには、該ボタンは自動的にアンロックされる。同様に、該ディスプレイ８８及び
／またはバックライトはまた、もし何らのオペレータ活動も所定量の時間の間に起きてい
なければ（すなわち、何らのボタンも押されていなければ）、ボタンの選択的な結合を用
いて、ユーザによりロックアウトされることができる。バックライトロックアウト、及び
ディスプレイロックアウト特徴は、再び、アラートまたはアラーム条件が起きた後に直ち
にディスエーブルされることができるであろう。
【０１４２】
　この特定の実施形態によるユーザに利用可能な、残っているセットアップコントロール
メニューは、デモモード（Disable, Low, High）に関係するものを含む。セットアップコ
ントロールメニューに加えて、モニタデバイス２０は、本実施形態による、デバイスステ
ータスコントロールメニュー；およびメッセージコントロールメニューを含む、付加的な
コントロールメニューを組み入れている。デバイスステータスコントロールメニューは、
ユーザをして、図２６に示されるように、表示された情報スクリーン４２０（ａ）、４２
０（ｂ）を見ることを可能にする。情報スクリーン４２０（ａ）、４２０（ｂ）は、施設
名、部門名、及び他の関連する情報を含む別々のパネル４２２、４２４を含む。メッセー
ジコントロールメニューは、例えば、リード線の不具合が起きた場合に、ＥＣＧの変更に
関して用いられ、チャンネルの再割り当てを必要とする。コントロールメニューのおのお
のの底には、コンテキストメニューパネル４１６があり、ユーザにナビゲ－トを可能とし
、ここで、セットアップコントロールメニューのコンテキストメニューは、パラメータコ
ントロールメニューのそれらと同一である。
【０１４３】
　コントロールメニューを用いた、より特定的な例は、図２２に描かれたディスプレイス
クリーンを参照して今ここに述べる。この例では、ＳｐＯ2の下方限界を９５に変える（
すなわち、上げる）、かつ、ＨＲ／ＰＲトーンをシャットオフすることが望ましい。第１
のステップを遂行し、かつ“ＳｐＯ2”をハイライトするために、下矢ボタン１００を用
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いて、Lower Limitをハイライトするようスクロールし、右矢ボタン１００を、そののち
、該リミットを、意図されたリミット値；この場合、９５まで増大するよう、必要な回数
だけ押す。ここで記述されたモニタデバイス２０は、アラーム上限が、該パラメータにつ
いてのアラーム下限より低いレベルには減少されないように、プログラムされていること
が指摘されるべきである。同様に、下方アラーム限界は、上方アラーム限界より大きい、
または等しいレベルに上げられることはない。
【０１４４】
　ＨＲ／ＰＲトーンを調整するために、下矢ボタン１００が、ＨＲ／ＰＲトーンフィール
ドにまでスクロールダウンするよう押され、左又は右矢ボタンが、オフをハイライトする
ために、必要な回数だけ押される。ＳＥＬＥＣＴボタン、またはディスプレイボタン１０
４を押すと、コントロールメニュースクリーンを出て、ディスプレイを以前の生命兆候デ
ィスプレイスクリーンに戻すであろう。
【０１４５】
　コントロールメニューを出るとき、該メニューを出た時点で表示されていた値は、該モ
ニタデバイス２０のための新しいデフォルト値である。もしパラメータがそれゆえ変更さ
れれば、ユーザにより、ディスプレイスクリーンを離れる前に、以前の設定値を維持すべ
きかどうかにつき、決定がなされなければならない。もしそうであるなら、それらのパラ
メータは、コントロールメニューを出る以前に戻されていなければならない。
【０１４６】
　要約するに、およびここで記述されたモニタデバイス２０のメニューおよびディスプレ
イナビゲーションの目的のために、方向矢ボタン１００は、それゆえ、以下の機能のうち
のいずれかを遂行するために使用される：ディスプレイ上の項目をハイライトする、コン
トロールメニューからのオプションの選択、セットアップメニューまたは表示された“ポ
ップアップ”メニュー、及び数値パラメータの値の変更。
【０１４７】
　本実施形態によれば、ディスプレイボタン１０４は、図１９に示される構成設定された
ディスプレイフォーマットを巡回するのに加えて、コントロールメニューから、及び“ポ
ップアップ”メニューを閉じるために、主な生命兆候ディスプレイスクリーンへ戻るよう
使用されることができる。
【０１４８】
　最後に、SELECTボタン９６は、以下の動作を実行するために用いられる：主なハイライ
トされた項目のためのコントロールメニューを表示する、コントロールメニューから主な
生命兆候ディスプレイスクリーンへ戻る、ディスプレイカーソルによってセットアップが
ハイライトされた時、セットアップメニューへのアクセスを与える、トレンドがハイライ
トされたとき、表的な、および図形的なトレンドを表示する、スナップショットがハイラ
イトされたとき、スナップショットを表示する、ディスプレイまたはバックライトのいず
れかが、モニタデバイス２０のパワーセーブ特徴によりターンオフしたとき、該ディスプ
レイまたはバックライトをターンオンさせる、及びポップアップメニューを表示する。
【０１４９】
　ここで記述されたモニタデバイス２０は、現在の数値、および波形を表示することにく
わえて、および最も最近の測定はまた、所定の量の患者データを保存する。この特定の実
施形態によれば、モニタされている患者のための、２４時間までの（１分間隔での）トレ
ンド（図形的、および数値的）情報、ばかりでなく、ＮＩＢＰおよびＳｐＯ2“スポット
チェック”および“スナップショット”が、以下で述べるように、ユーザにより、患者と
関連して選択的に取られ、かつ、任意のコントロールメニューのコンテキストメニューの
トレンドオプションからアクセス可能なものとして、ストアされることができる。データ
ストレージが容量出なされるとき、各新しい読みとりからのデータは、最も古い保存され
たデータからのデータに、上書きされる。ＳｐＯ2及びＮＩＢＰスポットチェックを取る
ことに関する特徴は、すでに長く、議論されてきた。
【０１５０】
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　以前に気づかれているように、スナップショット要求は、デバイス筐体２４の前面対向
サイド上に設けられた、図７の、スナップショットボタン１１６を押すことによりなされ
る。スナップショットボタン１１６を押すと、ＣＰＵ１７４は、図５０の、例示的なディ
スプレイスクリーン上において示されるような、付加的な情報をもつ、所定時間の間の、
選択されたリードについての、デフォルト波形（ＥＣＧ，呼吸）の図形的なディスプレイ
２９８を与えるようプログラムされている。図５０に、描かれたサンプルスナップショッ
トディスプレイスクリーン、及びこの実施形態によれば、例えば、２１秒の保存されたＥ
ＣＧデータ（スナップショットボタン１１６が押された後７秒、およびスナップショット
ボタンが押される前１４秒）が、各波形の時間およびデータスタンプ、検出された波形ソ
ース、使用された波形スケール（サイズ）、および対応するスナップショットの数ととも
に表されている。本実施の形態によれば、２０までのスナップショットを、モニタデバイ
ス２０によりストアすることができ、ここでは、任意の新しいスナップショットは、その
もっとも古いストアされたバージョンを上書きする。スナップショットの数は、適切に変
えることができることは、容易に明らかであろう。
【０１５１】
　このデータは、モニタデバイス２０でリヴューすることができる。スナップショットを
リヴューするために、および任意の主な生命兆候ディスプレイスクリーンから、ユーザは
、任意のパラメータテキスト識別子（ＨＲ／ＰＲ、ＳｐＯ2、等）をハイライトし、かつ
そののち、そのパラメータについてのコントロールメニューをアクセスする。ユーザは、
そののち、そのコントロールメニューについてのコンテキストメニューパネル４１６をハ
イライトし、スナップショットオプションを選択し、該選択を、SELECTボタン９６を押す
ことによって確認する。スナップショットオプションをハイライトすることは、スナップ
ショットディスプレイスクリーンが表示される結果となるものであり、その例が、図５１
－５３に描かれている。２０までのスナップショットのおのおのが、そのとき、ユーザに
より見られることができる。図５１－５３に示された例においては、５枚のスナップショ
ットが取られている。該スナップショットディスプレイスクリーン５９０は、該ディスプ
レイスクリーンの上部にあるステータスパネル３２０、ライブ数値パネル３５６、及びス
ナップショットディスプレイパネル５９４を、それぞれ含む。該スナップショットディス
プレイパネル５９４は、保存されたスナップショットを見るために表示し、スナップショ
ットファイル、データソース、ディスプレイの大きさ及びスクロールコントロールを含む
。垂直線が、ディスプレイの中央を示している。２１秒間の間の、波形および数値の生命
兆候データは、ユーザにより、ディスプレイスクリーン５９０の底に設けられた時間間隔
をハイライトし、かつ、ディスプレイを望ましい時間にスクロールするために方向性の（
右／左）カーソルボタン１００を用いることによって見ることができる。図５２に示され
た例は、トリガーポイントにつづく一秒を取っている、図５１に対向して、スナップショ
ットのトリガーポイントの後の５秒間についての、ものである。波形ソース、及びスナッ
プショットのサイズはまた、図３２、３３に示されるように、ユーザにより、任意の獲得
されたスナップショットについて、ディスプレイスクリーン上の任意のアイコンをハイラ
イトし、関連するドロップダウンメニュー５８０、６００をアクセスすることにより、選
択的に変更することができる。この例において、ユーザは、ディスプレイスクリーンの上
左コーナーにあるスナップショットをハイライトし、SELECTボタン９６を押すことにより
、もう１つのタイプのディスプレイに任意に切り替え、あるいは、出て、主な生命兆候デ
ィスプレイに戻ることができる。先行するものは、図５３の、Trendsメニュー６４０にア
クセスするものであり、ここで、適当なオプションを、ハイライトすると、ユーザをして
、もう１つのディスプレイスクリーンにナビゲートすることを許す。
【０１５２】
　気づかれるように、モニタデバイス２０はまた、複数のユーザが選択可能なフォーマッ
トで、見ることができるトレンドデータをストアする。トレンドデータは、図５３の、主
な生命兆候ディスプレイスクリーンからの任意のパラメータアイコンをハイライトし、SE
LECTボタン９６を押すことにより、波形データのそれに類似した態様で、リヴューされる
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ことができる。結果として生じるポップアップメニューからTrendsをハイライトし、SELE
CTボタン９６を押すと、Trendsディスプレイスクリーン４７０をアクセスし、その例は図
５４に示される。Trendsディスプレイスクリーン４７０は、モニタされた患者の表のよう
なトレンドデータおよびライブ数値を表示し、該スクリーンは、ステータスパネル３２０
、トレンドのライブ数値パネル３５６、及びトレンドパネル４７４、それぞれよりなるフ
ォーマットを持つ。ステータスパネル３２０は、図１５に関して以前に記述したものと類
似しており、数値パネルは、図１８に関して以前に記述したものと類似している。該トレ
ンドパネル４７４は、表的なリストの上のディスプレイスククリーンの頂上のある、モニ
タされている患者についての現在の生命兆候読み取りについて１分間隔でとった表的なリ
ストを含んでいる。この例に示されるように、読み取り時間、ＨＲ／分、血圧（収縮期／
拡張期／平均）、呼吸レート／分、及びパルス酸素濃度（ＳｐＯ2）読み取りなどが設け
られている。ユーザは、方向性（アップ／ダウン）カーソルボタン１００を用いて表示さ
れた表リストを通してスクロールを行うことが可能である。該リストは、スナップショッ
トの形で既に獲得されたそれらの読み取り、および、許容可能な限界の外にある任意の読
み取りを示す指示を、含むことが可能である。図５４を参照して、ユーザは、ディスプレ
イスクリーン４７０内のタイムテキスト識別子をハイライトし、かつ、ヴュー間隔“ポッ
プアップ”メニュー６６０を、アクセスすることにより、表示されたトレンドデータのた
めの時間間隔を、選択的に変更することが可能であり、ユーザをして、これをハイライト
し、SELECTボタン９６を押すことにより、該時間（例えば、５分、１５分、３０分、６０
分）を必要に応じて選択的に変更することを許している。
【０１５３】
　図５６は、図５４に類似したサンプルディスプレイスクリーンを表わしているが、しか
しアラーム限界を超えたか、あるいはその疑いがあるもののいずれかの読み取りを示して
いる。
【０１５４】
　図６に示されるように、充電クラドル１４０、およびＰＣ１９２に取り付けられたとき
、すべての獲得されたスナップショットは、もし該モニタデバイス２０が、プリンタ１９
５によるそれに続く印刷についてＰＣ１９２および充電クラドル１４０とのデータリンク
を通してオンされていれば、自動的に印刷されるようにされている。該データは、ＰＣ１
９２に、該ＰＣ内のロードされたソフトウェアを介して、手動により、あるいは自動的に
、のいずれかにより、アップロードされる。一つのバージョンによれば、すべてのストア
された患者データは、電源を入れられたモニタデバイス２０が充電クラドル１４０内に置
かれたとき、自動的にプリントアウトされる。モニタデバイス２０が、充電クラドル内に
配置されたときにオフであれば、そのときは、オートプリント特徴はディスエーブルされ
る。オートプリント特徴をイネーブルするためには、ユーザは、モニタデバイス２０を電
源オンし、図２４の、スタートァップディスプレイスクリーン４００（ｂ）における現患
者の続行を、選択しなければならない。モニタデバイス２０内にストアされた表的なトレ
ンドデータ、およびスナップショットが、印刷される。
【０１５５】
　電源オン／オフボタン５６を押すと、図４７の、パワーオフディスプレイスクリーンを
アクセスする。電源オフディスプレイスクリーン９４０のフォーマットは、ディスプレイ
スクリーンの上から読んで、ステータスパネル３２０、ノーティスパネル４０８、ショー
トメッセージパネル４１２、及びコンテキストメニューパネル４１６を含む。モニタデバ
イス２０の電源が再び入れられた時に、同じ患者を測定しようという意図があれば、その
ときは、ストアされた生命兆候データ、及びモニタデバイス設定をセーブすることが望ま
れるであろう。そのようなときには、ディスプレイスクリーン９４０の底におけるコンテ
キストメニューパネル４１６内に２つのオプションが設けられており、－ストアされたデ
ータおよび設定を消去してシャットダウンする、か、ストアされたデータをセーブしてシ
ャットダウンする、かである。方向矢ボタン１００を用いてこれらのオプションのいずれ
かをハイライトし、SELECTボタン９６を押すと、モニタデバイス２０をシャットダウンし
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、ストアされたデータおよび設定をセーブあるいは削除することとなる。あるいは、もし
パワーオフボタン５６が押され、ユーザが同じ患者をモニタし続けることを望めば、その
ときは、ディスプレイスクリーン９４０のコンテキストメニューパネル４１６内に、キャ
ンセルオプションもまた設けられている。本実施形態による、内部タイマーにより測定さ
れる、所定の時間期間内に、動作するのに失敗したときは、ディスプレイスクリーン９４
０を、該モニタデバイス２０によって構成設定されているように、以前のスクリーン、ま
たはデフォルトディスプレイスクリーンに戻すこととなる。
【０１５６】
　ここに記述されたモニタデバイス、および関連するハードウェア及びソフトウェアは、
以下の請求項に従った発明的概念の意図された範囲内でその変形が、可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１５７】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１による生命兆候モニタデバイスの正面図である。
【図２】図２は、図１の生命兆候モニタデバイスの正面斜視図である。
【図３】図３は、図１、および図２の生命兆候モニタデバイスの立正面図である
【図４】図４は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスと結合して使用される充電クラ
ドルの正面斜視図である。
【図５】図５は、図４の充電クラドル内にマウントされている図１ないし３の生命兆候モ
ニタデバイスの正面図である。
【図６】図６は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイス、および図４の充電クラドルを
含む患者モニタシステムの模式ブロック図である。
【図７】図７は、図４および５の充電クラドル内にマウントされている図１ないし３の生
命兆候モニタデバイスのもう１つの正面図である。
【図８】図８は、その把持動作を許す取り付けられたストラップを持つ図１ないし３の生
命兆候モニタデバイスの正面図である。
【図９】図９は、患者が装着可能なハーネスを用いた図１ないし３の生命兆候モニタデバ
イスのもう１つの図である。
【図１０】図１０は、患者輸送応用において使用される、図１ないし３の生命兆候モニタ
デバイスを描く。
【図１１】図１１は、ベッド側に備え付けられる、及び大ディスプレイに接続する図１な
いし３の生体兆候モニタデバイスを描く。
【図１２】図１２は、充電クラドル、および大ディスプレイのためのインタフェースハウ
ジングに取り付けられた図１１の生命兆候モニタデバイスを描く。
【図１３】図１３は、充電クラドル内にマウントされ、かつ、大ディスプレイに直接取り
付けられた、図１１および１２の生命兆候モニタデバイスを描く。
【図１４】図１４は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスにより獲得することができ
、大ディスプレイに表示することのできる情報を示す２つのサンプルディスプレイスクリ
ーンを示す。
【図１５】図１５は、１つのディスプレイモードによる図１ないし３の生命兆候モニタデ
バイスのディスプレイスクリーンの一例を図示する。
【図１６】図１６は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスのためのもう１つのディス
プレイモードによる生命兆候モニタデバイスの表示スクリーンのもう１つの例を描く。
【図１７】図１７は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスのためのもう１つのディス
プレイモードによるさらにもう１つの例示的ディスプレイスクリーンを描く。
【図１８】図１８は、トレンドされた表的なデータを示す図１ないし３の生命兆候モニタ
デバイスのためのさらにもう１つのディスプレイモードによるディスプレイスクリーンの
さらにもう１つの例を描く。
【図１９】図１９は、生命兆候モニタデバイスを使用した種々のディスプレイモード間の
トグリングを描く。
【図２０】図２０は、ディスプレイカーソルが、ナビゲーションを許すために、表示され
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たアイテムにどのようにハイライトをつけるかを示す、もう１つのディスプレイスクリー
ンを図示する。
【図２１】図２１は、本発明の生命兆候モニタデバイスのディスプレイスクリーンのもう
１つの例を示し、SELECTボタンが、ナビゲーションのためにハイライトされたアイテムを
選択するために如何に使用されるかを図示する。
【図２２】図２２は、図２１のディスプレイスクリーンのハイライトされたアイテムの選
択を通してアクセスされる例示的な制御メニューである。
【図２３】図２３は、本発明による生命兆候モニタデバイスのためのもう１つの例示的な
制御メニューを描く。
【図２４】図２４は、デバイスのパワーアップに際し、生命兆候モニタデバイスのユーザ
に、患者に関連するデータおよび設定が、以前に該デバイスに設定されているかに依存し
て、提示されるディスプレイスクリーンの、サイドバイサイドの例を描く。
【図２５】図２５は、生命兆候モニタデバイスのための例示的なセットアップメニューで
ある。
【図２６】図２６は、生命兆候モニタデバイスのための情報ディスプレイウインドウの例
示的なセットである。
【図２７】図２７は、患者情報が入力されている生命兆候モニタデバイスの構成されたデ
ータディスプレイスクリーンである。
【図２８】図２８は、図２７のディスプレイスクリーンの患者情報エントリーパネルを描
くもう１つのディスプレイスクリーンである。
【図２９】図２９は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスのディスプレイスクリーン
のための例示的な変更患者モードメニューを示す。
【図３０】図３０は、患者モードがユーザにより変更されたときの本発明による生命兆候
モニタデバイスにより表示される確認ディスプレイスクリーンを示す。
【図３１】図３１は、時間／日付制御メニューを含む本発明の生命兆候モニタデバイスの
例示的なディスプレイスクリーンである。
【図３２】図３２は、波形源メニューを含む本発明の生命兆候モニタデバイスの例示的な
ディスプレイスクリーンである。
【図３３】図３３は、異なる波形源を含む生命兆候モニタデバイスのもう１つの例示的な
ディスプレイスクリーンである。
【図３４】図３４は、波形減メニューを含む生命兆候モニタデバイスのもう１つの例示的
なディスプレイスクリーンである。
【図３５】図３５は、本発明の一側面によるECGセットアップメニューを描く生命兆候モ
ニタデバイスのディスプレイスクリーンである。
【図３６】図３６は、図３５のＥＣＧセットアップメニュー内で遂行される機能のもう１
つの例である。
【図３７】図３７は、生命兆候モニタデバイスにより表示される例示的な呼吸波形である
。
【図３８】図３８は、モニタ装置の例示的なディスプレイスクリーンの部分、及びＳｐＯ

2制御メニューを描く。
【図３９】図３９は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスのＳｐＯ2スポットチェッ
ク特徴に関係するフローチャート
【図４０】図４０は、本発明の生命兆候モニタデバイスの例示的なディスプレイスクリー
ンであって、ＳｐＯ2がターンオフされた後に、ＳｐＯ2アイコンがハイライトされた主な
生命兆候ディスプレイスクリーンを含む。
【図４１】図４１は、図４０のウィンドウナビゲーションを介してアクセスされるドロッ
プダウンパルス酸素濃度計スポットチェックメニューである。
【図４２】図４２は、本発明によるＳｐＯ2スポットチェック特徴の部分を詳細化する例
示的なディスプレイスクリーンである。
【図４３】図４３は、パルス酸素濃度計データを図示する図４２のディスプレイスクリー
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ンの最近のバージョンである。
【図４４】図４４は、デジタルナノメータ特徴を図示する生命兆候モニタデバイスの例示
的なディスプレイスクリーンである。
【図４５】図４５は、ＮＩＢＰ読み取りの間の後の時間での、図４４のディスプレイスク
リーンである。
【図４６】図４６は、心臓収縮の,心臓拡張の, および平均圧力値に関しての、ユーザの
ためのマーカー／指示器を描いてなるＮＩＢＰ測定に続く後の時間での図４４および４５
のディスプレイスクリーンである。
【図４７】図４７は、生命兆候モニタデバイスの例示的な電源オフディスプレイスクリー
ンである。
【図４８】図４８は、一部に、無線モードドロップダウンメニューを描く、生命兆候モニ
タデバイスの例示的なディスプレイスクリーンである。
【図４９】図４９は、デバイスが、ワイヤレスネットワークから非接続とされたときに、
生命兆候モニタデバイスによりアクセスされ、表示されるディスプレイスクリーンである
。
【図５０】図５０は、該デバイスにより獲得された生命兆候のスナップショットを図示す
る図１ないし３の生命兆候モニタデバイスのためのさらに他のディスプレイモードによる
例示的なディスプレイスクリーンの例を描く。
【図５１】図５１は、該デバイスにより獲得された生命兆候のスナップショットを図示す
る図１ないし３の生命兆候モニタデバイスのためのさらに他のディスプレイモードによる
例示的なディスプレイスクリーンの例を描く。
【図５２】図５２は、該デバイスにより獲得された生命兆候のスナップショットを図示す
る図１ないし３の生命兆候モニタデバイスのためのさらに他のディスプレイモードによる
例示的なディスプレイスクリーンの例を描く。
【図５３】図５３は、図５０ないし５２に類似した、しかしさらにトレンドデータ選択メ
ニューを含むスナップショットディスプレイスクリーンを示す。
【図５４】図５４は、本発明の生命兆候モニタデバイスにより表示される表的なトレンド
化された患者データの種々の例示的なディスプレイスクリーンである。
【図５５】図５５は、本発明の生命兆候モニタデバイスにより表示される表的なトレンド
化された患者データの種々の例示的なディスプレイスクリーンである。
【図５６】図５６は、本発明の生命兆候モニタデバイスにより表示される表的なトレンド
化された患者データの種々の例示的なディスプレイスクリーンである。
【図５７】図５７は、トレンド化されたグラフィカルデータを示す、図１ないし３の生命
兆候モニタデバイスのためのさらに他のディスプレイモードによるディスプレイスクリー
ンのもう１つの例である。
【図５８】図５８は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスの例示的なアラートディス
プレイスクリーンを描く。
【図５９】図５９は、図１ないし３の生命兆候モニタデバイスの例示的な設備アラートデ
ィスプレイスクリーンを描く。
【図６０】図６０は、可聴アラームがイネーブル化、あるいはディスエーブル化可能であ
るアラームセットアップメニューを含む、生命兆候モニタデバイスのための例示的なディ
スプレイスクリーンを図示する。
【図６１】図６１は、可聴アラームがイネーブル化、あるいはディスエーブル化可能であ
るアラームセットアップメニューを含む、生命兆候モニタデバイスのための例示的なディ
スプレイスクリーンを図示する。
【図６２】図６２は、アラーム限界を、個人の患者のために、一時的にカスタマイズする
ことのできるパラメータ制御メニューを含む、本発明によるディスプレイスクリーンの例
を示す。
【図６３】図６３は、選択されたECGベクトルからデバイスにより検出されたペーサ信号
から電気ノイズがどのように判別されるかを示す信号出力である。
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【図６４】図６４は、本発明の１つのバージョンによるモニタデバイスのために、個々の
アラーム限界設定を、所定のパーセント量に構成するように使用される例示的な構成ワー
クシートの部分を示す。
【図６５】図６５は、本発明の１つのバージョンによるモニタデバイスのために、個々の
アラーム限界設定を、所定のパーセント量に構成するように使用される例示的な構成ワー
クシートの部分を示す。
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